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　イントロ　土曜日から火曜日








フラれちゃったって　沈しずむ君を

視し線せんそらして　慰なぐさめながら

ホッとしている僕ぼくがいる

午前十時の　コーヒーショップ

うしろめたくて

胸むね締しめつけられて

冷さめたブレンド　かきまぜてる

声にならない　心の言葉

何度も繰くり返しながら




好きだったよ　いつだって

この想おもい　とどかないこと　分わかっていても

そばにいるさ　いつだって

この気持ち　君に決して　言えないけれど

守りたい　いつだって

だから　泣かないで　笑え顔がおでいて

輝かがやいていて　いつだって






　蒸むし暑あつい八月の午後の原宿。

　ファーストフード店には、ソーズ＆ソーサリーの新曲『オールウェイズ』が流れている。

　その曲に合わせてハミングしながら、ひとりの少女がトイレから出てきた。

　夏休みになり、高校の仲間と遊びにきていた渡わた辺なべ麻あさ美みは、さっき買ったばかりのキャミソールに着き替がえたところだ。

（この曲、ちょっといいよね）

　メイクを直そうと、麻美は鏡を振ふり返った。

「えっ？」

　荷物置きの台の上に、紙かみ袋ぶくろがあった。

　白地に黒のロゴ。

（これって１０９に入ってる店のだよね？　イケてる店員がいる？）

　きょろきょろとあたりを見回しても、他に人ひと気けはない。

　麻美が入る前にも、誰だれもいなかったはずだ。

（忘わすれ物かな？　何かいいもの入ってたら、超ちようラッキーじゃん）

　持ってみると、かなり重い。

（中身、バッグかも。持って帰って……いいかな？）

　忘れていく方が悪いのだ。

　そう自分に言い聞かせた麻美はペロリと舌したを出して紙袋を抱だき締めると、軽い足取りで友達の待つ席に戻もどった。

「ねえねえ、ほら！」

　携けい帯たいで他の友達にメールを送っていた少女たちが、紙袋を振る麻美に顔を向けた。

　その時……。

　閃せん光こうが紙袋を引き裂さいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　三日後の深夜。

　季節にそぐわぬ漆しつ黒こくのコートをまとった巽たつみ玲れいは、銀ぎん髪ぱつを風になびかせて公園の噴ふん水すい前に立っていた。

　この時間になると、ベンチを占せん領りようするカップルとホームレス以外に人ひと影かげはない。

　数時間前にはライトアップされていた噴水も、今は止まっている。

「……巽さんですか？」

　闇やみの中から、疲つかれた声がした。

　玲はその声が聞こえてきた方向を振り返り、わずかにうなずく。

　これを見て、明かりのもとに歩あゆみ出たのは、サラリーマン風の中年である。

「お呼よび立てして申し訳わけありません。私はパソコンの類たぐいには疎うといもので」

　と言いながら、中年男は当とう惑わくを隠せないでいた。

　ネット上で都市伝説のように語られる謎なぞの存そん在ざい、巽玲。

　解かい決けつ不ふ能のうの犯はん罪ざいの真相を暴あばき、犯罪者にその代だい償しようを払はらわせる影の審しん判ぱん者しや。

　その巽玲がこんな少年だったとは、想そう像ぞうもしていなかったのだ。

「実は、あなたのことを教えてくれたのは、娘むすめの同級生でしてね。ネットでの連れん絡らくも、その子にお願いしたんです」

「……渡辺麻美。都立高校の二年生。それがあなたのお嬢じようさんですね？」

　玲は風をさけるようにコートの襟えりを立てた。

「はい」

　男はうなずく。

「……三日前の原宿の事じ件けんで」

「死者八人。重じゆう軽けい傷しよう者しや百数十人。東京では、一九七四年の東アジア反日武ぶ装そう戦線による連続企き業ぎよう爆ばく弾だんテロ以来の大規き模ぼな事件」

　今はもう忘れられようとしているが、昭和の連続企業爆弾テロは、日本全土を震しん撼かんさせ、安全神話を揺ゆるがせた。

　玲は先日の新聞記事を思い出す。

「そうか。確たしか爆発の中心にいたのが……」

「……ええ、うちの麻美でした」

　男は唇くちびるを嚙かんだ。

「遺い体たいはほとんど帰ってきませんでしたよ。あの子は……麻美はバラバラに吹ふき飛ばされてしまったんです」

　犠ぎ牲せい者のほとんどは、遺族による確かく認にんが難むずかしいほどの損そん傷しようを遺体に受けていた。

　麻美の場合、その遺体は十メートル四方にわたって四散していたのだ。

「難むずかしい年とし頃ごろでしてね。近頃は家で顔を合わせることさえ少なかったんです。私は警けい察さつに尋たずねられた時、あの子が出で掛かけた時の服ふく装そうさえ答えることができませんでした。もう少し、もう少しだけ普ふ段だんから話をしていたなら……」

「警察の捜そう査さは……」

　言いかけた玲を、男は遮さえぎった。

「け、警察を待ってはいられないんですよ！」

　男の激はげしい口調に、一瞬、玲は不思議そうな表ひよう情じようを浮うかべる。

「つ、妻つまは……」

　男はカバンを開き、震ふるえる手で中を探さぐると、一枚の写真を玲の前に示しめした。

　ベッドで上体を起こして微笑ほほえんでいる女性と、その女性の肩かたに左手を置き、右手でピースサインを作っている少女の姿すがたがその写真には写っていた。

「妻は……末まつ期きガンを患わずらっており、あと一か月ほどの命なんです。私は、妻が逝ゆく前に、娘を殺した男が捕つかまったことを知って欲ほしい。警察の捜査では間に合わない」

　男はさらにカバンをあさった。

「これを……」

　茶色い血がついたビーズのブレスレットが、玲に差し出された。

　一度切れたものを、丁てい寧ねいにつなぎ直したもののようだ。

「娘がいつもしていたものらしいんです。あの子の友達がそう言ってました」

「………」

　玲はブレスレットを握にぎり締めた。

「渡辺さん、僕とあなたが接せつ触しよくするのはこれが最後です。いいですね？」

「ひ、引き受けてくれるんですか!?」

「……そのつもりがなければ、ここには現あらわれません」

　立ち尽つくす男を残し、玲は闇やみの中に消えていった。







　水曜日　午後二時から午後十時







「……はい。じゃあ、今日はここまでね。プリントの残りは各自やっておくこと」

　終業のチャイムを聞いた教きよう師しはチョークを置いて、指先の粉こなを払うと教室を出ていった。

「ふう～」

　女郎花おみなえし茜あかねは席から立ち上がって深しん呼こ吸きゆうした。

「終わった、終わった！」

「何が終わったよ、ず～っと寝ねてたくせに」

　そんな親友を、生徒会副会長の矢や代しろ夏なつ紀きは白い目で見る。

　夏休みの教室は、静かなものだ。

　成せい績せき不ふ振しん者が中心の補ほ習しゆうが始まって、もう一週間。

　ちょうど中だるみの時期で、今日の参加者は全部で二十人に満たない。

「まだあと一週間、補習は残ってるんだからね」

「……うぅ、忘わすれかけていたことを～」

　茜は涙なみだを拭ぬぐう振ふりをする。

「忘れるんじゃないの」

　夏紀は茜のおでこをつついた。

「あなたは全科目のうち、三分の二以上の補習に出なくちゃならないのよ」

　学園内での成績は超ちよう低空飛行、いや、すでに墜つい落らくを何度か経けい験けんしている茜だが、実は全国的に見れば、その学力はごく平へい均きん的。

　というか、中学時代から三年以上にわたって全国模も試しの得点は平均ピッタリなのだ。

　容よう姿しも、どちらかといえば平へい凡ぼん。

　スリーサイズまでも、全国統とう計けいの平均値ちと完全に一いつ致ち。

　茜はある意味、非ひ常じように珍めずらしい超凡人だった。

「そういう夏紀だって、補習出席者のくせに～」

　茜は弱々しく反はん論ろんする。

「あのねえ。私は入院してて、出席日数が足らなかったの。あなたとは違ちがうでしょ」

　夏紀が生死の境さかいをさまよう重傷を負ったのは、夏休み前のこと。

　結果、長欠となったが、それまでの成績は学年トップクラスだ。

　ルックスも、某芸げい能のうプロダクションの社長がアイドル候こう補ほに、と狙ねらいをつけているほどで非ひの打ち所がない。

「……だって、結果は同じじゃない」

　茜あかねは頰ほおを膨ふくらませた。

　それを見て、後ろの席の菊きく地ち美み紗さが微笑ほほえむ。

　あまり目立たないが、成績も上位で清せい楚そな印象の彼女は、このところ引っ込こみ思じ案あんだった性せい格かくを克こく服ふくしつつあった。

　彼女の場合、補習に出ているのはただの付き合いである。

「二人とも、マックで何かおごるから、早く帰ろうよ」

　美紗は二人の肩かたに手をかけた。




「……でも、補習のおかげで命拾いしたよね」

　夏なつ紀きはファッション誌しをパラパラとめくりながら言った。

「んっ？　何のこと？」

　二つ目のチーズバーガーを頰ほお張ばる茜が、親友の顔を見る。

「例の爆ばく弾だん騒さわぎのことよ」

　美紗がコーラをストローでかきまぜながら、小さく頭を振ふった。

「あそこ、結けつ構こうよく行く店だったでしょ？」

「そっか……。たくさん人が死んだんだよね。犯はん人にん、分わからないんでしょ？」

「ワイドショーだと、中国マフィアの抗こう争そうだって」

　夏紀は雑ざつ誌しを閉とじた。

「え～？　私が見た時は、軍事オタクの異い常じよう者しやだってどっかの推すい理り作家が言ってたけど」

　と、美紗。

「理さと子こさんの番組で、ブロイラーのボクサーって人が、歳としとか職しよく業ぎようまで推理してたよ」

　茜は三つ目のバーガーに手を伸のばす。

「……茜、それは犯罪心理分ぶん析せき官かんのロバート・Ｋ・レスラーでしょ」

　夏紀は頭を振った。

　茜たちとは知り合いの美人キャスター上かみ川かわ理子。

　彼女の『ニュース・ファイル』では、この犯行を連続爆破事件の第一弾だんである可か能のう性せいが高いことを指し摘てきしていた。

「ところで、茜ちゃん」

　美紗がふと、思い出したように尋たずねる。

「今日はないの、付き人の仕事？」

「ぐえっ！」

　チーズバーガーで頰を膨らませたまま、茜は奇き妙みような声を上げて立ち上がった。

「わ、わふれてたーっ！」

「ったく」

　飛び散るバーガーの欠片かけらを夏なつ紀きはさっと避よける。

「今日はどこなの？」

「え、えっと～」

　慌あわてて手て帳ちようをめくる茜あかね。

　女郎花おみなえし茜は、人気アイドルグループ、ソーズＳ＆ソーサリーＳの付き人だった。

　Ｓ＆Ｓのボーカル兼けんリードギターの大だい地ち一いつ心しんと、同じクラスになってしまったのが運の尽つき。

　……いや、縁えんの始まり。

　今では、月給百円でこき使われる毎日なのだ。

「五時から『Ｓ＆Ｓ　世界征せい服ふく！』の収しゆう録ろく！　ど～しよ!?　もう間に合わない！」

「落ち着いて、茜ちゃん」

　周囲の目を気にせずに狼狽うろたえまくる茜を、美紗が宥なだめる。

「一いつ緒しよに謝あやまりにいってあげるから」

「ほ、本当!?」

　茜はすがりついて瞳ひとみを潤うるませた。

「恥はずかしいわね、もう！」

　夏紀は茜の襟えり首くびをつかむと、美紗とともに店を後にした。

　そして……。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　茜たちとほとんど入れ代わりに、ブルーの制せい服ふくを着た少女がファーストフード店に入ってきた。

「……と、コーラのＳ」

　紙コップの載のったトレーを持って、少女は奥おくの席に陣じん取どった。

　目立つタイプではないが、取り立てて欠点も見当たらない子である。

　どちらかといえば小こ柄がらだが、足が長いので座すわると実じつ際さいよりもさらに身長が低く見える。

　少女はちょっとだけストローに口をつけると、フレームの細い眼鏡めがねと雑ざつ誌しをカバンから取り出した。

　少しぼおっとした印象があるのは、視し力りよくのせいかもしれない。

　眼鏡をかけると、ほんの少し、眉み間けんにしわが寄よる。

「四時二十五分……か」

　携けい帯たいで時間を確かく認にん。

　待ち合わせの時まで、あと五分だ。

　風で乱みだれた髪かみを直して、あぶらとり紙を使って浮ういた汗あせを抑える。

　目を閉とじて、深しん呼こ吸きゆう。

　雑誌を開き、ダイエットのページを探さがす。

　すると……。

「不ふ思し議ぎだね」

　と、快かい活かつさに満みちた、青年の声。

　その声に、少女は顔を上げた。

「君みたいな子が、どうしてダイエットを気にするんだろう？」

「あっ！」

　少女は慌あわてて、雑誌を閉じる。

「こ、こんにちは！……です」

「うん」

　青年は笑いながら、少女の前に座った。

「待った？」

「ぜ、全然！」

　少女は顔の前で手を振った。

「……あっ！」

　その手が自分の眼鏡に当たり、眼鏡が床ゆかに落ちる。

「いいよ、祐ゆ里り。僕ぼくが取る」

　青年は屈かがもうとする少女を制して、自分が眼鏡を拾った。

「はい」

「済すみません、か、影人かげとさん……」

　眼鏡を渡わたされた時に軽く指が触ふれただけで、祐里の顔が真まっ赤かになる。

　名前を呼ぶ時も、どこかぎこちない。

　祐里と影人が会うのは、まだ五度目。

　内気な祐里にとっては、無理もないことかも知れなかった。




　尾お関ぜき祐里が初めて出雲いずも影人に出会ったのは、三週間ほど前。

　夏休みを数日後に控ひかえての、ある午後のことだった。

　その日……。

　銀座の洋書店で童話の絵本を見ていた祐里は、突とつ然ぜん、声をかけられた。

「その作家に、興きよう味みあるの？」

　祐里は振ふり返った。

　店員ではない。

　今まで会ったことのない、自分より二つ、三つ年上の青年だ。

　ナンパかな？

　祐ゆ里りは考え、緊きん張ちようする。

　地味な性せい格かくの祐里にとっては、初めての経けい験けんだ。

「……ええっと、ル・カインですか？」

　やっとのことで祐里の口から声が出る。

「はい」

「そうか。良かった」

　青年は笑った。

　祐里は自分の頰ほおが火ほ照てるのを感じる。

「僕もなんだ」

　青年は買ったばかりの包みを見せた。

「これもル・カイン。なかなか、同じ作家について話せる友達がいなくてね。少し、いいかな？」

「……はい。いいです」

　普ふ段だんなら絶ぜつ対たいに振り切って逃にげるところだが、自分でも気づかぬうちに祐里はうなずいていた。

　青年の澄すんだ瞳ひとみに魅み入いられてしまったのだ。

　この日は、資し生せい堂どうパーラーでお茶の時間を過すごし、それからも何度か祐里はこの青年、影人と美び術じゆつ館かんや映えい画がに足を運んだ。

　祐里の前に突然、夢ゆめのような幸福の扉とびらが開け放たれたのだ。




「……あの」

　しばらく見つめあっていた後で、ためらいがちに祐里は話を切り出した。

「ごめんなさい。この間お預あずかりした……」

「ああ」

　影人はうなずく。

「大変だったね。君が店を出た直後じゃないか、例の爆弾事件」

「ええ。あの店を出てから三十分ぐらいで。私、あそこでかなり待ったんですけど、影人かげとさんの仰おつしやっていた人、なかなか現あらわれなかったから」

「バッグを僕の言ったところに置いて、出てきたんだね。良かった。もう少しで巻まき込こまれるところだ」

「でも、荷物が……」

「君の方が大切だ」

「そ、そう言ってもらえると嬉うれしいですけど。……あのバッグを取りにくるはずだった人は？　大だい丈じよう夫ぶだったんですか？」

「あいつも無事さ。例の品が吹き飛んだのは、ショックみたいだったけれどね」

　影人は立ち上がった。

「出ようか？　今日は何時までいい？」

「……あの、八時くらいなら」

「じゃあ、急がないとね。映画もそろそろ始まるし」

「はい」

　祐里は影人の差し出した手を握にぎった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　通行証しようを見せて局のスタジオに入ると、頰ほおを引きつらせたサングラスの女性が茜あかねを待っていた。

「タレントより遅おそいなんて、いい度ど胸きようじゃない」

　Ｓ＆Ｓのマネージャーは、ルージュのついた煙草たばこを灰はい皿ざらに押しつけた。

「す、すいま……」

　謝あやまろうとする茜を美み紗さが遮さえぎった。

「ごめんなさい。私たちが悪いんです、茜ちゃんを引き止めちゃって」

「引き止めた？」

　夏なつ紀きが眉まゆを上げる。

「私たちが、ねえ？」

「……まっ、いいわよ」

　マネージャーはため息をつき、新しい煙草に火をつける。

「イッシンから話は聞いているから。……期末の点が死ぬほど悪くて、補ほ習しゆう受けさせられてたんだって？」

「ぐっ……！　あいつ、バラしたな～っ！」

　茜の頭に、ベエーッと舌したを出す一いつ心しんの顔が浮かぶ。

　不良っぽい見かけと違ちがって、一心の成せい績せきは悪くはない。

　さすがは巽たつみ玲れいの弟、というところだろうか。

　勉強している姿すがたなど見たこともないが、常つねに上位二十位以内を維い持じしているのだ。

「すでに留りゆう年ねん決定って話だったけど？」

「そ、そこまでひどくありませんよ！……多た分ぶん」

「……ところで、あんたたち、ついでだから見学してく？」

　マネージャーは夏紀と美紗に声をかけた。

「一心くんたちは？」

　美紗が尋たずねる。

「中よ」

　マネージャーはアゴでスタジオの扉とびらを示しめした。




　スタジオ内では『Ｓ＆Ｓ　世界征せい服ふく！』の収しゆう録ろくが行なわれていた。

　今回のゲストは、女じよ優ゆうの蓮はす美み八や重え。

　人気アイドル彩あや乃の二ふ美み花かの母であり、茜とも顔見知りだ。

　今、撮とっているのは、アーケードゲームにＳ＆Ｓとゲストが挑ちよう戦せんし、勝った方が賞品をもらえるというコーナー。

　第一回戦で八重と亨とおるが腕うでを競きそっているのが、ゾンビ相手のシューティングゲームだ。

「こいつ！　この、このっ！」

　普ふ段だんは優ゆう雅がな八重が熱くなり、不ふ慣なれなガン・コントローラーの引き金を引きまくっている。

「なんで倒たおれないのよ！　もう！　壊こわれてんじゃない、これ!?」

「あのっすね、八重さん。これはこうしてリロードしないと……」

　対戦相手のはずの火ひ之の杜もり亨が、コーチをしている。

「何よそれ、聞いてないわよ！」

　ズガッ！

　ゾンビがアップになり、画面が真まっ赤かに染そまった。

　ＧＡＭＥゲーム　ＯＶＥＲオーバーの文字が大写しになる。

「うっそーっ！」

「はい、トオルが四千八百二十五点。八重さんが……三十二点」

　Ｓ＆Ｓのリーダーで、番組の進行役の風かざ峰みね士し郎ろうが苦く笑しようしながら点を発表する。

「第一回戦は、Ｓ＆Ｓチームの勝利ーっ！」

　ここでディレクターがＯＫのサインを出す。

「はい、休きゆう憩けい入りま～す！」

　スタッフが動きだした。

「……アッ、遅ち刻こくの人だ」

　宏こう太たが目ざとく茜の姿すがたを見つける。

「それに、夏紀先せん輩ぱいと美紗先輩」

「だ、誰だれが遅刻の人よ！」

　茜は宏太にヘッドロックをかけた。

「あんた、最近、後こう輩はいのくせに生なま意い気きよ！」

「ご、ごめんなさ～い！」

　水みず谷たに宏太は、茜や一心たちと同じ学園の中等部に通っているのだ。

「生意気はあんたでしょ！」

　マネージャーが茜の後頭部をペシッと叩たたく。

「学校じゃ先輩後輩でも、ここじゃアーティストとただの付き人よ。弁わきまえなさい」

「……はあい」

　茜は渋しぶ々しぶ、落ちかけていた宏太の首から腕を離はなした。

　その時。

「よっ、夏紀、美紗」

　二人の少女の肩かたに、手が置かれた。

「補習、終わったのか？」

　茶ちや髪ぱつをツンツンに立てた、Ｓ＆Ｓのギター兼けんボーカル担たん当とう。

　茜たちのクラスメートでもある大地だいち一いつ心しんだ。

「……あたしにゃ挨あい拶さつなしかい」

　にらむ茜。

「おうっ！　来年後輩になる女！」

「だ・か・ら！　まだ留年は決まってないっていうの！」

「いいじゃん、ダブリのアカネって名を学園史に永えい久きゆうに刻きざめよ、遠えん慮りよせずに」

「刻むか！」

　そこに……。
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「相変わらずの漫まん才ざいコンビだね」

　と、眼鏡めがねをかけながらやって来たのは、Ｓ＆Ｓのリーダー、キーボード担当の風かざ峰みね士し郎ろうである。

　ＴＶやライブでは見せないが、普ふ段だんの士郎はコンタクトではなく眼鏡を愛用している。

「仲が良いんだか、悪いんだか」

「……ねえ、シローさん。また眼鏡換かえたの？」

　茜はじっと士郎のチタンフレームを見た。

「分かった？　今回は試ためしにブルガリにしてみたんだけど？」

　士郎はフレームをわずかに押し上げる。

「値ね段だんも手て頃ごろだったし、いいかなって思って」

「いくら？」

「……忘わすれた。まとめて一ダースほど買ったし」

「お前、絶ぜつ対たいギャラより多く散さん財ざいしてるよな？」

　一心はため息を漏もらした。

「まあ、それはそれとして……」

　士郎は、夏紀と美紗に屈くつ託たくのない笑え顔がおを向ける。

「久ひさしぶりだね、二人とも」

「うん。前に見み舞まいにきてくれたよね、あの時はありがとう」

　そう言ってから、夏紀は一心たちに説明する。

「意い識しきが戻もどってすぐかな？　オフの時に見舞いにきてくれたの、大きな薔ば薇らの花はな束たばを持って」

「……いつの間に」

「そ～ゆ～ことは本っ当、忠ま実めだよな、お前」

　茜と一心は、白い目でリーダーを見た。

「まあ、手ブラで来た上に、他の人が持ってきたケーキを平たいらげて帰った誰だれかさんより、だいぶデリカシーがあるわね」

　夏紀は露ろ骨こつな視し線せんを一心に向ける。

「悪かったな！」

「別に悪いとは言ってないわよ。どうせ、イッシンだもの」

「ぐぐっ！　てめ～！」

　一心は反はん論ろんできない。

「ふふふ」

　美紗が口元を押さえて微笑ほほえんだ。

「さすがのイッシンくんも、夏紀にはかなわないんですね。何だか不思議」

「ずっと前まえからなんですよ～。……って！」

　ニヤニヤして口を挟はさむ宏こう太たの頭とう頂ちよう部ぶに、ゴンッと一心のこぶしが落ちる。

「痛いたいですよ～、先せん輩ぱい」

　涙なみだ目めになる宏太。

「長い付き合いだもの。こいつの弱みは握にぎってるわ、いろいろとね」

　夏紀は一心の額ひたいを人差し指でつついた。

「そういえば、いつからなんですか？」

　と、夏紀に尋たずねる美紗。

「小学校の頃ころ。イッシンがうちの近所に引ひっ越こしてきたのよ。そうよね、一いち応おう、帰国子女のイッシンくん？」

「だったけな？」

　とぼける一心。

「それで、同じ小学校から中学、高こう校こうですか？」

「そうそう。だから、私にとっては弟みたいなものなの」

「同い年だろうが！」

「精せい神しん年ねん齢れいは違ちがうでしょ？」

「くっそ～！」

　一心はまたも反論できない。

　その背はい後ごで、士郎が必死に噴ふき出しそうになるのを堪こらえている。

（そうなんだよね……）

　やり合う夏紀と一心を見て、茜はちょっと淋さびしい気分になった。

（あたしなんかより、夏紀の方がずっと大地くんのことを知ってるんだ。それに夏紀ってすごく奇き麗れいだし）

　と、そこに……。

「あっら～、夏紀ちゃ～ん！」

　小さく手を振ふりながら、一心たちのプロダクションの社長が小走りで近づいてきた。

　紫むらさきのラメのジャケットに蛇へび革がわのパンツといった、実に独どく創そう的てきなファッションである。

「ここに来てくれたってことは、とうとううちのプロダクションに入ることを決心してくれたの？」

「社長さん」

　途と端たんに夏紀の顔が強こわばる。

「前にも言った通り、私、芸げい能のう界かいなんて……」

「今すぐに決めて、なんて言わないから～！」

　社長は汗あせで湿しめった手で夏紀の手を握った。

「あなたなら、きっと彩あや乃の二ふ美み花かのライバルになれるわ！　い～え！　この私が、きっとそうしてあげる！」

「は、はあ」

　夏紀は、あいまいにうなずくしかない。

「まあまあ、社長さん」

　困こまる夏紀を見て、美紗が間に入った。

「その話は別の機会にしてもらえません？　私たち、これからイッシンくんたちの仕事ぶりを見学したいので」

「ん～もう、仕方ないわね！　今日のところはこれで勘かん弁べんしてあげるわよ。でも、よっく考えておいて！　あたしはホ・ン・キ・よ！」

　社長は投げキスを夏紀に送ると、プロデューサーを探さがしてスタジオを出ていった。

「……ところで、トオルさんは？」

　美紗はボーカル兼けんベース担たん当とうの火ひ之の杜もり亨とおるの姿すがたがスタジオから消えたことに気がついた。

「あいつ？　多分、ゲームの……」

「イッシン！」

　一心がニヤニヤしながら言いかけたところで、士し郎ろうがその口をふさぐ。

　火之杜亨がその見かけに似に合あわず、実じつ際さいに自分で制せい作さくに携たずさわるほどのゲーム狂きようだということは、一応、仲間内だけの秘ひ密みつなのだ。

「すぐに戻もどってくるよ、休きゆう憩けいが終わるまでにね」

「……じゃあ、あたし、今のうちに八や重えさんにご挨あい拶さつしてきます。大だい地ちくん……じゃ頼たよりにならないから、シローさん、二人をお願ねがいしますね」

「うん、いいよ」

　快かい諾だくする士郎。

「いってらっしゃい」

　夏紀が一心と軽口を叩たたきながら手を振る。

「………」

　Ｓ＆Ｓのメンバーと打ち解とけて話す夏紀から目をそらすと、茜は時と計けいを見ながら蓮はす美み八重の控ひかえ室に向かった。




　その頃ころ……。

「……で、どうこれ？」

　局の一階にある喫きつ茶さ店てんのテーブルで、亨は声をひそめて女に尋たずねた。

「う～ん」

　ニュース・キャスターの上かみ川かわ理さと子こは、タイトスカートから伸のびる長い脚あしを組み替かえながら、ＣＤ─ＲＯＭを返した。

「一いち応おう、エンディングはみんな見たけど」

　人気アイドルと美人キャスターのツーショット。

　端はたから見るとスキャンダラスなシーンだが、実はこの二人、ただのゲーム仲間である。

　オフの日には時々、二人で変へん装そうしてアーケードに繰くり出したりもするし、ゲームの貸かし借りもする。

　女じよ性せい恐きよう怖ふ症しよう気味で、一心にからかわれている亨だったが、化け粧しようも薄うすく、フレグランスの類たぐいを一いつ切さい使わない理子の前ではリラックスできるのだ。

　今回、亨が秘密に理子に貸かしたのは、自分が制せい作さくに関かかわった美少女ゲーム『魔ま法ほう幼よう女じよＡＹＵ』

　女性にこの手のゲームをテストプレイして貰もらう亨も亨だが、真しん剣けんに数十時間費やして全エンディングを見た理子もかなりのものである。

「今ひとつってところかな？」

「どこらへんが気になった？」

「それぞれのシナリオはともかく、女の子ね」

「ちょい待ち」

　亨はキャラクターの設せつ定てい画を取り出した。

「どの子？」

「どれがっていうんじゃないんだけど、パターン不足よ」

「そ、そうかあ？　全部で十人いるんだけど」

「駄だ目めね、決定的なキャラが欠けてるわ！」

「決定的な？」

「お姉様キャラよ！」

　理子はグッとこぶしを握にぎった。

「私が感かん情じよう移入できるキャラがいないじゃない！」

「……あのさ、このスキューバが趣しゆ味みの女子大生、奈な緒おっていうのが」

「こんなのお姉様とは言えない！　まだガキよ、ガキ！　ともかく、ここはお色気たっぷりの美人キャリアウーマンが必要だわ！」

「……一いち応おう、参考にする」

　亨はため息をつき、メモを取った。

　と、そこに……。

「いよっ、お二人さん！」

　二人の肩かたに手がかけられた。

「なに、デートの相談？」

　不ぶ精しよう髭ひげのニヤけた中年が、二人の間に首を突つっ込こんできた。

「法ほう月げつ……」

　理子は露ろ骨こつに嫌いやな表情を作る。

「ご挨あい拶さつだねえ」

　法月は大おお袈げ裟さに肩かたを落とし、落ち込んだ格かつ好こうを取った。

「知ってる人？」

　警けい戒かいの視し線せんを法月に向けたまま、亨は理子に尋たずねる。

「知ったからって、どうってことないヤツよ」

「相変わらずだ、あんたは」

　めげない法月は、カラフルな名めい刺しを亨に渡わたした。

「私、こういうもんです」

　名刺には、あまり可愛かわいくないキャラクターのイラストとともに、法月源げん一いち郎ろうの名、それとフリールポライターという肩書きが印刷されていた。

「何がフリールポライターよ。弱い者イジメが専せん門もんの、三流芸能記者じゃない」

　理子は敵てき意いのこもった目で法月を見る。

「あんたんとこのワイドショーとやってることは一いつ緒しよだよ。ただ、私の方が目鼻が利きいて情じよう報ほうが早いって違ちがいはあるがね」

　理子は午後十一時半からの『ニュース・ファイル』に移うつる前、午前のワイドショーの司会をやっていたことがある。

　おそらく、その頃ころからのライバルだろう。

「少なくとも私は、面おも白しろ可お笑かしくアイドルのスキャンダルをでっちあげて、引いん退たいに追い込むようなことはしなかったわ」

「おいおい、でっちあげとは非ひ道どいな。あの件けんに関しては、ちゃんと証しよう人にんもいるんだぜ」

「でも、その裏うらは取とってないでしょう？　結果、あの子は引退した。才さい能のうのある子だったのに」

「真実は藪やぶの中。なら、面おも白しろい方が記事になるべきだ。違うか？」

「……どうやら根本から報ほう道どうに関する立場が異ことなるようね」

「まあな」

　法月は亨に注意を戻もどす。

「そのうち、面白い話を聞かせてくれよ、トオルくん。なんなら、このお堅かたいお姉ちゃんとの情事の話でも構かまわないからな」

「……！」

「駄だ目め！」

　理子はとっさに亨の腕うでをつかんだ。

「それがこいつの狙ねらいなんだから！」

「……ああ」

　亨は肩の力を抜ぬいた。

　もし一いつ瞬しゆん、理子の行動が遅おくれていたら、亨は法月を殴なぐっていたところだ。

　そうなれば、芸能ニュースのいいネタである。

「……バレたか？」

　法月は頭を搔かいた。

「まあ、そのうちあんたの記事いただくよ。今日はご挨あい拶さつ、ご挨拶」

　自じ称しようルポライターは、手を振ふって去っていった。

「くそっ！」

　亨はこぶしを手のひらに打ちつけた。

「気にくわねえ！」

「駄目よ、アイドルがこんな易やさしい手に引っ掛かかっちゃ」

「分わかってる。……いや、あんま分かってなかったな」

　理子に注意され、亨は頭を振る。

「ごめん、理子さん」

「素す直なおでよろしい」

　理子は微笑ほほえんだ。

「……ほら、嫌いやなことは忘わすれて、収しゆう録ろくにいかなくちゃ。もうすぐ休きゆう憩けい終おわりでしょ？」

「いけねっ！　これ、預あずかっといて！」

　亨は設せつ定てい画を理子に渡すと、スタジオに駆かけ戻もどっていった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　午後六時三十分。

　地下鉄丸ノ内線新宿駅のホームは、帰き宅たくするサラリーマンやＯＬで混こみ合あっていた。

　そのホームの階かい段だん付近。

　もっとも混こん雑ざつした場所に、その外国人は立っていた。

　プラチナブロンドの髪かみをした、華きや奢しやな感じの若わか者ものである。

　そして、そこからやや離はなれた場所で、新聞を手にした中年の男が若者の方をうかがっていた。

　池袋行きの到とう着ちやくを告げる構こう内ない放送。

　中年男は、チラリと腕時計に目を遣やる。

　これで十日間尾び行こうを続けているが、目当ての男は今だにプラチナブロンドの青年に接せつ触しよくしてこない。

　だが、もうそろそろ動くはずだ。

　あの青年、通つう称しようアレクセイの密みつ入にゆう国こくは今年もう四回目。

　そして、今回は以前とは違うパスポートを用いての入国だ。

　中年男は視し線せんをアレクセイに戻した。

「………」

　アレクセイはこちらに向かってホームの端はしを歩き始めていた。

　下へ手たに位置を変えるのは不自然だ。

　一いつ瞬しゆんのためらいの後、中年男はその場から動かずにアレクセイをやり過すごすことにした。

　ちょうど、ホームには赤い車体の池袋行きが入ってくるところだ。

　アレクセイとの距きよ離りは、すでに三メートルほどに縮ちぢまっている。

　その時。

　アレクセイの手が素す早ばやく動き、近くにいた酔よっ払ぱらいの腕を引いていた。

「うおっ！」

　酔っ払いはバランスを崩くずし、線路に転落する。

　それを見て悲鳴を上げるＯＬ。

　アレクセイはそのまま速度を変えずに歩き続け、中年男の前に達する。

「公安の刑けい事じは単たん独どく行動が多い。それが命取りになる」

　アレクセイは流りゆう暢ちような日本語で告げた。

「……！」

　中年男はアレクセイの巧たくみな体たい術じゆつによって線路に放ほうり出だされる。

　そこに、走ってくる赤い電車。

　キキーッ！

　急ブレーキも間に合わない。

　ドーン、という大きな音。

　酔っ払いのすぐ脇わきに倒たおれた中年男は最初の衝しよう撃げきで即そく死しし、自分の身体からだが引き千ち切ぎられる痛いたみを感じることはなかった。

　アレクセイは、ようやく止まった電車と轢れき死し者しやの方に集まる人の流れに逆さからい、階段を上っていった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「遅おそかったね」

　新宿高こう層そうビルの一室でアレクセイを迎むかえた青年は微笑み、ル・カインの画集を閉じた。

「なにしろ荷が重くて」

　アレクセイは、クロームシルバーのアタッシェケースを画集の横に置く。

「たかだか五キロだろう？」

「そのもの自体は、でしょう？　周囲を囲む鉛なまりが、かなりの重量になるんですよ」

「それを忘わすれてたよ。ご苦労だったね」

　青年は額ひたいに手を当てて、済すまなそうな表ひよう情じようを作った。

「いいですよ」

　アレクセイは素そっ気けない。

「大だい胆たんなやり方ですが、僕ぼくも退たい屈くつしないで済みましたから」

「……何か君のボスから連れん絡らくは？」

「いつも通どおりです。これはビジネス、ゲームではない、と」

「あの人らしいね」

「ですが、結局はゲームにする心算つもりでしょう？」

「君も分わかってきたじゃないか」

「諦てい観かんしている、と表ひよう現げんして欲ほしいところですね。……ところで、あと何か僕のやるべきことはありますか？」

「今のところは」

　影人かげとと名乗っていた青年は頭を振ふった。

「そうだな、祝しゆく杯はいの準じゆん備びでもしていてもらおうか？」







　木曜日　午前十時から午後七時







　大だい地ち一いつ心しんの兄である巽たつみ玲れい。

　玲が住む古い洋館、前の持ち主一家が庭の桜さくらの木で首をくくったことから屍し桜ざくら屋や敷しきと呼よばれる家は、阿佐ケ谷の閑かん静せいな住じゆう宅たく地ちにある。

　その洋館の隣となりにあるのが、ツー・バイ・フォー建けん築ちく、三十年ローンの女郎花おみなえし邸てい。

　女郎花家の次女、茜あかねはこの日、朝から屍桜屋敷を訪おとずれていた。

「う～」

　茜は書しよ斎さいのテーブルにピッタリと頰ほおをくっつけ、へたり込こんでいた。

　奥おくの執しつ務む用の机つくえの前では、玲が静かに資し料りように目を通している。

（いつも思うんだけど、変な部へ屋や）

　茜は目線を動かして部屋の中を観察する。

　美び術じゆつに詳くわしくない茜には分からないことだが、書斎のインテリアはほぼ、アール・ヌーヴォーの調度品で統とう一いつされていた。

　もっとも、それにそぐわぬ無む機き質なパソコンが数台、設せつ置ちされてはいるが。

　左右の壁かべの棚たなとキャビネットにも、革かわ表紙の文学書に混まじり、無数の犯はん罪ざい資料ファイルが並ならんでいた。

　昼間でも室内が薄うす暗ぐらいのは、日光に過か敏びんで、太陽の下したでは呼こ吸きゆう困こん難なんを起こす玲れいの身体を考えてのことだ。

「……邪じや魔まね」

　玲の義理の妹であるニコル・エマーソン・タツミは、面おも白しろくなさそうな顔をしながらもティーカップを茜あかねの前に置いた。

　ダージリンの心ここ地ちよいフレーバーが、鼻び腔こうを刺し激げきする。

　それでも、伏ふせていた顔を起こす気にはならない。

「まったく、何しにきてるの。こっちは忙いそがしいのに」

「何にも～」

　惚ぼけた声で茜は答える。

「だったら、帰ったら？」

「家にいると煩うるさいんだもの、姉あね貴きとかが」

「今日は補ほ習しゆうじゃないの？」

「……大地くんから聞きいたんでしょ」

「そうよ。成せい績せき、危あぶないんでしょ？」
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　年ねん齢れい的には小学生のはずのニコルが、腰こしに手を当てて年上の少女を見る。

「……さぼっちゃった」

「本当に、留りゆう年ねんするわよ」

「心配してくれるの？」

「まさか」

　ニコルは自分のパソコンの前に戻もどる。

「好きになさい。私たちは仕事を続けるわ」

「女郎花おみなえし君」

　玲がプリントアウトされた資料から目を上げた。

「一いつ心しんと何かあったのかい？」

「……そんなんじゃないんです」

　茜は顔を上げた。

「けど、ちょっと自分が嫌いやになっちゃって」

　茜にとって、夏なつ紀きは親友である。

　それが昨日……。




（なんでいつもあの子ばっかり！）

　夏紀が社長にチヤホヤされて芸げい能のう界かいに誘さそわれたり、一心と仲良く話しているのを見た時、茜の心の中にモヤモヤした感かん情じようが生まれていた。

（どうして夏紀ばっかりみんなに可愛かわいがられるの！　不公平じゃない!!）

　だが、そう心の中で罵ののしった次の瞬しゆん間かん……。

（えっ、あたし、今……）

　胸むねが痛いたくなった。

（親友のはず……なのに……）

「どうしたの、アカネ？」

　夏紀がニコニコして茜の顔を見る。

「……何でもない」

　茜はプイと顔を背そむけた。

「そう？」

「何でもないったら！」

　口調が自分でも信じられないほどキツくなる。

「本当に……今、忙しいの、放っておいて」

　茜は番組の台本を手が震ふるえるほど、強く握にぎり締しめていた。

「……夏紀さん、アカネちゃん、疲つかれているみたいだから、休ませてあげよう」

　美み紗さがそっと夏紀の手を引いて二人を離はなす。

　茜は夏紀だけでなく、美紗の顔さえもまともに見ることができなかった。

　その後……。

　二人が帰ってからの茜は、カメラのケーブルにつまずいたり、宏こう太たのドラムを蹴け破やぶったり、亨とおるの衣い裳しようにジュースをこぼしたり、挙げ句くの果てには料理コーナーのレンジから火を噴ふかせたりと、失敗を繰くり返した。

　普ふ段だんでさえ大して役に立っていないのに、その日の収しゆう録ろくは茜のために大だい混こん乱らんに陥おちいってしまったのだ。

　おかげで、午後十一時には終わるはずの収録は、今け朝さ八時近くまでズレ込こんだ。

　それでも……。

　Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリーの面々、驚おどろいたことに一心までが茜を責せめはしなかった。

（あたし……本当は嫌いやなヤツなんだ）

　茜は、自分で自分が許ゆるせなかった。




「自殺するなら、ロープ貸かしましょうか？」

　ＣＲＴ画面を見つめながら、ニコルが肩かたをすくめる。

「ニコル」

　玲は妹を窘たしなめる。

「話、聞こうか？」

　そう玲に言われて、茜は頭を振ふった。

「いいんです。何だか、ここにいるだけで落ち着いちゃった」

　完全に立ち直ったわけではないが、玲とニコルを見ていると不思議と気分が穏おだやかになってくる。

「それは結けつ構こうね」

　と、ニコル。

「……今、何の事じ件けんに関かかわってるんです？」

　茜は話題を変えて玲に尋たずねる。

「この前の爆ばく弾だん事件よ」

　ニコルがさっと話に割わり込む。

　この金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女は、玲が自分以外の女じよ性せいと話すことがとにかく大だい嫌きらいなのだ。

「爆薬の入手ルートの方からアプローチしようとしているけど」

「今のところ、手て応ごたえなし。相手の次の動きを待つしかない」

　こういう時に焦あせって無理をしないのが巽玲の優すぐれたところ。

　玲は椅い子すをクルリと回して立ち上がった。

「その上、ラショーモンが妙みようなことを言ってきたしね」

　ラショーモンとは、玲がしばしば情じよう報ほうの提てい供きようを依い頼らいするハッカー。

　日本びいきのアメリカ人だ。

「警けい察さつの情報が意い図と的にリークされているって、アレでしょう」

　ニコルはそう言って肩をすくめた。

「考え過ぎよ」

「だといいが」

　玲はわずかに眉まゆをひそめた。

「この事件、奥おくが深そうだ」

「……あの～、大地くんに聞いておきましょうか、調ちよう査さを手伝ってくれないかって？」

　茜は尋たずねる。

「アイツと会うの？」

　ニコルは露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

　玲を挟はさんで、一心とニコルの関係はどうもギクシャクしたものになりがちだった。

　おそらく、一心にも対たい抗こう心しんを燃もやしているのだろう。

　会えば必ず、憎にくまれ口を叩たたき合う仲なのだ。

「このあと仕事があるから。学校はサボれても、付き人の仕事はそうもいかないの」

「そのうち、一心の手を借りることになるかも知れない」

　玲は微笑ほほえんだ。

「だけど、今はいいよ。週末のライブの準じゆん備び、忙いそがしいだろうからね」

「一いち応おう、話はしておきますね」

　茜は立ち上がった。

「じゃあ、行きます。ニコちゃん、お茶、ありがと」

「とっとと出ていって」

　少女は犬でも追い払はらうように手を振ったが、ちょっとしてから付け加えた。

「……次に顔を見せる時は、もっと明るい顔しなさい。明るいのだけが、あなたの長所なんだから」

「うん」

（ニコちゃんはニコちゃんなりに心配してくれたんだ）

　そう思うと、沈しずんでいた茜の心は少しばかり軽くなった。

　どうやら明日は、ちゃんと夏紀の顔を見ることができそうだ。

「また来るね」

　茜は笑え顔がおを見せ、屍し桜ざくら屋や敷しきを後にした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




（この街、苦手……）

　竹下通りの雑ざつ踏とうを歩きながら、祐ゆ里りは考えていた。

　影人かげとに頼たのまれた荷物は、すでに指定の場所に置いてきた。

　またも、荷物を受け取るはずの人間は現あらわれなかったのだ。

　平日の午後だというのに、夏休みに入っているので、原宿はまるで日曜のような混こん雑ざつである。

　祐里はさっきから何度も人にぶつかり、弾はじき飛ばされそうになっていた。

　たとえ同じ年代の少女たちばかりであっても、人込ごみは祐里を萎い縮しゆくさせる。

　たくさんの人間に囲まれれば囲まれるほど、強く孤こ独どくを感じるのだ。

「……早く帰ろう」

　祐里は急ぎ足で駅を目指した。




　それから二十分後……。

「どうしたの、それ？」

　近くの小学校に通う久く保ぼ留る美み子こは、重そうな紙かみ袋ぶくろを持って歩いていた。

　塾じゆくに向かう途と中ちゆうだった同じクラスの少女が、留美子の姿すがたに気がついて声をかけた。

「忘わすれ物みたい。お巡まわりさんに届とどけなくちゃ」

　留美子は答えた。

　ラフォーレに入っている店の赤い袋。

　かなり重いものらしく、留美子は額ひたいに汗あせをかいている。

「どこにあったの？」

　と、クラスメート。

「あっちの電話のところ」

　留美子はジーンズショップ近くの公こう衆しゆう電話を指さした。

「誰だれか取りにくるかもよ」

「う～ん、でも～」

　留美子は迷まよった。

「交番に届けますって、紙に書いて置いといたらどうかな？」

「うん。そうしよっか？」

　少女は荷物を下ろし、カバンの中からペンケースと紙を取り出す。

「ねえ、何て書こ……」

　留美子がクラスメートを見上げた瞬しゆん間かん。

　紙袋は炸さく裂れつし、幼おさない少女の身体からだを四し散さんさせた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「はあ～」

　今年四十二歳になる金かね村むら健けん二じは、御お茶ちやノの水みず駅近くの公園のベンチに座すわって缶かんコーヒーの蓋ふたを開けると、ため息を漏もらした。

　脇わきに挟はさんだ新聞の見出しには、昨日の事じ故この記事。

　私服警けい官かんが線路に落ちた酔よっ払ぱらいを助けようとして自分も巻まき込まれた、というニュースだ。

（あと半日……どうやって時間を潰つぶそうか？）

　健二は、失業二週間目に突とつ入にゆうしたところ。

　未いまだに新しい仕事を探さがす決心がついていない。

（格かつ好こう、つけるんじゃなかったなあ）

　そもそも、健二が辞表を叩たたきつけるきっかけとなったのは、上司から持ち出された出しゆつ向こうの話だった。




「だから、君も新しい分野に足を踏ふみ出してみないか、そう言っているんだ」

　上司はその日の仕事帰り、飲み屋に健二を連れ出して話を切りだした。

「しかし、課長、私も四十を過ぎて、娘むすめも高こう校こう生せいですし……」

　健二は同期入社の上司に対し、弱々しく反はん論ろんする。

　長年、地道に営えい業ぎようで働いてきた人間に、関連企き業ぎようの在ざい庫こ管理はきつかった。

「あのだな」

　上司は健二の杯さかずきに酒を注ぐ。

「正直な話、社としては新しい技ぎ術じゆつについていけない人材は要いらない。この出向は、君に対する社としてのギリギリの温おん情じよう処しよ置ちだと思ってくれ」

「温情!?」

　酔って顔の赤くなった健二は立ち上がった。

「こ、この二十年、社で私のやってきたことに対する評ひよう価かは!?」

「給料を貰もらってきただろう？　それから、各種手当ても」

　上司は出世ルートから外はずれた同期を見て、煩わずらわしそうに頭を振ふる。

「リストラが」

　健二は上司の肩かたをつかんだ。

「必要となったのは、ＩＴ革かく命めいだなんのって浮うかれた上じよう層そう部ぶが、関連株かぶに手を出して失しつ敗ぱいしたからでしょう？　その尻しり拭ぬぐいを、なんで私がせにゃならんのですか？」

「口を慎つつしめ」

「……札さつ束たばと人間を量はかりにかけりゃ、やはり札束が重いということですか？」

「出向先さえなくなってもいいのか？」

「もう、あんたがたの世話にはなりませんよ」

　健二は勘かん定じよう書きをひったくるようにしてつかむと、レジに向かった。




「……とは言ったものの」

　健二は会社を辞やめたことを、妻つまや娘むすめに告げられないでいた。

　二人とも未いまだに健二が会社で働いていると信じている。

　だから毎朝、健二は今までと同じ時間に家を出て、こうして時間を潰つぶして夕方、家に帰るのだ。

「いつまで……誤ご魔ま化かしきれるかなあ」

　健二の心は暗かった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「冗じよう談だんが過すぎる！」

　パン・イースト商事本社の三十二階。

　常じよう務むの森もり本もと睦むつ夫おは、新聞を持ってきた秘ひ書しよに怒いかりをぶつけていた。

　まだ五十手前で、社の中でもエリート中のエリートとして知られる森本が、普ふ段だんは決して見せないイライラした様子で部へ屋やの中を歩き回っている。

「何だ、このふざけた要求は！」

　秘書の島しま田だ則のり恵えは、森本の投げ捨すてた新聞を拾い上げた。

「総そう務むに送られてきたメールとほぼ同文ですね」

　則恵は細ほそ面おもての知的な顔を、曇くもらせる。

「送られてきたのも、ほぼ同時じ刻こくのようです」

　森本が毎日必ず目を通すものを始め、三大紙を含ふくむ多くの夕ゆう刊かんの見出しには、




　爆ばく弾だん犯はん、百億をパン・イーストに要求




　という文字が躍おどっていた。

　ＴＶのニュースでも、これを受けて大々的に爆弾犯の要求が報ほう道どうされている。

　パン・イーストの社内は、株主や報道関係、警けい察さつやその他からの問い合わせに本来の仕事がストップしている状じよう態たいだ。

「脅きよう迫はく文ぶんを公表することに、何の意味があるというんだ？」

　森本は唸うなる。

「社にメールが送られてきた時間は、原宿で起きた第二の爆ばく破は事じ件けんの三十分前でした」

　則恵は告げた。

「それが？」

「先ほど連れん絡らくしてきた女刑けい事じさんの話では、お金を用意しようとしても、絶ぜつ対たいに間に合わない時間だったと」

「当たり前だ」

「つまり、最初から原宿の被ひ害がい者しやは殺す心算つもりだったということらしいです」

「我わが社には関係ないだろう」

　森本はそう言ってから、考え直す。

「……いや、我が社へのメールも新聞社へのリークも爆破の前だ。これで、要求された金を出さなかった我が社に対し、世せ論ろんの非ひ難なんは集中するな」

「そうすると、次の脅迫に対しては要求金を払はらわざるを得なくなる。と、刑事さんは言っていました」

「百億だと？　一いつ介かいの民間企き業ぎようが出せる金額ではない」

「そうでしょうか？」

　則恵は首を傾かしげる。

「我が社は対テロ保ほ険けんにも加か入にゆうしていますし、要求の拒きよ否ひによって会社のイメージを悪化させ、株価を下げるよりは……」

「……緊きん急きゆう重役会議を開くべきだな」

　森本はうなずいた。

　と、そこに……。

　携けい帯たいの着メロが鳴った。

　バッハのＧ線上のアリアである。

「君だろう？」

　森本は出るように則恵に促うながした。

　則恵はちょっと困こまった表ひよう情じようになって、携けい帯たいを取る。

「はい？」

「あっ、則恵さん！　あたし！」

　快かい活かつな声が応こたえる。

「例のチケット、取れた？　あたしのと愛めぐ美みの分のアリーナ？」

「ええ。でも、今はちょっと……」

「杏きよう子こだな！」

　森本は秘書の手から携帯をひったくった。

「杏子！　お前、何している！」

「げっ！　パパ！」

　電話の向こうで、森本杏子は顔を強こわばらせた。

「島田君に今度は何をねだった!?」

「ね、ねだったって言い方はないでしょ！　今度のＳ＆Ｓのライブのチケット、頼たのんどいただけじゃない！」

「そんなくだらんことに私の秘書を使うな」

「くだらんって言いますけど、パパの会社がこのライブのスポンサーでしょ？　もう愛美に約束しちゃったんだから！」

「身み内うちに回す余よ計けいなチケットはない」

「ケチッ！」

「だいたい、ろくに家にも帰らず、どこで何をしているんだ！」

「パパには教えない。自分だって毎まい晩ばん遅おそいくせに！」

「私は仕事だ！」

「それより、則恵さん出してよ」

「駄だ目めだ！」

「じゃあ、切る！」

　ブツッ！

「………」

　森本は無言で携帯を則恵に返した。

「許ゆるして上げてください」

　則恵は言った。

「淋さびしいんですよ。お母様が亡なくなって、もう二年ですもの」

「いや……。今はあいつのことどころではない」

　森本は頭を振ふった。

「百億が本当に必要になる場合に備そなえて、銀行とも連れん絡らくを取らねばならんからな」




「あんの、クソ親おや父じぃ！」

　予よ備び校こうの出口のところで、杏子はピンクの携帯に向かって罵ののしった。

「……チケット、駄目だって？」

　愛めぐ美みに尋たずねられると、杏子はニッと笑った。

「その点は大だい丈じよう夫ぶ。則恵が絶ぜつ対たい、あたしのご機き嫌げん取りに用意するから」

　森本杏子と金村愛美は、同じ高校の二年で、同じテニス部。

　もっとも、二人の共通点はそこまでで、あとはかなり対照的だ。

　杏子の方はややキツめの顔立ち。

　長いストレートの髪かみを軽く染そめていて、ウエストが細く、ヒップも上がったモデル体型である。

　愛美の方は、瞳ひとみの大きい、いつもびっくりしているような顔。

　くせのある黒髪をリボンでまとめた、小こ柄がらで、どちらかと言えば幼よう児じ体型の少女だ。

　性せい格かくも、社交的な杏子に対し、愛美の方はおっとりとしている。

　携帯に男友達の名前が二百以上入っている杏子に対し、愛美はカレシいない歴十六年。

　杏子の家は、父と二人暮ぐらしの上流家庭。

　愛美は賃ちん貸たいマンション住まい、親子三人の中流家庭である。

　こんな二人だが、何な故ぜか不ふ思し議ぎとウマが合った。

　学校でもよく話すし、二人で遊びに行くことも多かったのだ。

　今日もこうして、同じ予備校の夏期講こう習しゆうから帰るところである。

　睦夫が杏子のことを遊び回っていると思っているのは、とんだ濡ぬれ衣ぎぬだ。

「則恵さんって、杏子のお父さんの秘ひ書しよでしょ？　嫌きらいなんだ？」

　愛美は、杏子が則恵を呼よび捨すてにしたことを気に留とめた。

「大っ嫌い。あの女、親父とデキてるんだもん」

「ウソ！」

「本当。多分、母さんが生きてた頃ころからよ」

　杏子の細い眉まゆがわずかに上がる。

「あたしを手て懐なずけようと、必死って感じ。バカみたい」

「大変なんだ、杏子のところも」

　愛美の心底同どう情じようした様子が、瞳の大きな顔に出る。

　そんな愛美の正直なところが、杏子は大好きだった。

「ほら、心配しなくていいから」

　杏子は愛美の背せ中なかに回って肩かたを揉もんだ。

「これからＨＭＶ行って、Ｓ＆Ｓの新しいシングル探さがすの付き合ってよ！」

「うん」

　二人は西の空が赤く染まる中、代よ々よ木ぎの駅へと向かった。
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　同時じ刻こく……。

「あん？　何のライブだって？」

　仲なか沢ざわ茂しげるは、思いっきり呆あきれ果てた表情で狩野かのう亜あ子こを見た。

　高こう価かそうな金のアクセを大量につけ、シャツをはだけて歩く茂と、夏休み中でも校こう則そく通りに制せい服ふくを着用した三つ編あみの亜子のカップルは、否いや応おう無なしに通行人の目を引いた。

「だから……Ｓ＆Ｓの夏コン……」

　六ろつ本ぽん木ぎの街の雑ざつ踏とうの真ん中で、亜子は顔を伏ふせ、言い辛づらそうに小声になる。

「馬ば鹿かか、お前は？　なんでそんなガキっぽいのに俺おれが行かなきゃなんないんだよ！」

「だって……。もう、いい！」

　亜子は茂に背を向けて走りだそうとする。

「待てよ！」

　茂は亜子の腕うでをつかんだ。

「……チケット、よこせよ」

「えっ？　じゃあ？」

「いいから！」

　茂は亜子の差し出したチケットをひったくるようにして、自分のポケットにねじ込こんだ。

（こんなもん本気で行くかよ。まあ、これでも金きん券けんショップに持ち込めば、幾いくらかにはなんだろ）

　茂は胸むねの内で亜子を嘲せせら笑わらう。

「今夜は……いいんだろ？」

　茂は人目をはばからず、亜子を抱だき寄よせた。

「だ、駄だ目めだよ！」

　亜子の顔が真まっ赤かになる。

「ねっ、茂。ちゃんとしよう。変なクスリ売るの止めて……」

「余よ計けいなことに口出すんじゃねえよ！」

　突とつ然ぜん、茂の表ひよう情じようが変わった。

「お前に俺の何が分かんだよ！」

「でも、茂の売ったクスリで傷きずつく人がいると思うと……」

「そんなの、そいつら自身の責せき任にんだろーが！」

「い、痛いたいよ」

　腕うでを捻ひねられた亜子が、悲しそうな顔になる。

「お願いだから」

　それが、ますます茂を逆ぎやく上じようさせた。

「黙だまれよっ！」

　さらに強く亜子の腕が捻ひねられる。

　しかし……。

「……何、あれ？」

「痴ち話わ喧げん嘩か？」

　二人の周囲に人が集まってきた。

　これだけ人が集まれば、そのうち警けい官かんもやってくるだろう。

　所持品を検けん査さされ、白い粉の入ったパケットが見つかれば、茂にとっては非ひ常じように拙まずいことになる。

「いいか！」

　茂は亜子を突つき放した。

「俺の生き様ざまに文もん句くがあんなら、俺の目の前から消えろ！　二度と顔見せんじゃねえ！」

　茂は人込みを搔かき分けて、亜子の前から消えた。

　一いち枚まいだけ残ったチケットをしっかりと胸むねに抱だいたまま、亜子はその場に立ち尽つくして泣き続けた。
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「お前、遅ち刻こくしないで来れないのかよ！」

　普ふ段だんは遅刻魔まの一いつ心しんが、リハーサル・スタジオの前で茜あかねを出で迎むかえた。

　先週四回遅刻した自分のことは、完全に棚たな上げである。

「ご、ごめん！」

　茜は一心に腕うでを引ひっ張ぱられ、四階のスタジオを目指す。

「ええと、この時間は……」

　茜は階かい段だんを上りながら手て帳ちようを見た。

「あさってのドーム球場ライブに向けての、バックバンドとの顔合わせ。……バンドの人たち、もう来てる？」

「まだだ！　じゃなかったら、お前、クビだぜ！」

　Ｓ＆Ｓは通常、自分たちの演えん奏そうのみで唄うたう。

　だが、ダンスのパートがある場合に限かぎり、バックにゲストのバンドがつくことがあるのだ。

「……まあ、昨日の落ち込みからは立ち直ったみたいだな」

　乱暴に茜の腕を引っ張りながら、一心はつぶやく。

「えっ？　何？」

「何でもない！　急げよ、遅刻女！」

　一心はスピードを上げた。




「やあ、無事だった？」

　一心がバタンと扉とびらを開けた時、スタジオの隅すみでモバイルをいじっていた士し郎ろうが茜を見て声をかけた。

「えっ？……無事って？」

「原宿の爆ばく弾だん事じ件けんですよ～。先せん輩ぱい、知らなかったんですか？」

　と、宏こう太た。

「……全然」

　玲れいから話を聞かなかったということは、屍し桜ざくら屋や敷しきを出た後のことだろう。

「二十人以上が死し亡ぼう。重じゆう軽けい傷しよう者しや三百人……もっと増ふえるかもな」

　亨とおるがニュースでやっていた話を伝えると、ニヤリと笑った。

「誰だれかさん、お前が巻まき込こまれたんじゃないかって、ずっとスタジオの前でウロウロしてたんだぜ」

「だ、誰の話だ！」

　一心が亨に突つっ掛かかる。

「……語るに落ちたとはこのことだね」

　士郎が肩かたをすくめた。

「だいたい、ゲーム馬ば鹿かにいろいろ言われる筋すじ合あいはねーぞ！」

「ゲームを馬鹿にするな！　頭がサッカーボールのお前じゃ、死んでも理り解かいできないほど奥おくが深い世界なんだからな！」

「休日を脱だつ衣い麻雀マージヤンで潰つぶすことの、どこが奥深いんだよ!?　んなもん、理解するくらいなら、死んだ方がマシだぜ！」

「てめえ、許ゆるさねえ！」

「おうっ！　勝負だ！」
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　二人はスタジオの外に出ていった。

「またですか～」

　宏太がスティックをバッグから取り出しながら、首を振ふる。

「二人とも、大人おとなげないったらありゃしない」

「まあ、毎度のことだけど」

　茜は一心が心配してくれたのが、ちょっと嬉うれしかったりする。

　そこに……。

「おい、シロー！　表でこんなモン拾ったんだが、いるか？」

　扉が開き、大おお柄がらな男がふたつの頭を抱かかえて入ってきた。

　黒いレザーの上下に、長ちよう髪はつと髭ひげにサングラス。

　いかにもミュージシャンといった感じの男が脇わきに抱えているのは、もちろん亨と一心の頭である。

「だ～っ！　放せ～っ！」

　ジタバタと暴あばれる亨と一心。

「そこらへんに捨すてておいてください」

　士郎は笑った。

「おっ、そうか？」

　男が手を放すと、二人はドタリと床ゆかに落ちる。

「お前らとやれて嬉うれしいぜ」

　男は一心たちの頭にグリグリとこぶしを押おしつけた。

「こっちは嬉しくないって！」

　と、亨。

「他のメンバーも、おいおい来くる時間だな」

　男はヒップポケットから煙草たばこを取り出し、マッチを探さがす。

「……シロー、火、持ってないか？」

「僕ぼくは未み成せい年ねんですよ」

「スタジオは禁きん煙えんだろうが！」

　亨は抗こう議ぎする。

「……仕方ない。一時間ほど禁煙するか」

　男は諦あきらめ、スタジオを見み渡わたした。

　啞あ然ぜんとした様子の茜が、その目に映うつる。

「よお、お嬢じようちゃん」

　男は笑いかけた。

「社長が言ってた新しい付き人って君か？」

「は、はい！」

　茜はペコリと頭を下げる。

「女郎花おみなえしです。よろしくお願いします」

「この人はね」

　士郎が男を紹しよう介かいする。

「元クライング・クライストのジョーさん。今回のゲスト」

「え～っ！」

　茜の目が丸くなる。

　クライング・クライストといえば、八十年代から九十年代前半にかけて、全米ヒットチャートにまで載のった人気ロックバンドである。

　茜が小学校の頃ころに解かい散さんしたという話だったが……。

「俺おれ、このオヤジに憧あこがれてギター始めたんだよなあ」

　一心が複ふく雑ざつな顔になる。

「こいつの正体知ってりゃ、絶ぜつ対たいにサッカーやめなかったぜ」

「またまた～」

　ジョーは一心の首を締しめ上げる。

「照れるなよ」

「ぐっ、このヤロ！　放せ！」

「ところで……」

　一心の顔が真っ赤になるのを放っておいて、士郎が尋たずねる。

「サブさんとヨージさんは？」

　サブもヨージも、元クライング・クライストのメンバー。

　かつて、一世を風ふう靡びした幻まぼろしのバンドの復ふつ活かつである。

「もうすぐ来るだろ？　先に始めてようぜ。……って、あれ？」

　ジョーの腕うでの中では、一心が白しろ目めを剝むいていた。
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　白しら髪が混まじりの邑お久く信しん介すけは、新宿の高こう層そうビルの一室で、自分より三十以上年下の青年の前に立っていた。

「見事な出で来きでした」

　影人を名乗る青年は笑え顔がおを邑久に見せた。

「さすがは元東アジア反日武ぶ装そう戦線のメンバー」

「お前が生まれる前、俺たちの敵てきは企き業ぎようと政せい府ふだった」

　邑久は低い声で言った。

「……それが今は子こ供ども殺しだ」

　室内のＴＶは、次々と夕方の爆ばく破は事じ件けんの被ひ害がい者しやの写真を映うつし出している。

　死し亡ぼう者のうち、二人は小学生。

　残りの大半も中学生か高校生だ。

「人生は皮ひ肉にくなものです」

　影人はうなずいた。

「あなたは連続企業テロのメンバーでただ一人、逮たい捕ほを免まぬがれ、地下に潜もぐった。そして未いまだにあの時代の亡ぼう霊れいとして生きている。革かく命めいの夢ゆめは、とっくに破やぶれたというのに」

「俺がお前に渡した爆ばく弾だんは三つ。残りのひとつはどうした？」

　邑久は話題を変えた。

「手元にありますよ。あなたには、その爆弾にさらに手を加えていただきたい」

　影人はクロームシルバーのアタッシェケースを邑久の前に滑すべらせた。

　邑久はその蓋ふたを開けて中を見ると、信じられないといった顔になる。

「こいつを……使うのか？」

「ええ。これで、あなたがたが過か去こになそうとして出で来きなかったこと、日本全土を混こん乱らんに陥おとしいれ、政府を揺ゆるがすことが可か能のうになる」

「確たしかにな」

　邑お久くもうなずくしかない。

「だが、今回は自分で設せつ置ちしたい。自分の作ったものだ、他人任まかせにはしたくない」

「……いいでしょう」

　影人は少し考えてから決けつ断だんした。

「ただし、次のターゲットは警けい備びが厳きびしい。僕ぼくの選んだ人間と組んでやってもらいますよ」

「依い存ぞんはない」

　元テロリスト、邑久信介はアタッシェケースを握にぎった。







　金曜日　午後四時四十分から九時半







「よお！」

　ドラマの収しゆう録ろくを抜けてきた火ひ之の杜もり亨とおるが、ようやく合流した。

「お早ようございま～す」

　茜あかねがステージ上から手を振ふった。

　今日は、ドーム球場での会場リハーサル。

「はい、どうぞ」

　茜はクーラーボックスからコーラの缶かんを出して、亨に差し出す。

「おっ、わりい」

　亨はプルトップを開けて一気に半分ぐらい飲み干ほすと、会場全体を見み渡わたした。

「結局、俺おれ、三番目か……」

　この夏コンで初めて演えん出しゆつを任まかされた士し郎ろうは、大型スピーカーの陰かげでスタッフとの打うち合あわせに余よ念ねんがない。

　宏こう太たも、元クライング・クライストのサブからドラムスの指し導どうを受けている。

　例によって、遅ち刻こく大だい魔ま神じん、大だい地ち一いつ心しんの姿すがただけが見えない。

「……あのアホは？」

　亨は茜に尋たずねる。

「一いつ緒しよじゃないのか？」

「……へへ。このところ、あたし補ほ習しゆうだから」

　茜は頭を搔かいた。

「首輪を外された犬だね、アイツは」

「あんたもヒトのこと、言えないでしょ？」

　マネージャーが亨の胸むねをつつく。

「予定より四十分遅おそいわよ！　大体ねえ……」

「……と、俺のベースはどこかなーっ！」

　亨は逃にげた。

「ったく」

　マネージャーは髪かみを搔き上げると苦く笑しようした。

「……でも、やっぱりいいわね、この雰ふん囲い気き」

　走り回るスタッフの様子を見て、普ふ段だんは厳きびしいサングラスの奥おくの瞳ひとみが、ふと、優やさしい光を帯おびる。

「モノを作ることに参加してるって実感があるでしょ？」

　マネージャーは茜に声をかけた。

「ええ」

　茜の顔がほころぶ。

「なんか、ＴＶの時より、ず～っと」

「あたしなんか、この感覚が捨すて難がたくって、マネージャー続けてるみたいなものだもの」

「明日は、ここに五万人以上の人が集まるんですね」

「そうよ。そして、全員が一体となって、ひとつのステージを作り上げる。ラスト・ソングまでの二時間は、アーティストも、バックも、スタッフも、観客もない、素す晴ばらしい夢ゆめの瞬しゆん間かん。それをみんなが等しく体たい験けんするの」

　茜は、前回と前々回、札幌さつぽろと名な古ご屋やのライブの時には、事じ務む所しよに居い残のこりだった。

　だから、夏コンに携たずさわるのは今回が初めてということになる。

「……なんだか、付き人やってて、よかったな～って感じますね」

「でしょ？」

　二人は顔を見合わせて笑った。

　その時……。

「大地一心、登場ーっ！」

　ギターを持った茶ちや髪ぱつの少年が、真まつ直すぐに茜たちに向かって疾しつ走そうしてきて、ステージに跳とび上がった。

「俺、今日、遅刻じゃないよな？」

「大遅刻じゃ、馬ば鹿かたれ！」

　マネージャーがペシッと一心の額ひたいを叩たたく。

「ほれ！　サクサク準じゆん備びしなさい！　あんた待まちだったんだからね！」

「慌あわてんなって！」

　一心は茜の方を向いてニッと笑いかけると、ギターをケースから取り出した。

「おい、坊ぼう主ず！」

　元クライング・クライストのジョーが、吸すいかけの煙草たばこをギターのヘッドに挟はさんで、声をかけた。

「ウォーミングアップに、いっちょやるか！」

「おっさん、年なんだから途と中ちゆうでダウンすんなよ！」

　一心は素す早ばやくチューニングを終える。

「言ってろ！」

　突とつ然ぜん、ジョーと一心のアドリブ合戦が始まった。

　まずは、ジョーの弾ひくスローテンポの問いかけのフレーズに、一心が応こたえる。

「青いねぇ！」

「るっせーっ！」

　一心がすぐにビートを刻きざむ強いリフで攻せめに出ると、ジョーはジャジーなコードを加えた厚あつみのあるサウンドで返す。

「年ねん季きだよ、年季！」

「年を取ってりゃ偉えらいってんなら、縄じよう文もん杉すぎでも総そう理り大だい臣じんにするんだな！」

「口の減へらねえガキだ！」

　肩かたの力が抜ぬけたジョーのサウンドには、技ぎ巧こう的で、遊びに満みちた華か麗れいさがあった。

　一方、一心のプレイは直線的で、大だい胆たん。

　それでいて、聞く者に優やさしさを感じさせるのだ。

「……凄すごい」

　攻こう守しゆ激はげしく入れ代わりながらの演えん奏そう。

　これには、ほとんど素人しろうとと言ってもいい茜でさえ息を吞のんだ。

（あたし、間ま違ちがってたよ）

　ちょっと唄うたって踊おどれば、高こう額がくのギャラが貰もらえる。

　大変なのは周囲のスタッフであって、チヤホヤされるだけのアイドルの仕事なんて遊びみたいなもの。

　茜の心の隅すみには、今までそういった気持ちが残っていた。

　だが、一見楽そうなアイドル業は、これだけのテクニックに裏うら打うちされていたのだ。

　これほどの腕うでを持つようになるまで、一心はどれだけ練習したのだろう？

「……ちょっとはあいつ、見直した？」

「はい」

　マネージャーに言われ、茜は素す直なおにうなずいた。

「よっと！」

　最後は二人の音がピッタリと重なった。

　これには、仕事の手を止めて聞き入っていたスタッフの間からも拍はく手しゆが生まれる。

「やるじゃん」

「おめえもな」

　一心とジョーは顔を見合わせて笑った。

「……じゃあ、そろそろ始めるよ」

　士郎がキーボードの前についた。

「一いち応おう、通しで何曲かやってみて、問題点を探さがそう」

「ＯＫ！」

「こっちもいいですよ！」

　と、亨と宏太。

　こうして、リハーサルは始まった。
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「……正直に答えてください」

　祐ゆ里りは影人かげとを前にして、真しん剣けんな表ひよう情じようで尋たずねた。

　場所は、ドーム球場に隣りん接せつするホテルの一室。

　窓まどからは赤い夕日が差し込こみ、テーブルや机つくえに並ならべられたモバイルの液えき晶しよう画面を照らしている。

　モバイルの台数は十台近く。

　画面に映うつし出されているのは、ドーム球場の各ゲート部分である。

「私が運んだ、あの二つの袋ふくろは？」

　ベッドに座すわった少女はブラウスの前を合わせる。

　祐里はニュースを見て、爆ばく発はつ物が紙袋に入っていたことを知った。

　自分が爆発現げん場ばに置いてきたものと同じブランドの袋。

　最初は偶ぐう然ぜんと自分を納なつ得とくさせたが、二度の偶然は出で来き過すぎだ。

　心の中に生まれた疑ぎ念ねんは次し第だいに大きくなり、とうとう、影人に直ちよく接せつ問いただすしかないという結けつ論ろんに達したのだ。

「君が考えている通りのものだ」

　影人はあっさりと言った。

「時じ限げん装そう置ちつきのプラスチック爆弾。鋼こう鉄てつの防ぼう火か扉とびらさえ、吹ふき飛ばす威い力りよくがある」

「どうして！」

　騙だまされ、裏切られたことに対する絶ぜつ望ぼう。

　祐里の目から涙なみだが溢あふれる。

「たくさんの人が死んだわ！　小学生まで！」

「ついてなかったのさ」

　影人は笑った。

「もっとも、君もついてなかったな」

「……！」

「僕ぼくを責せめるのもいいが、君が実行犯はんだということは忘わすれない方がいい」

　祐里は愕がく然ぜんとした表情になる。

「たくさんの人が死んだ？　君が殺したんだよ」

　影人は祐里の隣となりに座すわり、肩かたを抱だいた。

「このことを誰だれかに話せば、困こまるのは君だ。……いや、君の両親かな？」

「ひどい！　影人さん、あなたは最初から……」

「どうだろう？　本当に君が好きなのかも知れないよ」

　影人は、なおも抗こう議ぎしようとする祐里の唇くちびるをふさぐ。

「もう一回。君に仕事を頼たのむのは、それが最後だ。あとは君の自由。僕のそばにいてもいいし、別れたいのなら二度と君の前には現あらわれない」

「いや！」

　祐里は影人の腕を振ふり解ほどこうとする。

「こんなこと、もう絶対に手伝わない！」

「それもいい」

　影人は唇を祐里の首くび筋すじに這はわせながら、数すう枚まいの写真を彼女の手に握にぎらせた。

「これを……ネットに流されてもかまわないのなら」

　その写真を見た祐里の顔が、さっと蒼あお褪ざめる。

「あと一回。いいね？」

　影人は少女の耳にささやき、口元に笑えみを浮うかべた。
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「はい、これ」

　仕事帰りに日比谷公園の噴ふん水すい前で待ち合わせをした島しま田だ則のり恵えは、明日のチケットが入った封ふう筒とうを杏きよう子こに手て渡わたした。

「やったーっ！　サンキュー、則恵さん！」

　杏子はチケットを握にぎると、飛び跳はねてみせる。

　胸むねの内では、舌したを出しながらではあるが。

「常じよう務むには秘ひ密みつですよ」

　則恵は念を押おした。

　杏子の父の睦むつ夫おは、秘書である則恵に、絶ぜつ対たいにチケットを渡してはいけないと釘くぎを刺さしていたのだ。

　今日、こうして杏子に会っているのは、その命令に反してのことである。

「分かってるって！」

「あの……」

　則恵は気き遣づかいながら言う。

「常務を責せめないでくださいね。常務は今、重大な問題を抱かかえていらっしゃって」

「そんなこと関係ないわよ！」

　それまで取り繕つくろっていた杏子の口調が、思わず激はげしいものになった。

「それに、これは家の問題！　あんたが口を挟はさむことじゃないでしょ！」

「ご、ごめんなさい」

　十歳さい近く年上の則恵が、頭を下げた。

「杏子……」

　一いつ緒しよに来ていた愛めぐ美みがそっと声をかける。

「悪いよ、チケット取ってもらったのに」

「……ともかく」

　杏子は父の秘書から顔を背そむけた。

「則恵さんはあたしの家族じゃないんだから。母親面づらしないで」

「ごめんなさい」

「……愛美、行こ」

　杏子は立ち尽つくす則恵を噴水前に残し、愛美の手を引いて公園の出口に向かった。

　その時。

（……えっ？）

　グイグイと腕うでを引ひっ張ぱられる愛美の視し界かいの片かた隅すみに、よく見知った中年男の姿すがたが映うつった。

（あれ、父さん？）

　そのしょぼくれた後ろ姿は、父の金かね村むら健けん二じのものとそっくりだった。

「どうしたの？」

　と、杏子。

「……ううん。何でも」

（父さん、ここのところとっても忙いそがしいって言ってたし、ここ、会社から遠いもん。人ひと違ちがいだよね）

　愛美は自分に言い聞かせた。

「父さんに似にた人がいたから」

「何よ、あんたファザコン？」

「ち、違ちがうったら！」

「……そう言えば、愛美の父さん、うちと同じ会社なんだよね？」

　杏子は前にそう聞いたことを思い出した。

「うちは万年係長だけどね」

　愛美は、杏子の父が自分の父よりずっと上の存そん在ざいであることを思い出し、小さな息をつく。

「別に変わらないよ。こっちだって、仕事仕事って、娘むすめのことは放ほったらかし」

　杏子は肩かたをすくめた。

「……ねえ、カラオケ行こうか？　ストレス解かい消しように？」

「え～、あたし、音おん痴ちなのに」

「知ってる。だから面おも白しろいんじゃん」

「ひっど～い！」

　二人は笑いながら地下鉄の駅へ向かった。




「ふう～」

　金村健二は空いているベンチを探さがすと、ようやく腰こしを下ろした。

（一日中、目的もなく歩くのもなあ……）

　今日こそは職しよく安あんに向かおうと決心していたのだが、いざその前に立つと足がすくんで入ることが出来なかった。

「明日こそ……娘たちに言おう」

　拾った新聞を広げながら、健二はいつもの決心を繰くり返した。
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「こいつ、プラチナチケットだったのかよ！」

　金きん券けんショップを出た仲なか沢ざわ茂しげるは、新しく手にした万まん札さつをピンと指で弾はじいた。

「だったら、アイツの分も取り上げとくんだったな」

　うそぶいた茂の脳のう裏りに、チラリと別わかれ際ぎわの亜あ子この涙なみだが浮うかんだが、頭を振ふってすぐにその記き憶おくをかき消した。

　出会ってから一年。

　あれから二人の関係はずいぶん変わった。

　いや、変わったのは茂自身だ。

　メジャーデビューを目指していたバンドの解散。

　学校もやめた。

　センター街がいをうろつき、カツアゲや憂うさ晴らしの喧けん嘩かに明け暮くれる毎日。

　白い粉こなの売ばい人にんになるまで、そう時間はかからなかった。

　もっとも、茂は自分ではクスリをやらない。

　悲ひ惨さんな結果が待っていることを、よく知っているからだ。

　だが、無知な少女たちが自分に誘ゆう惑わくされ、クスリに手を染そめて堕おちてゆくのを見るのは快かい感かんだった。

（みんな、くたばりやがれ）

　黒い情じよう念ねんが茂の心を支し配はいしていた。

　それでも……。

　亜子は茂を見み捨すてなかった。

　いつかは茂を昔の茂に戻もどせると信じていたのだ。

「……うっとうしい女」

　茂は舌した打うちすると、ベルトに隠かくした白い粉のパケットを売り捌さばくため、センター街へと向かった。
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「本当にここなの？」

　午後九時半の、赤坂見み附つけにあるホテルのラウンジ・バー。

　玲れいの腕うでを取ってカウンターについたニコルは、薄うす暗ぐらい周囲を見み渡わたして唇くちびるを尖とがらせた。

「未成年をこんな場所に呼よび出すなんて、常じよう識しきのない人間」

　謎なぞの人物からラショーモンを通じ、玲に連れん絡らくが入ったのは今日の午後のこと。

　警けい察さつ関係者を名乗るその人物は、爆ばく弾だん犯はんについて、直ちよく接せつ情じよう報ほうを渡したいと言ってきたのだ。

　もちろん、胡う散さん臭くさい話だとニコルは忠ちゆう告こくした。

　だが、玲は大だい丈じよう夫ぶだと笑い、外出の準じゆん備びを始めたのだ。

　そうなると、ニコルも黙だまって家に残る訳わけがない。

　不平を漏もらしながらも、かなりのドレスアップをしてニコルは玲に付き添そってきたのである。

「何、あの子……」

「ガキどもが」

「男の子の方は、結けつ構こうイケてるけど……」

　他の客がささやく声が、嫌いやでも耳に入る。

「どうせあの連中、不ふ倫りんカップルとか、そのあたりのくせに」

　レザーパンツとキャミソールでちょっと背せ伸のびしたニコルは、ふんと鼻を鳴らした。

「どこでそんな言葉、覚えたんだい」

　玲は苦く笑しようする。

「いいでしょ、どこでも。それより、私たちを呼びだしたヤツ、まだ来ていないの？」

　実じつ際さい、相手が接せつ触しよくを求めたのは玲だけなのだが、ニコルは私たち、という言葉を使った。

「目印は、赤い薔ば薇らだそうだ」

「それで、レイはホワイト・ローズなのね」

「ああ」

　玲は黒いジャケットの左胸むねに差した花を見る。

「……ちょっと、恥はずかしいな」

「そんなことない。レイ、ステキだよ」

　ニコルはそう言ってから、真まっ赤かになった顔を伏ふせた。

　その時……。

「そうそう、なかなかのコーディネートっスよ」

　突とつ然ぜん、二十代後半に見える女が玲の隣となりの椅い子すに座すわると、二人に話しかけてきた。

　細い身体からだにピッタリしたＴシャツには、赤い薔薇のプリントがある。

　髪はボサボサで、徹てつ夜や明あけのような眠ねむそうな目をしているが、不美人ではない。

　きちんとメイクをすれば、かなり魅み力りよく的になるタイプだ。

「本当に来るとはね」

　情報提てい供きよう者しやが女じよ性せいだとは、さすがに玲も想そう像ぞうしていなかった。

「それはまあ、お互たがい様ってところで」

　がさつそうなその女は、カウンターを叩たたいてバーテンを呼よぶ。

「なんか飲む、ネット上の都と市し伝でん説せつ、巽たつみ玲さん？　気ぃ使わなくていいっスよ、ど～せ税ぜい金きんだし」

「自分で払はらいますよ」

　背せ中なかでニコルが物もの凄すごい目でにらんでいるのを感じ、玲は頭を振る。

「僕ぼくはエスプレッソ。妹には……気分の落ち着くカモミール・ティーを」

「アルコール、やんないんスか？　平気っスよ、ここじゃパクらないし」

「頭をハッキリさせておきたいからね」

「つまんない子」

　女はテキーラを注文する。

「ところで、なぜ事じ件けん発生当初から警察内部の情報をこちらに？」
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　玲は切り出した。

「あれれ？　バレバレだったっスか、わざとリークしたの？」

「僕の友人は非ひ常じように優ゆう秀しゆうなハッカーですから、罠わなの類たぐいには敏びん感かんなんですよ」

「罠もなにも、こっちだって国こく防ぼう総そう省しようの職しよく員いんをど～こ～する気はないっスけど」

「……なるほど」

　ラショーモンの正体については、玲も詳くわしいことは知らない。

　それを、この女はハッキリと米国国防総省ペンタゴンの人間だと言った。

　もし、これが真実なら、玲にとってはこの女、なみなみならぬ交こう渉しよう相手ということになる。

「あなたの目的は何です？」

　玲は尋たずねた。

「正直……」

　女は頭を搔かいた。

「警けい視し庁ちようのやり方じゃ埒らちが明かないから……ってとこ」

　バーテンがテキーラのグラスを女の前に置く。

「利用できるんなら、何でも利用しようって感じっスね」

「僕とあなたたち警察では、やり方が違ちがう」

「知ってるっスよ、あんたお得意の非合法的な解かい決けつ法」

　グラスに口をつけてから、女は指を折って数え上げる。

「自殺、事じ故こ死し、ノイローゼになって自じ首しゆ、それに発はつ狂きよう。あんたに目を付けられるのは御ご免めん被こうむりたいっスね」

「情じよう報ほう提供の見返りに、アナタは何を期待しているの？」

　ニコルが口を挟はさんだ。

「つまりはこういうこと」

　女は肩かたをすくめてみせる。

「あたしは、あんたたちから目を離はなさない。あんたたちがホシを追い詰つめるのを、黙だまって見てる。で、最後の最後に、トンビがアブラゲさらうように、オイシイ手て柄がらだけいただこうって寸すん法ぽう」

「そううまくいきますか？」

　と、玲。

「そこは賭かけっしょ？……一口のるっスか、この賭け？」

「さあ？」

「食えないガキ」

　女はエスプレッソのデミタス・カップの前に分ぶ厚あついファイルを置いた。

「ハッキングの手間、省かせてあげるっスよ。二度の爆ばく発はつに使われた爆薬、時じ限げん装そう置ちの種類、考え得うる入手ルート。それと、装置の設せつ計けい段だん階かいの癖くせから割わり出した容よう疑ぎ者しやのリスト」

「なるほど、探さがしても見つからなかった情報はみんな、この女が押おさえていたのね」

　ニコルは腕うでを組んで女をにらむ。

「あったり～。他に欲ほしいもの、あるっスか？」

「脅きよう迫はく文ぶんが送られた企き業ぎようがありましたね」

「ああ、パン・イーストっスね」

　うなずく女。

「そちらの関係の詳しよう細さいな資し料りようを。できれば、向こうの関係者とも直接会いたい」

「骨ほね折おってみるっスよ」

　女はグッとテキーラのグラスを乾ほすと、立ち上がった。

「……犯はん人にん、次はいつ動くと思うっスか？」

「一両日中には」

「キビしい予想っスね」

「常つねに最悪の状じよう況きようを想定して行動する。原げん則そくでしょう？」

「合コンで、運命の出会いは期待するなってことっスね？　……ちょっと違うか」

「全然違うわ」

　ニコルが頭を振ふった。

「……ところで、合コンって？」







　当日　開演前







「ただ今、お客様の安全確かく保ほのため、手荷物検けん査さを行なっております。スムーズな検査のため、あらかじめ……」

　入場前でテンションが上がっている少女たちに向かい、メガホンで警けい備び員いんが注意を促うながす。

　ここはドーム球場。

　Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリー、夏ツアーのターニングポイントとなるライブの開かい演えん一時間前である。

　地下鉄とＪＲ、両方の駅からの人の流れは、ラッシュ時以上だ。

「はい、押おさないで、ゆっくり進すすんでください」

　ゲートが開き、列を作っていた子たちがようやく球場内に入り始めた。

　先頭近くは徹てつ夜や組。

　中には、三日前から並ならんでいる子もいる。

　小学校高学年から高校生の女の子を中心に、ほぼ九割わりが女じよ性せい。

　時おり、彼女に強ごう引いんに連れてこられた男の子や、娘むすめが心配で付き添そってきた父親や兄が、とんでもないところに来てしまったと後こう悔かいの表情で混まじっている。

　そして……。

「追加のパンフで～す」

　女の子の列の横を擦すり抜ぬけるようにして、段だんボール箱を担かついだ作業着姿すがたの男がゲートをくぐり、入場係に声をかけた。

　変へん装そうした邑お久く信しん介すけである。

「そっ？　今のところ足りてるから、あっちの隅すみの方に置いといて」

　忙いそがしい入場係は、邑久にアゴで合図する。

「はい」

　邑久は指し示じされた場所から、少し離はなれた階段の陰かげに段ボール箱を置くと、そのまま地下に向かった。

　そして……。

　その五分後。

　チケットの半はん券けんを握にぎった尾お関ぜき祐ゆ里りが、階段のところにやってきた。

　影人かげとに言われたように、段ボール箱を開き、カンバス地の大きなバッグを取り出す。

　前の紙かみ袋ぶくろよりもかなり重い。

　十キロ以上はありそうだ。

（これを持って……席に座すわる）

　祐里は半券を見た。

　アリーナの前から三列目。

　かなりいい席である。

（後は……誰だれかが接せつ触しよくしてくるのを待つ）

　祐里は心の中で影人の指示を繰くり返し、椅い子すに座った。
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　同じ頃ころ……。

「あっ……、来てくれたんだ」

　バイクから下りる仲なか沢ざわ茂しげるの姿を見て、狩野かのう亜あ子この表ひよう情じようはパッと明るくなった。

　今日の亜子は涼すずしいワンピース姿。

　もう十五分も前から、パーキングエリア前で茂を待っていたのだ。

「時間ピッタリだね」

　このところ、茂はほとんど会ってくれなくなったし、携けい帯たいにかけても大たい抵ていは無む視しされていた。

　それが自分の方から連絡を入れてきて、約束の時間通りに現あらわれたことが、今の亜子には嬉うれしかった。

「ったりめえだろ」

　茂はさっそく手を出した。

「ほら、チケット寄よ越こせよ」

「……えっ？」

「いいから！」

「……一いつ緒しよに、入るんだよね？　一緒に、Ｓ＆Ｓ、見てくれるんだよね？」

　亜子の頭を不安が過よぎる。

「バカ言ってんじゃねえよ！」

　茂は吐はき捨すてるように言った。

「プラチナチケットじゃん、ダフ屋に売んだよ！」

「駄だ目めだよ！　せっかく……」

　亜子は頭を振ふる。

「こんなガキ臭くせえの、聞けっかよ！」

「だって、Ｓ＆Ｓは！」

「興きよう味みねえよ、アイドルなんて」

「……だけど」

「お前さ、うっとうしいぜ」

　茂はグイと顔を近づけて、声を低くする。

「お前なんか、俺おれにとっちゃたくさんいる女のひとりなんだ。つけあがんな」

　亜子の目から涙なみだが溢あふれた。

「本気で……言ってるのね？」

「だから、チケット出せってんだよ！」

　茂は亜子のバッグを奪うばおうとする。

「……もういい！」

　うつむいていた亜子は突とつ然ぜん、顔を上げると、茂の腕うでを振ふり払はらった。

「これが限げん界かい……。さよなら。もうあなたなんか、知らないから！」

「ああ、せいせいするぜ。好きにしろよ」

「茂なんか……死んじゃうといい」

「おい、チケット置いてけよ！」

　球場に向かって走ってゆく亜子の後ろ姿すがたに怒ど鳴なると、茂は舌した打うちした。
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　同時じ刻こく……。

「もう！　遅ち刻こく遅刻！」

　森もり本もと杏きよう子こは、十八分遅おくれて駅に現あらわれた愛めぐ美みを急せかした。

「本当にごめん！」

　入場列の最さい後こう尾びに向かって、早足で移い動どうしながら謝あやまる愛美。

　しかし……。

「えっ？」

　と、急に愛美は足を止めた。

「ごめん、ちょっと待って」

「えっ？」

　三メートルほど先行していた杏子が振り返る。

「ち、ちょっと!?」

　愛美は杏子が止める間もなく、全然別の方向に駆かけ出していた。

　その先にあるのは、球場のチケット売うり場ばに近いベンチ。

　そこに、昨日、愛美が見かけたのと同じ人物が、缶かんコーヒーを手にして、ぼ～っと惚ほうけたように座すわっていたのだ。

「お父さん！」

　愛美はベンチの男の前に立った。

「……あ」

　ベンチの男、金かね村むら健けん二じは一いつ瞬しゆん反はん応のうできなかった。

「あ、愛美？」

「……こんなところで何してるの？」

「何してるのって」

　娘むすめに詰きつ問もんされ、健二はたじろぐ。

「お、お父さんは……仕事の途と中ちゆうだよ」

「噓うそ！　昨日も公園にいたじゃない！　ずっと忙いそがしいって言っていたくせに！」

「いや、それは……」

「私のこと、監かん視ししてるの!?　変な連中と付き合っていないかとか？　ひどいよ！」

「違ちがうんだ。誤ご解かいだよ」

「噓つかないでよ！」

　普ふ段だんは温おん厚こうな愛美が、完全に怒おこっていた。

　気の強い杏子が引いてしまうくらい、その表ひよう情じようは険けわしい。

「だから、本当に偶ぐう然ぜんなんだ」

　うなだれる健二の反はん論ろんは弱々しい。

「じゃあ、どうして公園とか、こんなところをウロウロしているのよ!?」

「………」

「説明できないの？　まさか？」

　愛美の頭の中で、浮うわ気きという最悪の二文字が躍おどった。

「……愛美、やめなよ」

　見かねた杏子が、宥なだめに入る。

　いつもとはまったく逆ぎやくのパターンだ。

　だが……。

「私は」

　ベンチに座ったままの健二はギュッとこぶしを握にぎり締しめると、とうとう告げるべきことを告げた。

「失業したんだよ」

「……えっ？」

　今度は愛美の方が反はん応のうできなかった。

「会社、辞やめたんだ」

「どうして？」

　やっとのことで愛美は言った。

「いろいろと思うところがあってね」

「いつ？」

「もう二週間になるよ」

「……じゃあ、それから？」

　怒いかりか悲しみか、愛美の声は震ふるえている。

「ずっと私と母さんを？」

「騙だます気はなかった。ただ、言い出し難にくくってな」

「ひどい」

「今夜、言おうと思ってたんだ。……でなかったら、明日」

「……絶ぜつ対たいに、絶対に許ゆるさないんだから！」

　愛美は杏子の手を取った。

「行こう！」

「今日はやめた方がいいんじゃない？」

　気を遣つかう杏子。

「行くの！」

　愛美は聞く耳を持たない。

「せっかくのＳ＆Ｓだもん！　それに、今夜は家に帰る心算つもりないから！」

「こら！　愛美ったら！」

　ズンズンと大おお股またで球場に向かう愛美。

「待ちなさいよ！」

　杏子としては、追うしかなかい。

　そして……。

「……愛美」

　健二はポツンとベンチに残された。
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「おい、誰だれだよ！」

　控ひかえ室のテーブルに並ならんだコンビニの食料品を見て、亨とおるが非ひ難なんの声を上げた。

「蜂はち蜜みつレモン味なんてポテチ、三袋ふくろも買ってきた馬ば鹿かは！」

「僕ぼくで～す！」

　宏こう太たが手を上げる。

「なんか、珍めずらしかったから」

「じゃあ、お前、なにか？　珍しきゃ何でも買ってくるんだな！　青あお汁じる生肉ブレンドや、工場廃はい水すい入り天然水や、アニサキスの佃煮つくだにや、アメリカシロヒトリの幼よう虫ちゆうとベニテングタケのもんじゃ焼きも、あったら買ってくるんだな!?」

　亨は宏太にスリーパーホールドをかけた。

「ぐぐっ！　ごめんなさい、買いませ～ん！」

「しかし、開かい演えん一時間前の貴き重ちような憩いこいのひとときに、コンビニ食とはねえ」

　と、静かにティーカップを傾かたむける士し郎ろう。

　士郎だけはちゃっかりと、自分の分の紅こう茶ちやとスコーンを準じゆん備びしていたのだ。

「仕方ないでしょ！　うちのプロダクションはビンボーなんだから！　カップ麵めんとスナック菓が子しが出るだけでも、有り難がたいと思いなさい！」

　マネージャーの開き直りとも取れる発言。

「ううっ！」

　その隣となりで社長が身を捩よじる。

「あんましビンボーって言わないでったら！　もうっ、イケズなマネージャー！」

　今日はオレンジのラメのジャケットに、ショッキング・ピンクのパンツ。

　直ちよく視しすると目を悪くしそうだ。

（……その衣い裳しように使う金きん額がくのほんの一部でも、こっちの給料に回して欲ほしいわよ）

　月給百円の茜あかねは、心底願った。

「……ところで、イッシン先せん輩ぱい、どこ行ったんです？」

　亨に首を絞しめられながら、宏太があたりを見み渡わたす。

「二ふ美み花かちゃんのお迎むかえ」

　ブスッとした表ひよう情じようで茜が答える。

「そうか、今日、二美花が見に来るって言ってたな」

　亨が思い出した。

　人気アイドルの彩あや乃の二美花は、Ｓ＆Ｓの友人で熱心なファン。

　だが、この夏はスケジュールが嚙かみ合わず、ライブ会場に足を運ぶのはこれが最初である。

「それで、関係者出で入いり口ぐちまでお出迎えかい？」

　士郎がカップにお茶を注ぐ。

「あいつも結けつ構こう、忠ま実めじゃないか？」

「ていうか、二美花はあいつの操そう縦じゆう法ほうを知ってるからな。アカネも習ったら？」

　亨が茜に話を振ふった。

「別に」

　冷れい淡たんな答え。

「あたし、大地くんだけの付き人じゃありませんから」

　これを聞いて噴ふき出しそうになる士郎。

　そこに……。

「お～い、ついでにこんな連中も捕つかまえてきたぜ！」

　一いつ心しんが二美花とともに、控え室に戻もどってきた。

　その後ろには、花束を持った夏なつ紀きと美み紗さの姿すがたもある。

「ほれ、遠えん慮りよするなって！」

　一心はクラスメートたちに声をかける。

「悪いわよ、開演まであと一時間しかないし、忙いそがしいんでしょ？」

　と、夏紀。

「大だい丈じよう夫ぶ。この連中、ドタバタ始めるのは十五分前からだから」

　内情をよく知る二美花の言葉。

「でも、いいんですか？　わたしたち一いつ般ぱん人じんが楽屋まで？」

　遠慮がちに美紗が尋たずねる。

「別にいいだろ？　クラスメートなんだし」

　一心はうなずくと、茜に向かって言った。

「こいつらがウロウロしてるとこ見つけたの、二美花なんだぜ」

「二人とも、前の一いつ件けんで顔を覚えてたからね」

　ＴＶ局で夏紀がボウガンで撃うたれた時には、二美花も何かと手伝ったのである。

「……ところで、ニコルちゃんと玲れいさんは来てないの？」

　二美花は、控ひかえ室内を見渡した。

「まあな。玲はどうせ忙しいだろうし、あの小こ生なま意い気きな金きん髪ぱつガキんちょは、こっちからお断ことわりだ」

「……連れん絡らく、しなかったのね？」

　二美花が咎とがめるような目付きになる。

「……実は、忘わすれてた」

　一心は認みとめた。

「この薄はく情じよう者もの。だからニコルちゃんに嫌きらわれるのよ」

「前からイッシン、そう言うとこあるよね」

　夏紀と二美花の二重攻こう撃げきである。

「さすがのイッシンも、ダブルでこられると対たい抗こうできないか？」

　士郎は女の子の数だけカップを取り出して、ティーポットに新しい茶葉を入れた。

「笑うなよ、シロー」

　むくれた表情の一心を尻しり目めに、士郎は二美花たちに紅こう茶ちやを差し出す。

　控え室の雰ふん囲い気きは、一気にお茶会である。

「……ところで、二人とも席は？」

　マネージャーが夏紀たちに尋ねた。

「私たちは、Ｂ席ですけど」

　答える美紗と夏紀。

「そう？　二美花ちゃんのそばの席に替かえてあげようか？」

「え？」

「そんな、悪わるいです」

「いいのよ」

　笑うマネージャーの口元が一いつ瞬しゆん、引きつる。

「人が用意した席を、キャンセルしやがったドアホの分だから」

「……男だよな」

　一心が士郎にささやく。

「また逃にげら……」

「しっ！」

　士郎は、これ以上この話題に触ふれる危き険けん性せいを知っていた。

「それじゃあ、お言葉に甘あまえて」

　こうして、夏紀たちはアリーナに移うつることになった。

　それから少しして……。

「あっ、そうそう。見て」

　美紗が、紙かみ袋ぶくろから手て縫ぬいの小さなぬいぐるみを取り出した。

「わたし、人形作ってきたんだ！」

「へえ、美紗ちゃん、器用なんだ。……うっ！」

　二美花の顔が凍こおりついた。

「これがイッシンくん、コータくん。これがシローさんで、トオルさん」

（に、似にてない！）

　似てないどころか、凶きよう悪あくパンク・ゴブリン四兄弟である。

「あと、鉢はち巻まきとウチワとハッピ、自分で作ってきたんだけど……」

　美紗はさらに、紙袋から凄すさまじいデザインのグッズを取り出して、みんなの顔を見る。

　サイケデリックでアバンギャルドで、キュービズムなポストモダン。

　ある意味、芸げい術じゆつ的てきな作さく品ひん群ぐんだ。

「二人分あるんだけど？」

（美紗さんには悪いけど、絶ぜっっっっ対たいに着たくない！）

　怯おびえる二美花。

（こういうキャラだったか～）

　茜も、美紗に対する認にん識しきを新たにした。

（まずい、これはまずい！）

　美紗と視し線せんを合わせないようにする二人。

　すると……。

「夏紀さん、着る？」

　矛ほこ先さきは夏紀に向いた。

「うん。……じゃあ、一いつ緒しよに」

　夏紀は、ほんのわずかしかためらわずにハッピに袖そでを通す。

「似合うかな」

「うん！　似合う似合う！」

　拍はく手しゆする美紗。

（夏紀さん……大人おとなだ）

　二美花だけでなく、ここに居い合わせた全員が胸むねの内で拍手を送った。
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「レイ、日が陰かげってきたよ」

　屍し桜ざくら屋や敷しきのカーテンの隙すき間まから外を見ていたニコルが告げた。

「そうかい？」

　サイフォンで点たてたブルーマウンテンのカップをテーブルに置いて、玲は義ぎ理りの妹に視し線せんを向けた。

　可哀かわい相そうなことをしている。

　玲は時おり、甲か斐い甲が斐いしく自分の世話をするニコルの姿すがたを見てそう思う。

　本来なら、学校で友達を作り、遊び回っていてもいい年とし頃ごろである。

　日本語も堪たん能のうになったし、頭もいい。

　見かけも、ちょっと冷たい印象はあるが、そう悪くはない。

（学校に行っていれば、結けつ構こう人気者になっているはずなんだが）

　それが、自分のそばにいるために、日中はほとんど外に出ることはないのだ。

「……ニコル」

　玲は声をかける。

「一心とは仲良くやっているかい？」

　もし、一心とニコルがうまくやれるのなら、一心に時々、ニコルを任まかせることが出で来きる。

　どこかに遊びに連れていってやることも可か能のうだ。

　そう玲は考えたのだ。

　だが……。

「えっ、あのバカと？」

　思わずそう言ってしまってから、ニコルは玲の悲しそうな瞳ひとみに気がつき、何度も大きくうなずいた。

「も、もちろん！　本当の兄弟より仲がいいくらいよ！」

　玲は苦く笑しようするしかない。

「あまり、嫌きらわないでやって欲ほしいな。根はいい奴やつなんだ」

（根は良くても、葉っぱと茎くきと花が全部腐くさってるのよ！）

　ニコルはそう突つっ込こみたくなるのをグッと我が慢まんする。

「……努力する」

　少女はそれだけ言うと、カーテンを閉しめた。

　その時。

　ニコルの携けい帯たいにメールが届いた。

　携帯は玲と離はなれた時に連れん絡らくに使うだけだから、ニコルにとっては非ひ常じように珍めずらしいことだ。

「悪戯いたずらかしら？」

　送られてきたメールを見て、ニコルは眉まゆをひそめる。

「見せてくれるかい」

　玲は携帯を受け取った。




　巨きよ大だいな天てん蓋がいの中に

　審しん問もん者しやの美しき御み使つかいの手を経へて

　冥めい府ふの王の裁さばきが下くだる

　今夜がその嘆なげきの時

　審問者の対たい抗こう者も

　肉親と友人を含ふくむ

　大量死を止められない




　それが、メールの全文だった。

「……インクウィジター」

　玲はつぶやいた。

「えっ？」

　ニコルは聞き返した。

　連続猟りよう奇き殺人者、インクウィジター。

　新宿で玲たちの前から消えて以来、消息不明の犯はん罪ざい者だ。

「これは、彼からのメッセージだ」

「難むずかしい漢字が多くて、よく分からないよ」

「この審問者というのは、インクウィジター自身のこと。その対抗者とは、おそらく僕ぼくのことだろう。美しき御み使つかいは、これも推すい測そくだが、インクウィジターの女じよ性せいの共きよう犯はん者しや。天てん蓋がいは密みつ閉ぺいされた空間」

　玲の頭ず脳のうが素す早ばやく回転する。

「Ｓ＆Ｓのライブが行なわれる、ドーム球場か……」

　肉親と友人を含む大量死は、ドーム球場での殺さつ戮りくを意味するのだろう。

「じゃあ、冥めい府ふの王の裁さばきって？」

「それは単に死の言い換かえ……、いや」

　そう説明しかけて、玲は考えを改めた。

「冥府の王は、ローマ神話ではプルートー……。そうか！」

　玲は昨日接せつ触しよくしてきた女性警けい官かんの番号に電話をかける。

「これなら前の二つの事じ件けんの爆ばく弾だんどころじゃない！　数万の人間を死に至いたらしめることが可能だ！」

「送信者をチェックするね」

　おそらく無む駄だな作業になるとは思いつつも、ニコルは携帯とパソコンを接続した。

「……はいよ～」

　呼よび出し音が五回続いた後、受話器の向こうでだらけた声。

「何っスか？」

「僕だ」

「ふああああ、玲の坊ぼうやぁ。……おはよっス」

　欠伸あくび混まじりの女。

　どうやら、寝ねていたようだ。

「落ち着いて聞いて欲ほしい。インクウィジターが接触してきた。僕にまた挑ちよう戦せんする気らしい」

「ちょいと待ってよ～。……連続爆弾犯は、もしかして？」

「おそらく。狙ねらいはドーム球場」

「……何で、あたしに教えるんっスか？　今までのあんたのやり方と、違ちがうじゃないっスか？」

　女はちょっと怪あやしむ。

「まさか、警察を惑まどわそうっていうミスリーディング？」

「違ちがう。これには数万の命がかかっているんだ」

「そっちこそ、冷静になった方がいいっスよ～。ヤツが今まで使っていた爆薬じゃ、あのドームを吹ふき飛ばせないっしょ？」

「完全に破は壊かいする必要はない。彼は中にいる人間のほとんどに死を与あたえることが出来るんだ。それも非常に惨むごたらしい死をね」

　玲は告げた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　再ふたたび、ドーム球場の控ひかえ室。

　女の子が一気に増ふえて、控え室は華はなやかになっていた。

　みんな、開かい演えん寸すん前ぜんとは思えぬ、リラックスした様子だ。

　もっとも……。

「うう、あと二十五分……」

　さっきから十秒ごとに、茜は時と計けいをにらんでいた。

「あと二十四分五十秒……」

　まるで人間ストップウォッチである。

「ほら、自分がステージに立つ訳わけじゃないんだから」

　次し第だいに顔が引きつってくる茜の脇わきを、マネージャーが肘ひじで小こ突づいた。

「わ、分かってはいるんですけど～」

　茜は自分の両頰ほほをパチパチと平手で叩たたく。

「あ～っ、あと二十四分！　ど～しよ！」

　そんな時。

「お前、何これ？」

　一心が茜の後ろに回って、カバンの下に置いていた雑ざつ誌しをさっと抜ぬき取った。

「あっ！　返しなさいよ！」

「へ～、こんなの読んでんだ。なになに……」

　一心は雑誌をパラパラとめくる。

「この夏こそ、彼のハートをゲット！　セクシー・ボディーのための一週間ダイエット」

　読み上げた一心は、茜の顔と記事を見み比くらべる。

「か、返してったら！」

「失敗しないファースト・キス。　親に内ない緒しよ、彼との二泊はく三日、完全計画ぅ？」

　一心は雑誌を丸めて、ポコンと茜の頭を叩たたいた。

「夢ゆめ見てんじゃねえよ！　お前には一生縁えんのない記事ばっかじゃん」

「い、一生ですって～！」

「無理！　ぜって～無理！」

　一心は顔の前で手をヒラヒラと振る。

「この夏こそ、彼のハートをゲット？　俺おれ、駄だ目めな方に一万賭かけてもいいぜ」

「大きく出たな。じゃあ、俺も出来ない方に五千円」

　亨が話に乗ってきた。

「ち、ちょっと待ってよ、トオルさん！」

「僕ぼく、二千円！　もちろん、駄だ目めな方！」

「仕方がないな、分かっていて損そんする方に賭かけられないよ。俺も駄目な方でいい」

　宏太と士郎も笑って茜を見る。

「お前ら、揃そろいも揃ってかーっ！」

　茜は怒いかりに震ふるえる指をＳ＆Ｓのメンバーに向けた。

「私、無理な方に三千」

「わたしも」

「ここは大きく二万！……って、誰だれも逆ぎやくに賭ける人いないじゃない？」

　夏紀と美紗、それに二美花までが賭かけに参加した。

「……あんたら」

　茜はガックリとテーブルに腕うでをついた。

「本当に、ここの連中ときたら……」

　この様子を見たＳ＆Ｓのメンバーの顔から、笑えみがこぼれる。

「茜ちゃん、どうやら」

「ようやく」

「いつもの調子を取り戻もどしたらしいな」

「ですね」

　茜は彼らを振り返った。

「……へ？」

「あのな、緊きん張ちようなんて柄がらに合わないこと、すんなっての」

　一心が茜の額ひたいを指でつつく。

「……あの、じゃあ？」

（みんな、あたしの緊張を解ほぐそうとして。本当は付き人のあたしが、みんなの緊張を解さないといけないのに）

　茜の胸は、熱いものでいっぱいになる。

「さあ、そろそろエンジンかけるわよ！」

　マネージャーが立ち上がって宣せん言げんした。

「それからアカネちゃん、あんたも今回は客席から見てなさい」

「えっ！　でも！」

「それも付き人の勉強よ！　次からはこき使って上げるから！」

　社長が茜の肩かたに手を置いた。

「本当はあんたの席、最初っから用意してあるのよ。まずはファンのみんなと、感動を共有してらっしゃい」

「あ、ありがとうございます！」

「いいから。それじゃまた後で、二美花ちゃんたちも」

「はい。みんな、頑がん張ばってね」

　二美花と美紗は立ち上がった。

「おう！　任まかしとけ！」

「……イッシン、あんたは誰だれも心配してない」

　夏紀がすかさず突つっ込む。

「さっ、やるわよ～！　いい、みんな！　力を出し切って！　ベスト・サウンド！　ベスト・ミュージック！　ベスト・ステージよ！」

「おーっ！」

　Ｓ＆Ｓの四人は、社長の手の上に手を重ねた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「さて、これで駒こまは出で揃そろった」

　ドーム球場を臨のぞむホテルの一室で、影人かげとは笑みを浮うかべて椅い子すに寄より掛かかった。

「レイ・タツミｖｓインクウィジター、ファイナル・ステージ、スタート……」

　影人を囲むように整然と並ならべられたパソコンが一いつ斉せいに作動した。

　そのうちのひとつ、ドームないのステージを映うつしているモニターの真っ暗な画面が重じゆう厚こうなギターのサウンドとともにパッと明るくなった。

　逆光に浮かぶ、四つのシルエット。

「ソーズ・アンド・ソーサリー！　サマー・ライブ・ザ・セカンド！　ナウ、オープニング・ソング・イズ……プロミス・オヴ・トゥモロー！」
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　ファンの歓かん声せいが会場を揺ゆるがす。

　キーボードの前で腕うでを突き上げる士郎。

　スティックを手に、最初から飛ばしまくる宏太。

　背中合わせに、ベースとギターのサウンドを重ねる亨と一心。





　　君が足を踏ふみ出せば

　　世界も回り始める

　　君が目を開ひらいたら

　　色鮮あざやかな明日が見える

　　だけど

　　このまま殻からに閉とじこもってちゃ

　　何も始まりはしない

　　古い心の傷きずだって

　　絶ぜつ対たい　癒いやせはしないのさ




　　だから

　　ほんのちょっとの元気を出して

　　昨日の自分を捨すてようよ

　　だから

　　ほんのちょっとの勇気を胸むねに

　　今日の自分に誇ほこりを持とう

　　挫くじけそうな時には

　　いつもそばにいてあげる

　　涙なみだあふれる時には

　　いつも肩を貸かしてあげる

　　そうさ

　　それが僕ぼくと君の

　　明日への約束だから









　ライブ前半







　そのメッセージは、盗とう難なん届とどけの出ている携けい帯たいからのメールでパン・イーストに送られてきた。

「ドーム球場が、ですか？」

　話を森本常じよう務むから聞いた島田則のり恵えの顔が、さっと蒼あお褪ざめた。

　ドーム会場には森本の娘むすめ、杏きよう子こが行っている。

　則恵は、そのことを森本に伝えていないのだ。

「その通り。うちがスポンサーのライブが開かれている会場だ」

　昨日の重役会議で、この問題に関する全ぜん権けんを委い任にんされた森本常務は唸うなった。

　プリントアウトされたメールに、則恵は目を通す。




　要求は百億

　番号不ふ揃ぞろいの使用済ずみ紙し幣へいを

　ライブ終しゆう了りようまでに

　ドーム球場、南側のゲート前に

　ジュラルミンのケースに収おさめて

　銀行の現げん金きん輸ゆ送そう車しやで搬はん送そうせよ

　同時に、逃とう走そう用ヘリを待たい機きのこと

　ライブ開始以い降こう、百億の到とう着ちやくまで

　ドームへの出入りは厳げん禁きん

　観客を脱だつ出しゆつさせる動きが見られれば

　即そく、爆ばく破は

　警けい察さつに連れん絡らくするのは自由




「簡かん潔けつですね」

　則恵は感想を述べる。

「どうなさるお心算つもりですか？」

「すでに金は用意してあるが……」

　森本は渋じゆう面めんを作る。

「渡わたすのは最後の手しゆ段だんだ。我わが社はテロに屈くつしない、というのが重役会議の決定事じ項こうだ」

「ですが」

　則恵は抗こう議ぎする。

「犯はん人にんはすでに二度も爆破を成功させ、本気であることを示しめしています」

「無む論ろん、犠ぎ牲せい者を出すところまで金を出し渋しぶる気はない。島田君、さっそく警察に連れん絡らくしてくれ」

「……常務、もし警察が動けば、犯人は？」

「分かっている」

　森本はうなずいた。

「だから、警察が動くのを止めるために、連絡するのだ」

　十五分後。

　ドーム球場のすべてのゲートは閉へい鎖さされた。

　所しよ轄かつの富坂署しよや、本ほん庁ちようから急行した警官隊がドームを包囲。

　周囲の交通制せい限げんを行なうとともに、報ほう道どう管かん制せいが敷しかれた。

　一部の警備担たん当とう者しや以外、まったく内部には知られないまま、ドーム球場は陸の孤こ島とうと化かしたのである。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「すでにライブは始まっている。ニコル、女郎花おみなえし君とコンタクトは取れないか？」

　玲れいは妹に尋たずねた。

「ダメね」

　茜の携けい帯たいにかけ続けている金きん髪ぱつの少女は頭を振った。

「電でん源げん切っているみたい。役に立たない付き人」

「当然と言えば、当然か」

　玲は眉まゆをひそめる。

「この分では、夏なつ紀きさんや二ふ美み花かさんとも連絡はつかないな」

「どうしよう。イッシンたち、爆ばく破はされちゃうの？」

「そうはさせないさ」

　不安そうなニコルを安心させるように、玲は少女の華きや奢しやな肩に手を置いた。

「日も暮れたようだ。直ちよく接せつ、ドームに行ってみよう」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　開演からほぼ四十五分。

　一いつ心しんたちのライブは最さい高こう潮ちように達しつつあった。





　　今のままじゃ　いけないけれど

　　どうしていいか分からない

　　髪かみ型がたを変えてもみたけれど

　　不安と焦あせりは消えないね

　　けど

　　ひとりで考えていたって

　　結けつ論ろんなんか出るわけないさ

　　無理は禁きん物もつ

　　無む茶ちやは無む駄だ




　　だって

　　恋こいしたって

　　振ふられたって

　　笑ってたって

　　涙なみだ流したって

　　君はいつだって君

　　僕ぼくの大好きな君




　　だって

　　ふざけたって

　　怒おこったって

　　喧けん嘩かしたって

　　会えなくたって

　　君はいつだって君

　　僕の大好きな君なんだ






　宏こう太たがメイン・ボーカルの『いつだって……』は、シングルカットされていないにもかかわらず人気の高い曲。

　宏太がステージ中央に躍おどり出て手を振ふると、リフレインの部分が大合がつ唱しようになる。

　もちろん夏紀や美み紗さたちも、他の観客たちと一いつ緒しよに声を揃そろえた。

　席はアリーナの最前列。

　夏紀の左ひだり隣どなりには美紗。

　その隣に茜あかね、そして二美花と並ならんでいる。

　二美花はプロだけあって巧うまい。

　そのままステージ上で、Ｓ＆Ｓに混まじっても問題ないくらいだ。

　それに対し……。

（うっ、また音外はずした……）

　カラオケの平へい均きん点が二十点。

　音おん程ていに自信のない茜だけは、ちょっと控ひかえめである。

（でも、本当にすごいよ、みんな！）

　士し郎ろうの巧たくみな演えん出しゆつは、茜たち観客を飽あきさせることはなかった。

　厳きびしい練習や、大おお幅はばに予定時間をオーバーしてのリハーサル。

　そうしたことを一切感じさせない、胸むね躍るライブだ。

（これが……Ｓ＆Ｓのライブ……）

　ステージに魅み入いる茜は、携けい帯たいに玲からのメールが届とどいていることに、まったく気づきもしなかった。
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　その頃ころ、ドームの外では……。

　警けい視し庁ちようのヘリが数機、上空を旋せん回かいしていた。

　通つう常じようのパトカーの他ほかに、多重無線車、遊ゆう撃げき放水車、特型警備車といった特とく殊しゆ車両の数もさらに増えつつある。

「……なんつーか、犯はん人にんを刺し激げきするだけっスよね」

　女は、ヘリの起こす風でボサボサになった髪を搔かき上げると、自分に背せを向けて立つ上司に視し線せんをやった。

「ふふふ、見たまえ、乾いぬいくん！　これで完かん璧ぺきに犯人の動きを封ふうじたぞ！」

　捜そう査さ一課、特殊犯捜そう査さ一係の結ゆう城き政まさ宗むね警けい視しは、腰こしに手を当てた姿し勢せいでドームを見上げた。

　まだ二十代半ばのキャリア組。

　この暑いのに、どこぞのドラマで見たようなモスグリーンのコートを着き込こんだ、整った顔の男だ。

「そ～スっかね？」

　乾と呼よばれた女──昨夜ゆうべ、玲に接せつ触しよくしてきたあの女である──は、警視の意見に異い議ぎを唱となえた。

「自分が犯人だったら、直接ドームには近ちか寄よんないっスよ」

「いいや！　ヤツはきっとこの近くで我われ々われの様子を観察している。そして、手て詰づまりになり、もう一度接触してくる！」

　結城は聞く耳を持たない。

「……まあ、どーでもいいっスけど」

　そこに……。

「乾警けい部ぶ補ほ」

　女の部下がやってきて、何事かを伝える。

「結ゆう城き警視」

　女は上司に声をかける。

「ゲートのロックを命令したの、警視っスか？」

「ん？　確たしかにゲートを閉しめろとは言ったぞ。誰だれも出入りさせるなというのが、犯人の要求だからな」

「……おかしいっスね」

「だから、何がだ？」

「いえね、ゲートがロックされて、外から開かなくなってんスよ。で、中の警備室は音信不通」

「なっ！」

「これって、拙まずいっスよね？」

「………」

　結城は背せ中なかを冷ひや汗あせが伝うのを感じ、黙だまり込こんだ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「どうなってんだ？」

　警察が続々と集まるのを見て、茂しげるはバイクのエンジンを切った。

　最初のパトカーが来たのは、亜子と決定的な別れ方をし、ムシャクシャした気持ちのまま渋しぶ谷やに向かおうとしていたところ。

　だが、妙みような胸むな騒さわぎが茂をこの場に留とどまらせた。

（……まっ、あいつがどうなろうと知ったこっちゃないけどよ）

　茂はかつて、ドームで警備のバイトをしたことがある。

（資し財ざい搬はん入にゆう口ぐちから、入れっかもな）

　足が勝手に、ドームへと向かっていた。
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「ですから一いち応おう、自主規き制せいという形で」

　報ほう道どう局長は、警視庁記者クラブからの連れん絡らくを受けていた。

　ドーム球場に爆ばく弾だんが仕し掛かけられたという事件の正式発表は、ドームの安全が確かく保ほされてからということで報道陣じんと警視庁が折り合いをつけたのだ。

「何が自主規制だ！　くそっ、五万人が人ひと質じちの大スクープだぞ！」

　大おお柄がらな報道局長は悔くやしさを隠かくそうとはしない。

「でも、人命がかかってますから」

　ニュース・ファイルのキャスターを務つとめる上かみ川かわ理さと子こが宥なだめようとする。

「人命だと？　お前もテレビの人間なら馬ば鹿か言うな！　百の命より、一パーセントの視し聴ちよう率りつだ！」

　局長はバンッとデスクを叩たたいた。

「お前、一いち応おうドーム前まで行っとけ！　報道規制が解とかれたら、即そく、レポートできるようにな！」

「……分かりました」

　理子は一礼し、車の手配に向かった。
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「……それは、本当なのか？」

　秘書の則のり恵えが告つげた事実に、森本常じよう務むは愕がく然ぜんとなった。

「杏きよう子こがドームの中にだと？」

「申し訳わけありません！」

　則恵は頭を下げた。

「私が、余よ計けいなことをしなければ……」

「君を責せめているんじゃない」

　森本は机つくえに手をついて考え込む。

「……いや、むしろ幸運だったか」

「あの？」

「最悪の場合、あの子の名前が犠ぎ牲せい者しやの中にあれば、社への責せき任にん追及の矛ほこ先さきが鈍にぶる可か能のう性せいがある」

「常務！」

　長年仕つかえてきた森本が何を考えているか、則恵は分わからなくなった。

「もしも、の場合だ」

　森本は受話器を取った。

「……私、今日は失礼させてもらいます。気分が悪くなりましたので」

　実の娘むすめを会社への犠牲にする。

　則恵の手は、常務への怒いかりに震ふるえていた。

「構かまわんよ。帰る前に広報部長に、警察の対たい策さく本部に向かうように言ってくれ」

　受話器を耳に当てたまま、常務はうなずく。

　バタン！

　入社以来初めて、則恵は叩たたきつけるように扉とびらを閉めた。
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（入場整理にしては、ものものしい……）

　警察が包囲するドーム球場を、金かね村むら健けん二じはベンチに座すわったまま眺ながめていた。

　何かあったのではないかという胸騒ぎがする。

（愛めぐ美み、大だい丈じよう夫ぶだろうか？）

　健二は、愛美が見にいったＳ＆Ｓというアイドルのことを何も知らなかった。

　愛美がどんな音楽を聴きくのか、今、どんな趣しゆ味みを持っているのか、所しよ属ぞくしているクラブさえ知らなかった。

　いつも忙いそがしさを口実に、ほとんど娘と話し合う機会を持たなかったのだ。

　だから、さっき愛美が自分に背を向けてドームに去っていった時も、かけるべき言葉を持たなかった。

（よくも父親顔ができたものだ）

　健二は思う。

（仕事を失ってから、私は自分を哀あわれむことしかしなかった。娘や、妻のことを全まつたく思いやってやれなかったじゃないか）

「……そうだ。今、あの子と向き合わないで、いつ向き合えというんだ」

　健二はコーヒーの空あき缶かんを捨すてて、立ち上がった。
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　ライブの前半が終わり、休きゆう憩けい時間に入ってすぐ、杏子の携けい帯たいが振しん動どうした。

「杏子か？」

　聞き覚えのある声が、携帯から聞こえてきた。

「当たり前でしょ、これ、あたしの携帯なんだから」

　父の睦むつ夫おだと分かると、杏子の声は冷ややかになった。

「則恵がバラしたの？　ライブの途と中ちゆうにかけないでよね」

「落ち着いて聞いてくれ」

　今までに聞いたことがないほど、真しん剣けんな声の調子。

「……うん」

　杏子は突つっ掛かかるのを止めた。

「お前たちがいる会場に爆ばく弾だんが仕掛けられている。正せい確かくな場所は不明の上、すべての出入口はロックされて避ひ難なんはできない」

「冗じよう談だんじゃ……ないんだよね」

　これが父の会社が倒とう産さんしたとか、則恵と再さい婚こんするとかいう話だったら、杏子はこの場で逆上しただろう。

　だが、あまりにも意外な話なので、かえって冷静になってしまった。

　隣となりの愛美を気にして、声を低くする。

「どうすればいいの？」

　自分だけをこっそり逃にがすために、電話してくるような父ではない。

　そういうことのできない、不器用なくらいに公平な人間であることを、杏子はよく知っていた。

「Ｓ＆Ｓの関係者に伝えてくれ。ライブを引き延のばすように。犯人はライブの終しゆう了りようとともに爆弾を作さ動どうさせると言っている」

「分かった。携帯、切らないでね。控ひかえ室に通してもらうのに、パパの声が必要になるかも知れないから」

「それから……」

　睦夫は躊ちゆう躇ちよした。

「何？」

「もし避難が可か能のうになっても、お前が会場を出るのは、すべての人間が退たい避ひした後だ」

「……！」

「私は主しゆ催さい者だ。そこに集まった大おお勢ぜいのお嬢じようさん方がたの命を預あずかっている。その中で自分の娘を真っ先に逃がす訳わけにはいかんのだ」

「パパ……」

「分わかってくれとは言わん。島田くんには、愛あい想そを尽つかされたよ。お前も、私を憎にくんでくれていい。それでも、お前は最後だ。……いいな」

「うん」

　杏子は小さくうなずく。

「だが、お前に何かあったら、私も……」

「分かってる」

　すべてを告げられる必要はなかった。

「言いたくないけど、あたし、パパの娘だよ。……それじゃ、行くから」

　杏子は立ち上がった。

「どうしたの？」

　何も知らない愛美が見上げる。

「ちょっと、トイレ」

「じゃ、あたしも」

　そう言われると断ことわることもできない。

　杏子は仕方なく、愛美とともに通路に出た。
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「乾いぬい～、どうにかして、中と連れん絡らく取れんか？」

　結ゆう城き警けい視しは頭を抱かかえていた。

「無理だと思いますよ～。犯人、かなり前から準じゆん備びして、ここの警備システムに入り込んだみたいっスから。下へ手たに入ろうとすれば、マジでドカンっスよ」

　乾は頭を振ふる。

　その時……。

「結城くん？」

　背せの高い三十代半ばの女性が、警官に案内されて警視たちのところにやってきた。

「かおるさん！」

　結城警視は女の姿すがたを見ると手を振ふった。

「本当なの、イッシンたちが……」

「ええ、残念ながら」

　結城はたのもしい、理知的な顔をつくろうとした。

「警視？」

　乾がこの人誰だれ、と目で質しつ問もんした。

「ああ、紹しよう介かいしよう。この方は監かん察さつ医い務む院いんの大だい地ちかおるさん。僕ぼくが科か警けい研けんにいた頃ころ、たいへん世話になった先せん輩ぱいだ」

　かおるを見つめる結城の瞳ひとみは、憧しよう憬けいにキラキラと光っている。

「かおるさんは、今、ドームでライブをやってるＳ＆Ｓの大地一心くんの母上でね。ここは真っ先にお知らせしてポイントを稼かせごうと……あわわ！」

　いらんことまで口を滑すべらす結城。

　つまりは報ほう道どう管かん制せいが敷しかれる中、自分の憧あこがれる女性に情報をリークしたということである。

　立りつ派ぱな職しよつ権けん濫らん用ようだ。

「ふう～ん」

　乾はかおるの頭から爪つま先さきまでを観察する。

「……結けつ構こう、若わか造づくりっスね」

　バチンッ！

　結城は平手で乾の後頭部を叩たたいた。

「し、失礼なこと言うな！」

「……警視、痛いたいっス～」

　乾は涙なみだ目めで警視を見上げる。

「セクハラっスよ～」

「あの、あなたは？」

　かおるは初対面の乾に尋たずねた。

「あっ、どうもっス」

　乾は頭をひょいと下げる。

「自分、乾七なな瀬せ警部補っス。係長命令で、こいつのお守もりしてま～す」

　乾の指が、結城警視をつついた。

「まあ、どうせキャリアとは、一、二年の付き合いだからって割わり切って」

「……お前、上司をなめとるな」

　結城がにらむ。

　すると……。

「あっ、ちょい待ち！」

　乾が携帯を取った。

「……マジ、こっちに来てんスか？」

　警部補は声を低くする。

「もちろん、歓かん迎げいっス。……そう、そっから南に回って。乾警部補か結城警視の名前出せば、通してくれるっスから」

「誰だ？」

　と、結城警視。

「あたしの恋こい人びと……だったらよかったんスけど」

「ふざけるな！」

　結城は怒鳴る。

　そこに……。

　銀ぎん髪ぱつの少年と、彼に手を引かれた金髪の少女がやってきた。

「こっちこっち！」

　乾警部補は手を振る。

「そういや、自己紹介、まだだったっスよね？　乾七瀬警部補。捜そう査さ一いつ課か所しよ属ぞく、カレシ募ぼ集しゆう中ちゆうのピチピチの二十九歳っス」

　乾は敬けい礼れいした。

「ピチピチという形けい容よう詞しと年ねん齢れいに矛む盾じゆんがあるわよ」

　玲れいと乾の間に割わり込こむように立ったニコルが、冷ひややかな目をする。

「本人がピチピチっつーたら、ピチピチなんっス！」

　乾は涙目になって抗こう議ぎする。

　どこまでが本気か、さっぱり見当がつかない。

「乾、こいつは誰だ？　説明しろ」

　結城が横おう柄へいな態たい度どで命じる。

　その時。

「……玲、なの？」

　かおるが少年の方に足を踏ふみ出した。

　信じられないといった表情が、冷静な監かん察さつ医いの顔に張はりついている。

「はい」

　玲の方も驚おどろきを隠かくせない。

「大きく……なったわね」

　十年ぶりの再さい会かいに、月つき並なみな言葉しか口をついて出てこない。

「そちらも、お変わりなく」

　玲の方も同様である。

「知り合いっスか？」

　乾は二人を見み比くらべた。

「息むす子こよ。イッシンの兄」

「……驚きっスね」

　乾もさすがに、ここまでは想そう像ぞうしていなかったようだ。

「巽たつみ玲と大地一心が兄弟。……あれ、名字違ちがいますよ」

「玲の親しん権けんは離り婚こんした夫にあるの。……玲、アイツは元気？」

「と、思いますよ。相変わらず、家にいないので」

「そちらのお嬢じようさんは？　まさか、あなたのガールフレンド？」

　かおるはニコルを見る。

「ニコル・エマーソン・タツミ。……僕ぼくの妹です」

　人ひと見み知しりするニコルは、玲の陰かげからちょこっと頭を下げた。

「……そうか、アイツ、再さい婚こんしたんだ」

「はい」

「ところで、どうしてここに？」

「あの中に一心がいますから」

　玲は理由のごく一部を答えた。

「……あなた、最近イッシンに会ったのね？」

　家にも合宿所にも帰らなかったり、犯はん罪ざいに関する奇き妙みようなことを質しつ問もんしたり……。

　このところ、一心の振ふる舞まいが変だったのはそのせい。

　と、かおるは納なつ得とくする。

「……あの～、本題に入っていいっスか？」

　乾は二人の間に入り、玲に耳打ちする。

「さっきの電話の話なんスけど、本当スか？」

「さっきの？」

「ほら、プルト……」

　乾はさらに声をひそめる。

　玲は無言でメールのプリントアウトを見せた。

「……まんまっスね」

　乾も、玲の考えの正しいことを認みとめざるを得ない。

「あの～、玲くん」

　結城警けい視しが話に割わり込こんできた。

　かおるの息子だと分かった途と端たん、態度が変わっている。

「君たち、何の密みつ談だんしてるのかな？」

「言わなくっていいっスよ、こいつには」

　乾が警視を押おし退のけ、露ろ骨こつに邪じや魔ま者もの扱あつかいをする。

「なにおう！」

　結城は対たい抗こうして、乾を押し返す。

「……いや、話しておいた方がいいでしょう」

　玲は決けつ断だんした。

「警視、これがインクウィジターからのメッセージです」

「インクウィジター？」

　結城警視は、玲が差し出したメールのプリントアウトに目を通した。

「………」

　警視のこめかみから、汗あせが流れ出してきている。

　必死になって頭を搾しぼっているようだが、結果はさっぱりだ。

「だから、無む駄だだって」

　乾警部補は、硬こう直ちよくした警視からメールを取り上げた。

「説明してくれるかな～、玲くん？」

　結城は涙なみだ目めになって玲に助けを求める。

「今度の爆ばく弾だんは」

　玲は説明した。

「おそらく、今までのものとはまったく違ったものでしょう。インクウィジターは、プルトニウムによる核かく汚お染せんを引き起こす気なんです」

「はあ、プルトニウムだって？」

　にわかには信じられないといった表ひよう情じようの結城。

「証しよう拠こはあるのかい？」

「僕ぼくのところに送られてきた予よ告こく文ぶん以外にはありません。だが、インクウィジターは犯はん罪ざいの演えん出しゆつのためには、プルトニウムの調達ぐらいやってのける男です」

「もし臨りん界かいを起こしたら……」

　かおるは喉のどの渇かわきを覚えた。

「玲、あなたの杞き憂ゆうであって欲ほしいわ」

　超ちよう満員のドームの中で臨界、つまり核かく分ぶん裂れつの連れん鎖さ反はん応のうが起これば、かなりの数の被ひ曝ばく者が出ることになる。

「必ずしも臨界に達する必要はありませんよ。空気中に四し散さんしたプルトニウムの粉ふん末まつを肺はいに入れれば、ごく少量でも深しん刻こくな影えい響きようを人体に与あたえることはご存ぞんじでしょう？」

　プルトニウムには消化器官に入った場合でも、かなり強い毒どく性せいがある。

　だが、もっと恐こわいのは呼こ吸きゆう器から体内に侵しん入にゆうした場合。

　その場では死ななくても、残ざん留りゆうしたプルトニウムの放ほう射しや線せんは確かく実じつに人体を蝕むしばみ、肺はい癌がんや骨こつ肉にく腫しゆを引き起こす。

　被曝後、数十年経たってから深しん刻こくな症しよう状じようが現あらわれる場合もあるのだ。

「政治的な側面を忘わすれてもらっては困こまるっスよ」

　乾が指し摘てきする。

「首都のド真ん中で放射能汚お染せんなんてことになれば、国の核行政に影えい響きようは必ひつ至しっス」

「日本という国の、国こく際さい的な信用さえ失しつ墜ついしかねない問題だ。……上に連れん絡らくする」

　結城は、司令車の方に早足で向かった。
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　携けい帯たいの着メロが鳴った時、ルポライターの法ほう月げつ源げん一いち郎ろうは新宿の個こ人じん事じ務む所しよを出て、早々と行きつけのバーに向かおうとしたところだった。

「また借金の催さい促そく……じゃねえな」

　ヤミ金きん融ゆうからの連絡なら、事務所の電話の方にかかってくるはずである。

　法月は椅い子すに座すわり直し、渋しぶ々しぶながら携帯を取る。

「法月か」

　甲かん高だかい機械的な声。

「ああ？」

　匿とく名めいのたれ込みか。

　と、法月は思う。

　芸能関係の仕事をしていればよくあることだが、わざわざ声を変えるところまでやるのは珍めずらしい。

「待ってくれ……」

　話が長くなった場合に備そなえて、法月は取材用のマイクを携帯に密みつ着ちやくさせた。

「……いいぞ。何だ？」

「ドームに爆薬が仕し掛かけられ、報ほう道どう管かん制せいが敷しかれたのは知ってるか？」

「いや」

　報道管制など、フリーの法月には縁えんのない話だ。

「……ドームてえと、Ｓ＆Ｓのライブか？」

「仕掛けられた爆弾には、五キロのプルトニウムが使われている」

「プルトニウム？」

　法月は笑った。

　とてもではないが、信じられる話ではない。

　法月のところに持ち込まれるネタは、こうしたガセがやたらと多いのだ。

「おいおい、東海村の臨界事じ故こを再さい現げんする気か？」

「あの時の死者はたったの三人。今回は単位が違ちがう」

「切るぞ。ジョークにこれ以上付き合う義ぎ理りはない」

「……プルトニウムはロシア製せい。数日前、新宿の地下鉄の駅で公安の刑けい事じが死んだ。その刑事はこのプルトニウムを追っていた」

「……ちょっと待て」

　法月は古い新聞をゴミ箱から引っ張りだした。

　確たしかに、公安の警察官が死んだという記事が、三面に載のっている。

「これだけじゃ、裏うら付づけとしては弱いな」

　法月はさらに相手から何かを引き出そうと目もく論ろむ。

「真実だったと分わかった時には手て遅おくれだ」

「まあ、そりゃそうだが」

「大たい衆しゆうが望むものが、君にとっての真実じゃないのか？」

「……痛いたいところを衝つく」

「野心があるのなら、大衆にこのネタを伝える手しゆ段だんを考えるんだな。爆破予定時間まであと一時間だ。詳くわしい情報はファックスで送る」

　電話が切れ、部へ屋やの隅すみで埃ほこりを被かぶっていたファックスが動きだした。

「さて、どうするか……」

　そうつぶやいた法月の心はすでに決まっていた。
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「ねえ、どこ行くの～？」

　身長に差のある愛めぐ美みは、チョコチョコとした足取りで杏きよう子こを追った。

「そっちは関係者以外立ち入り禁きん止しって」

「あたしは関係者でしょ。スポンサーの会社の常じよう務むの娘むすめなんだから」

「そ、そっか～？」

　愛美は強ごう引いんに納なつ得とくさせられた。

「そうなの」

　森本常務の声は効こう果か的で、立ちふさがる警けい備び員いんも携帯で話すとすんなり杏子と愛美を通した。

　あっけないくらい簡かん単たんに控ひかえ室の前にたどり着くと、杏子は扉とびらをノックする。

「はい？」

　不ふ機き嫌げんそうな声とともに扉を開けたのは、マネージャーだった。

「誰だれ、あなた？」

　控え室の中では、Ｓ＆Ｓのメンバーが着き替がえていた。

　休きゆう憩けいといってもわずか十分。

　忙いそがしいはずだと思っていたら、亨とおるなどは素す肌はだに革かわジャンを羽は織おったくつろいだスタイルでゲームボーイをやっている。

「きゃっ！」

　宏こう太たファンである愛美が、上半身裸はだかの宏太を見て小さな悲鳴を上げる。

「あの……父が」

　ちょっと顔を赤らめた杏子は、携帯をマネージャーに渡わたした。
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　休憩時間に入っても、尾お関ぜき祐ゆ里りは席を立つことはできなかった。

　数分ごとに、椅子の下をのぞき込む状じよう態たいが続いている。

　何しろ、そこには祐里など跡あと形かたもないまでに吹ふき飛ばせる爆弾が入ったバッグがある。

　それに計画では、この休憩時間に影かげ人との仲間が接せつ触しよくしてくるはずなのだ。

「あの……」

　ひとつ置いた右みぎ隣どなりの少女が、ためらいがちに祐里に声をかけてきた。

「カバン、こっちの席に置いていいですよ」

「えっ？」

　祐里は少女を見る。

　髪を三つ編あみにした、同い年くらいの子。

　この子もひとりで来てるらしい。

「ここに来るはずだった人、来ないことになったから」

「そう……なんですか？」

　どうやら、影人の言っていた人間ではないようだ。

　答えるのではなかったという、苦い後こう悔かいの念。

　祐里は、ここにいる誰だれとも関かかわり合いになりたくなかった。

　この会場にいるみんなが、自分の運んだ爆弾で死ぬ運命なのだ。

　他人なら、死者は単なる数字。

　だが、関わってしまえば、死は悲しみになる。

（お願い、話しかけないで！）

　祐里は祈いのった。

　しかし……。

「よかったら、これ」

　少女はチョコを差し出した。

「……ありがと」

　かなりためらった末に、祐里はひとつ、チョコをつまむ。

　断ことわるのも、不自然なような気がしたのだ。

　といっても、話題がない。

　祐里は初対面の人間と会話を続けるのが得意ではないのだ。

「………」

「………」

　ひとつ席を隔へだてたまま、二人は黙だまってチョコを食べた。

「……元気ないね、お互たがい」

　しばらくして、少女が言った。

「そう見える？」

　祐里は真っすぐ前を見たまま尋ねる。

「うん。せっかくのＳ＆Ｓなのにね」

「だね」

　事情は分からないが、この少女も最高の気分でここにいる訳わけではなさそうだ。

「わたし、亜あ子こっていうの。今日、一いつ緒しよにくる予定だった人に振ふられちゃったんだ」

「私も……似にたようなものかな」

　祐里は亜子の方を振り返った。

　人ひと懐なつっこい、それでいて淋さびしそうな笑え顔がお。

　それを見た途と端たん、亜子は祐里にとってただの数字ではなくなった。

（亜子ちゃん……巻まき込こみたくないな）

　祐里は視し線せんを落とす。

（今、私がこれを持って外に出れば……）

　そう決意した時。

「失礼。手荷物を拝はい見けんできますか？」

　白しら髪が混まじりの警備員がやってきて、祐里に話し掛かけた。

（そうだ！　この人に事じ情じようを説明して、警けい察さつを呼んでもらおう）

「あの……」

「影人に聞いているな」

　警備員は小声でささやいた。

「……！」

　警備員の制せい服ふくを着た男は、邑お久く信介だった。

　邑久はバッグを開き、手を入れる。

「振しん動どうセンサーを有ゆう効こうにした。強い振動を与あたえたり、移い動どうさせると爆発する。椅い子すの下に置いたら、触さわるな」

「はい」

　祐里は震ふるえる声で答えた。

「影人から逃とう走そう方法について連れん絡らくは？」

　邑久の問いに、祐里は黙って頭を振る。

「では、俺が影人と連絡を取る。お前もなるべく、このバッグのそばから離はなれておけ」

　邑久は他の観客のカバンも調べる振りをしながら去っていった。
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「変な警備員さんだね？」

　亜子がつぶやく。

　祐里にはもう、逃のがれる術すべはなかった。
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「……と、いうことだ、みんな」

　リーダーの士し郎ろうは、森本常務からの状じよう況きよう説せつ明めいを一同に伝えた。

　時限爆弾という言葉を杏子から聞いた瞬しゆん間かんにオカマ社長は卒そつ倒とうしたし、マネージャーはヤクザ並なみに言葉が乱らん暴ぼう。

　仕方なく、以前、常務とパーティーで面めん識しきのあった士郎が応おう対たいに出たのだ。

　控え室には今、Ｓ＆Ｓのメンバーとマネージャー、社長、杏子と愛美の他ほかに、ゲスト・ミュージシャン扱あつかいの元クライング・クライストのメンバーも顔をそろえている。

「スリル満点ってとこだな」

　クライング・クライストのジョーは、意外と落ち着いていた。

「俺おれやこいつらは、お前たちに任まかせるぜ、イッシン」

　仲間のサブたちも、ジョーの言葉にうなずく。

「こっちに振るなよ、いい大人おとなが」

　一いつ心しんはジョーをにらんだ。

「時代は若わか者もののもんだ。違ちがうか？」

　ジョーは灰はい皿ざらに吸すいかけの煙草たばこを押おしつけて笑った。

　だが、その横では……。

「……愛美、大だい丈じよう夫ぶだから」

　杏子が、ここに至いたって初めて事実を知った親友を慰なぐさめていた。

「どうしよ。私、父さんと喧けん嘩かしたままなのに……」

　愛美は涙なみだを浮うかべる。

「あんなひどいこと、言ったままなんだよ？」

「またすぐに会えるよ。そん時に、仲直りすればいいじゃない？」

　そう告げながら、杏子は愛美の頭を抱だく。

（あたしも……則恵さんには、ひどいこと言ったままだったっけ）

　苦い後悔が、杏子の胸むねに生まれていた。

　一方……。

「……やっぱり、ここは使えませんよ」

　控え室の電話の受話器を取って、宏太が確かく認にんした。

「いつの間にか、俺たち隔かく離りされてた訳わけだよな」

　亨が頭を振り、一心を見る。

「どうする？　あと三分でステージに戻るんだぜ？」

「だから、なんで俺に聞くんだよ？」

「お前、一番犯はん罪ざいに縁えんが深いじゃん」

「うんうん、イッシンのあるところ犯罪あり、か」

「……シロー、そこで物ぶつ騒そうなこと言うな」

　一心は顔をしかめる。

「だいたい、巻まき込こまれるのはいっつもアカネのヤツだろうが？」

　と、話しているところに……。

「ねえねえ、ニコちゃんから電話。なんか、大事な話が大地くんにあるみたいよ」

　タイミングよく、茜が控え室に入ってきた。

「……と、誰だれ、この人たち？」

　茜は杏子と愛美を見て、首を傾かしげる。

「もしかして、ファンの子を連れ込んだの？」

「脳のうが腐くさったような発言は無む視ししてやるから、携けい帯たい貸かせよ」

　一心は、口を尖とがらす茜の手から携帯を取る。

「……ったく、なんで俺んとこに直ちよく接せつかけてこないんだ。……よお、発育不良外人！」

「いきなり言うわね」

　不ふ機き嫌げんそうなニコルの声。

「いいから、早く玲に替かわれ」

「ベェーだ！」

　ニコルは舌したを出すと、玲に携帯を渡す。

「バカが出たわ」

「……一心か？」

　玲は苦く笑しようを堪こらえていた。

「お前、意外と遅おそかったな」

　と、一心。

「こっちはもう状じよう況きようを把は握あくしてるぜ」

「ならば話は早い。やるべきことも、分かってるんだろう？」

「ああ。だから、こっちはこっちでやる」

「心強いね。システムの解かい除じよは中から頼たのむ。僕ぼくはインクウィジターの出で方かたを待つ」

「……やっぱ、アイツか？」

「そう確かく信しんしているよ。とりあえず、僕が今できることはない。進しん展てんがあったら、連れん絡らくしてくれ」

「ああ。じゃ、切るぞ。……あと、ニコルのチビに、心配すんなって言っといてくれ」

「分かった」

　玲は携帯を切った。

「……では、またこちらから連絡します」

　士郎も、森本常務との通話を終え、携帯を杏子に返した。

「で、イッシン、何をすればいい」

「そうだな……」

　一心は考えを巡めぐらせた。

「プログラムを変へん更こうして、ライブ終しゆう了りようの時間をなるべく引き延のばす。それから、ＭＣの時間を利用して、手の空すいたメンバーが、爆薬の仕掛けられた場所を探さがすと同時に、乗っ取られた警けい備びシステムを取り戻もどす」

「言うのは楽だけどな」

　亨がため息を漏もらした。

「実じつ際さいにやるとなると、かなり難むずかしいぜ」

「分ぶん担たんを決めた方がいいな。俺と亨は、主に警備システムの検けん討とう」

　士郎が提てい案あんする。

「真っ先に時間が空あくのが、俺たちだからね」

「となると、先せん輩ぱいと僕が爆弾を探す役ですね」

　宏太が張はり切って見せると、一心はうなずいた。

「ああ。けど、まずは引き延ばし担当だな。ＭＣの順番からいくと、俺の後がお前。そういうことになるだろ」

「んじゃあ、俺たちが口の堅かたそうなスタッフに声をかけて、ブツを探す方に回るとするか」

　ジョーがニヤリとし、こぶしを一心の頰ほおに軽く当てる。

「いいだろ、ボス？」

「頼たよりないけど、頼たのんだぜ、おっさん」

　一心もこぶしを返した。

「じゃあ、あたしと社長は連絡係ね」

「そうそう。あたし、肉体労働は駄だ目めなの」

　マネージャーと社長は勝手に決めた。

「……好きにしてくれ」

　この二人に関しては、一心も諦あきらめるしかない。

「私たちは？」

　と、杏子。

「ステージ裏うらに回ってくれないか。いざとなったら、観客の誘ゆう導どうを頼むかも知れないから」

「分かったわ」

　杏子は愛美の手を握にぎったまま、うなずいた。

「ち、ちょっと、どういう話なの？　あたしに説明してよ」

　自分を置いてみんなが何かを決めていくのを見て、茜あかねが不満を漏もらす。

「聞きたいのか？」

　と、意地悪そうな目をする一心。

「……まあ、一いち応おう」

　こういう顔をした一心は、要注意である。

　茜は警けい戒かいした。

「でも、やっぱ聞かなくても……」

「会場に爆弾が仕掛けられ、ゲートがロックされて逃にげられない。ライブが終わると、俺おれたち全員爆死」

　一心はすかさず告げた。

「き、聞くんじゃなかった～っ！」

　茜は耳をふさぐ。

　無む論ろん、手て遅おくれだった。
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「た、た、た、大変だ！」

　司令車から走って戻もどってきた結ゆう城き警けい視しは、乾いぬい警けい部ぶ補ほにしがみついた。

「こ、このセクハラ上司！」

　珍めずらしく慌あわてた乾は、結城を蹴けり飛ばした。

「警視総そう監かんにでも叱しつ責せきされたんスか？」

「そ、それどころじゃない！　テレビを見ろ、テレビを！」

「テレビって、んなもんどこに？」

「これで見られるわよ」

　ニコルが自分のモバイルを起動させた。

「ＦＤドライブをＴＶチューナーに付け替えたから」

　結城がチャンネルを選せん択たくすると、そこでは臨りん時じニュース番組をやっていた。

「……これって、報道協定破やぶり」

　乾が啞あ然ぜんとなる。

「日本は民主国家だもの」

　かおるが眉まゆをひそめる。

「報道協定はいわば紳しん士し協定。強きよう制せい力はないわ」

　画面では、レポーターの肩かた書がきで法月が喋しやべっていた。

「……夏休みに入り、Ｓ＆Ｓファンで超ちよう満員のここ、ドーム球場は今、とんでもない事態に巻き込まれています。この数日間、立て続けに起こった爆弾事件、その犯人と思われる人物がこのドーム球場に爆弾を仕掛けてゲートを封ふう鎖さ、観客の身みの代しろ金きんを要求してきたのです」

「……インクウィジター、意図的に流したな」

　つぶやく玲。

「ドームに仕掛けられた爆弾は、密みつ輸ゆされたプルトニウムを使用したもので、前回のものをはるかに上回る破は壊かい力りよくを持っていると想そう像ぞうされます。プルトニウムの総そう量りようは五キロ。これは状況によっては臨りん界かいを起こしかねない量であり、最悪の場合にはドーム全体が吹ふき飛ぶ可か能のう性せいがあります」

　法月は、正義感に満ちたジャーナリストの表情で続けた。

「また、それが避さけられたとしても、ドーム内の核かく汚お染せんは必ひつ至し。警けい察さつと各マスコミは協定を結び、報ほう道どうを差し控ひかえてきましたが、このニュース・ナイトタイムでは五万人の観客のご家族の不安を考え、あえて報道に……」

「……とんだ大バカね、コイツ」

　ＴＶを見ながら、ニコルが鼻の頭にしわを寄せる。

「こ、こいつを逮たい捕ほしろ！　この近くでロケしてるぞ！」

「やめなさい、結城くん」

　かおるが制せい止しする。

「強制的に報道を中止させるシーンがテレビに流れたら、それこそ警察のイメージに大打だ撃げきを与あたえるわ」

「ぐっ！」

「これから、どうなるの？」

　ニコルが不安そうに玲の腕うでを取る。

「パニックになるっスよ、いや、マジで」

　乾はつぶやいた。

　そして事実、その通りとなった。







　ライブ後半







　法ほう月げつのスッパ抜ぬきの後、十分もしないうちにドームの前には観客の家族が集まり始めていた。

「む、娘むすめが中にいるんだ！」

「どけ！　どいてくれ！」

「良枝ちゃん！　良枝ちゃーん！」

「通せ！　邪じや魔まだ、この税ぜい金きん泥どろ棒ぼう！」

　家族たちは、なんとかドームにたどり着こうと、警官と押おし問もん答どうを始めた。

　警官も、相手が数十人のうちはまだ対たい処しよができたが、集まった観客の家族の数は、あっという間に千人を超こしてしまった。

「ご家族の方は、お帰りくださいっ！」

　ドームの警備員も動員し、メガホンで群ぐん衆しゆうに呼よび掛かけたが、一向に効こう果かはない。

　その上、質たちの悪い写しや真しん誌しのカメラマンが家族に紛まぎれ込んでドームに近づこうとする。

「最悪の場合、身み柄がらを拘こう束そくしても構かまわん！　とにかく、ドームに人を入れるな！」

　結ゆう城き警視は命じた。

「馬ば鹿か者どもめ！　自分たちの娘の寿じゆ命みようを縮ちぢめているのが分からんのか！」

「理り屈くつじゃないんっスよね」

　乾いぬい警部補は煙草たばこに火を付ける。

「誰だれもあの人たちを責せめられないわ。一目でいいから会いたいっていうのが親心なのよ」

　かおるは腕うでを組んだ。

「……って言ってる割わりに、冷静っスね」

「イッシンを信じてるからって言ったら、格かつ好こういい？」

「……んまあ、そこそこ」

　乾は肩かたをすくめ、玲を振ふり返る。

「イッシンくんからは？」

「報告はない」

　玲はベンチに腰こしを下ろし、じっとドームを見つめていた。

「進しん展てんなしということだね」

「ライブ終了予定まであと二十分。絶ぜつ望ぼう的っスね」

　乾は玲の隣に座すわる。

「自分、ギリギリになったら機動隊を突とつ入にゆうさせますよ。全員の救出は無理でも、それで何割かは救えるかも知れないっスから」

「現げん金きん輸ゆ送そう車しやは？」

「百億積み込んで、銀行に待機させてあるっスよ。あと数分すると出発して、ライブ終了ギリギリにこっちに到着の予定っス」

　時と計けいを見ながら、乾は答えた。
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「引き延のばすったって……」

　ステージ裏うらで宏こう太たは頭を抱かかえていた。

「どうすりゃいいんでしょ～、マネージャー」

「あんた、ＭＣ苦手だもんね」

　マネージャーは、前に宏太がネタにつまり、なぞなぞ大会を始めたことを思い出した。

　ステージでは今、一いつ心しんがアコースティック・ギターを手にソロで唄うたっている。

　無む論ろん、プログラムにはない曲で、さっきから十五分以上も終了時間を引き延ばしているのだ。

　次は宏太の番なのだが……。

「僕ぼく、しゃべりは駄だ目めなんですよ～」

　宏太は泣きついた。

「いいアイデアありませんか～？」

「裸はだか踊おどりでもしたら？」

　マネージャーは二箱目のゴロワーズを開けながら冷れい淡たんに言う。

「真ま面じ目めに聞いてるんですよ！」

「いや、今のマジだけど？」

「ううっ、イッシン先せん輩ぱい、助けて～」

　宏太はこの時初めて、爆ばく弾だん犯はんに対する激はげしい憤いきどおりを覚えた。

「インクウィジターの馬ば鹿かぁ！」
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「法月！」

　上川理さと子こは、ＣＭに入ってくつろいでいる法月源一郎のところにツカツカと歩み寄よっていた。

「自分のやったことが分かっているの！　協定違い反はんよ！」

「協定？　そんなものはすでに有名無実だな」

　法月は缶かんビールを喉のどに流し込む。

「見ろよ！　どこの局も私のあとを追って報道を開始した。あんたのところも、早いとこ始めた方がいいぞ。もっとも……」

　法月は笑った。

「口火を切ったウチに、視し聴ちよう率りつで追いつくのは至し難なんの業わざだろうがね」

「このパニックを引き起こした責せき任にんを、あなたは感じないの？」

　理子は騒そう然ぜんとするゲート前を差し示しめす。

「いい絵が撮とれるな」

　法月はカメラマンに、その映えい像ぞうを収おさめるように指し示じした。

　言い争う理子と法月のまわりに、他の局や新聞社の連中が集まってくる。

「ニュース・ナイトタイムは、この私をレポーターに起用した。報ほう道どうの自由を、すべてに優ゆう先せんしたんだ」

「あなたの報道の自由は、ひとの気持ちや命を踏ふみ躙にじってもいいものなの？」

「その覚かく悟ごは必要だな」

　法月はうそぶく。

「過か去こ、優すぐれたジャーナリストという評ひよう価かを受けた人間は、いずれも悲ひ惨さんな現げん場ばで犠ぎ牲せい者しやを見み捨すてて報道を続けた者たちだ。極きよく端たんな話、もしここで爆弾が吹き飛んで大量の死者が出れば、俺も一流の仲間入りだ」

「あなた、本気でそれを望んでいるの？」

「おっと、それには答えられないな。報道されたくないんでね」

　法月は笑った。

　その時。

　ガッ！

　理子の鉄てつ拳けんが、法月のアゴをとらえた。

　仰のけ反ぞって倒たおれる法月。

　一いつ斉せいにフラッシュが焚たかれ、新聞社のカメラマンがシャッターを切る音がした。

　他局のカメラもこの光景の一部始終を撮さつ影えいし、その映像はリアルタイムで全国に流れた。
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　通路に出た邑お久くは、何度も携けい帯たいで影人かげとにかけていた。

「くそっ！　何な故ぜ出ない！」

　邑久は舌した打うちした。

　先ほどから、影人との連れん絡らくがつかない状じよう態たいが続いている。

　ライブは終しゆう盤ばん。

　ゲートはロックされたまま。

　邑久と祐里には脱だつ出しゆつ手しゆ段だんが必要だ。

　だが、影人は何も言ってこないのだ。

「まさか、あいつ……俺たちを見み捨すてる……？」

　邑久の胸むねのうちで、影人への疑うたがいが大きくなっていった。
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「……警けい官かんに見つかると、面めん倒どう臭くせえよな」

　茂しげるはドームの資し財ざい搬はん入にゆう口ぐちに着いたものの、侵しん入にゆうできずにいた。

　搬入口は、二重、三重に警官が囲み、そのうえ、よく見てみると警官たちも入れないようだ。

（と、なると……）

「チケット・ブース裏うらのエレベーターか……」

　ドームからやや離はなれた位置にあるチケット・ブース。

　その裏にあるエレベーターは、地ち下か駐ちゆう車しや場じようを経けい由ゆして球場の地下とつながっていた。

　茂はここでしばらく警備のアルバイトをしていた経けい験けんから、そのことを知っているのだ。

　警官だらけの搬入口から離はなれ、茂はチケット・ブースに回ることにした。

　だが……。

「……やっぱ、いるよな」

　こちらにも警官が配置されていた。

　立ち入り禁止の黄色いテープが張はられたエレベーターの扉とびらの前に二名。

　資材搬入口よりは手薄である。

「お巡まわりさん！」

　茂は息を切らせた振ふりをして、警官に駆け寄った。

「あっちにさ……」

　ナイフを持って、乱らん闘とうしている連中がいる。

　そう茂は噓うそをつき、警官たちを追い払はらった。

　ところが……。

「こっちも駄だ目めかよ！」

　警官は配置されていなかったものの、エレベーターは停止していた。

　どうやら、電でん源げんが切られているようだ。

「けっ！」

　茂はエレベーターのドアを蹴けった。

　そこに……。

「あの、君……」

　中年のサラリーマンらしい男がやってきて声をかけた。

　愛めぐ美みの父、金かね村むら健けん二じである。

「それ、使えないのかね？」

「見りゃ分かっだろ！」

　茂は凄すごんだが、健二の顔に浮うかぶ切せつ羽ぱつまった表情に戸と惑まどいを覚える。

「どうにかして動かせないか？」

　健二は尋たずねた。

「……あんた、一体何だ？」

　茂は怪あやしむ。

「刑けい事じ……、にゃ見えないけどよ」

「君に言ってもしょうがないが」

　健二はライトアップされたドームを仰あおぎ見た。

「あの中に娘むすめがいるんだ。さっき向こうの騒さわぎの様子を見てきた。爆ばく弾だんが仕し掛かけられて、観客は全員閉とじ込こめられてるらしい」

「なっ！」

　茂はこの時初めて事じ情じようを知った。

「私は娘のところに行く。行かなくちゃいけないんだ」

　健二の顔には、強い決意が見える。

「私も……」

「？」

　茂は振ふり返った。

「私も中に行きたいんだけど」

　そこには、息を切らせた女が立っていた。

　森本の秘ひ書しよ、島しま田だ則のり恵えである。

「ドームの中に、どうしても助けたい子がいるのよ」

「君は……誰だれかあそこに知り合いがいるのか？」

　健二が茂に尋ねる。

「……さあな」

　茂は頭を振った。

「警察が集まってやがるから、中はどうなってるんだって思っただけさ」

「あなたも……大切な人が閉じ込められているのね」

　則恵が、茂の目を見つめて言った。

「だったら、手を貸かして。時間がないの」

「俺は……関係ねえ」

　茂は顔をそらす。

「お願い、このままだとみんな死んじゃうのよ！」

「君、私からも頼む」

　ふと、脳のう裏りをよぎる、まだうまくいっていた頃ころの亜あ子この笑え顔がお。

　自分だけのものだと思っていた笑顔が、二度と手の届とどかない場所にいこうとしている。

「……くそっ！」

　茂は健二を突つき飛ばし、エレベーターの前に立った。

「おっさん、ここをこじ開けて、ワイヤーを伝って駐車場まで下りるぜ！　バールみてえなもん、探さがしてきな！」
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「ネズミが三匹びき……」

　茂たちの動きは、当然のことながらインクウィジターに把は握あくされていた。

　エレベーターのシャフトを下りた三人は、駐車場を抜ぬけ、真っすぐにドームの地下へ向かっている。

「予想範囲内のバグだな」

　インクウィジターは微笑ほほえみ、茂たちの映うつっているモニターを無む視しすることにした。
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「上川！」

　携帯を通じ、報ほう道どう局長は理子を怒ど鳴なりつけた。

「貴様、自分が何やったのか分かってるのか！　他局のカメラも、お前があの三流芸げい能のうゴロを殴なぐったシーンを撮とってたんだぞ！」

「分かってます」

「ニュース・ファイルのメインキャスターが、暴ぼう力りよく沙ざ汰たを起こしてよもや無事に済すむとは思っていまいな！」

「……降こう板ばんですか？」

「ふっ、冗じよう談だんではない。お前はクビだ！　明朝辞表を提てい出しゆつしろ！」

「喜んで。では、中ちゆう継けいに戻もどらせてもらいます」

　理子は毅き然ぜんとした態たい度どで携帯を切ると、カメラマンに告げた。

「吉よし永ながくん、うちはドームだけを映して！　パニックに陥おちいっている家族の人はできるだけ撮らないように！」

　他局はみな、悲ひ嘆たんに暮くれる人々を容よう赦しやなく映し出していた。

　その無ぶ遠えん慮りよな姿し勢せいに、理子は憤いきどおりを感じていたのだ。

「分かりました！」

　理子と同じ思いを抱いだいていた吉永カメラマンは、ハンディカメラをライトアップされたドームに向けた。




「くっ！」

　報道局長は受話器を叩たたきつけると、デスクから立ち上がって怒ど鳴なった。

「誰か！　手の空いてるヤツ！」

「すでに弓ゆみ塚づかを向かわせました。十五分、いえ、十分で上川と交代させます」

　次の局長の座ざを狙ねらう、社会部記者の大野が応こたえる。

「でかした！」

　局長は表ひよう情じようを和なごませて椅い子すに座すわり直すと、冷えたコーヒーに口をつけた。

「これで他局の笑いものにならずに済すみそうだな。今のうちに上川の荷物をまとめて、報道局から放り出しておけ！」
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　士し郎ろうと亨とおるがロックされた防ぼう火か扉とびらを抉こじ開けながら警けい備び室の前に着くまで、十五分以上が経けい過かしていた。

「……何時？」

「八時四十分。普ふ段だんなら、最後から二曲目ってところかな」

　士郎は手首のＧＭＴゴールドコレクションにチラリと目を遣やって応える。

「ここもロックされてんのか？」

　亨はステージ裏うらで手に入れたバールを、警備室のドアの隙すき間まにこじ入れる。

　中に入ると、コンソールパネルの前に無数のモニターが並ならんだ空間で、十人ほどの警備員が熱気に喘あえいでいた。

「空調を止められ、扉をロックされた。電話も外部に通じない」

　責せき任にん者しやらしき年長の警備員が、咳せき込こみながら士郎に告げた。

「システムがまったく作動しないんだ」

　士郎はコンソールをいじってみる。

「……本当だ。それに、ここのモニターの画が像ぞう、そのまま外部に流れているよ」

　二、三分調べて、士郎は結けつ論ろんづけた。

「インクウィジターの仕し業わざか？」

「当然そうだろ？　とにかく、ここからじゃ何もできない。何かやろうとすればたちまち彼に察さつ知ちされるからね」

「じゃあ、ヤツは外から完かん璧ぺきに、ここの警備システムを押おさえている訳わけか？」

「そういうことになるな。すべての出入口は、インクウィジターに監かん視しされていると考えていい」

「ここの装そう置ちをみんなぶっ壊こわせば……」

　と、物ぶつ騒そうな提てい案あんをする亨。

「ヤツに気づかれて、ドカンさ」

　士郎はあっさりと却きやつ下かし、さらに警備システムを調べる。

「みんなを逃がすにも、外からの救きゆう援えんを求めるにも、各ゲートの扉とびらがすべてロックされてる。システム自体を何とかして取り戻もどさないことには、手て詰づまりだね」

「お前、分かるんだろ？　やってみろよ」

「簡かん単たんに言うな。複ふく雑ざつな操そう作さを、監視カメラが切り替かわる一いつ瞬しゆんのうちにやらないとヤツに気づかれるんだ。不ふ可か能のうだね」

「……その言い方だと、何をどうすればいいかは分かっているんだな？」

「ああ」

　士郎はうなずく。

「プログラムを一部、組み替えるんだ。時間さえあれば難むずかしいことじゃない」

「……やり方、教えろよ」

　亨がコンソールの前に立った。

「トオル？」

「俺おれの指は、格かくゲーの六十分の一秒の動きに反はん応のうするんだぜ。ヤツに気づかれないうちにやってやるさ」

「お前の目の前にあるのはゲームパッドじゃない。危き険けんな賭かけだぞ」

「シロー、お前はインクウィジターと俺と、どっちの前にチップを積むんだ？」

「……五万の命がかかってる。分かっているんだな？」

　士郎はもう一度念ねんを押した。

「俺は勝算のないファイトはしないゲーマーだぜ」

　亨は不ふ敵てきに笑った。

「……説明する」

　啞あ然ぜんとする警備員たちが見守る中、士郎はなすべき操そう作さ手順をメモに書いていった。

　書きあがった数枚まいのメモが、亨に手て渡わたされる。

「いいか。キーの押し間ま違ちがいひとつで最初からやり直しになる。そうなれば、終わりだ」

「……吞のみ込めたよ」

　亨はメモを置き、コンソールのキーボードの前で目を閉じた。

「見てろよ、池袋のゲーセンで鳴らしたこのスピードを！」

　突とつ然ぜん、亨の指が目にも留とまらぬ速さで動きだした。

　キーが嵐あらしのように叩かれ、モニターのスクロールがついていかない。

　一秒……二秒……三秒。

「限げん界かいだ！　中止しろ！」

　士郎が叫さけぶ。

「もう少し！」

　亨の指は動き続ける。

　四秒……五秒……。

「……終わりぃ！」

　五秒とちょっと。

　モニターの映像が一瞬ブレ、すぐに元に戻る。

「どうだ？」

　亨は振り返った。

「完かん璧ぺきにやったぜ」

「……気づかれていない」

　士郎はコンソールを操作し、ほっとため息を漏もらす。

　システムは警備室の管理下に戻っていた。

「インクウィジターのモニターには、静止画像が映り続ける。ゲートのロックをすべて解かい除じよしても、向こうのシステムには何も表ひよう示じされない」

「じゃあ？」

「ああ。イッシンたちを呼よんで避ひ難なんを開始しよう」
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　その頃ころ。

　ＭＣのネタがなくなった宏太は、五万人大握あく手しゆ会かいを開いていた。
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「じゃあさ、あんたは自分を毛け嫌ぎらいしてる女の子のために、ここまで来たってのか？　馬ば鹿かだろ？　んな女、放っておきゃいいじゃん」

　茂は、事情を話す則恵を小馬鹿にしたような目で見た。

　三人は、地ち下か駐ちゆう車しや場じようから伸のびる関係者用の通路を進んでいた。

　大きな通路は防ぼう火か扉で遮しや断だんされているので、ダクトや、点てん検けん用の狭せまい通路を伝っての移い動どうである。

「でも、本当はいい子なのよ」

　則恵は困こまったような顔で笑う。

「私、分かるの。自分の父が再さい婚こんしたから。……私、義ぎ理りの母を憎にくんで、ずいぶんひどいことしたの」

　薄うす暗ぐらい通路を歩きながら、彼女は続けた。

「最初は私とうまくやっていこうとした母も、そのうち私を嫌うようになったわ。あの時の間ま違ちがいは、もう繰くり返したくない」

「……まあ、俺には関係ねえな」

　茂は頭を振った。

「茂くん、本当にこっちでいいのかい？」

　健二がこう尋たずねるのは、これで五度目である。

「信じろよ、おっさん。俺、前ここで警備のバイトやったことあんだ」

　茂は手を振ふり、ジャラジャラとゴールドのブレスレットを鳴らした。

「いいみたいですよ、金村さん。ほら」

　則恵は耳を澄すますように促うながした。

　遠くからかすかに音楽が聞こえてくる。

「この曲……？」

　茂は顔をしかめた。





　　本当の自分を探さがそうなんて

　　負けて　疲つかれて

　　何もかもが　ヤになった時に

　　立ち止まって　顔をそむける

　　逃げのための言い訳わけ

　　僕ぼくらは

　　走って　転ころんで

　　答えが出なきゃ

　　また立ち上がって走るだけ

　　だって　普ふ段だんは冷たい風が

　　背せ中なか押してくれることだって

　　あるんだから






「……これ、Ｓ＆Ｓのよ」

　則恵は知っていた。

「一年ぐらい前の曲だと思うけど？」

　ジョーのギターをバックに唄っているのは一心。

　宏太の握手会だけでは間まが持たないので、さり気なくフォローに回っているのだ。

「初めて聴きくよ」

　健二は聞き入った。

　愛美が好きなアイドルの歌。

　自分のような世代の人間が聞くようなジャンルの歌ではないが、嫌いやな印象はしない。

　むしろ、迷まよい続けて疲れた自分を応おう援えんしてくれているような感じさえする。

「よく分からないが……楽しそうじゃないか」

　健二は初めて、娘むすめと心が通い合ったような気がした。

　一方。

「……そうか、これがＳ＆Ｓの」

　茂はようやく、どうして亜子が今日Ｓ＆Ｓのライブに誘さそったのか理り解かいした。

　この曲は、亜子と茂がライブ会場の観客と警備のバイトとして出会った時に流れていたものだった。

（なのに俺おれは……）

　ふと、手をやったポケットに、茂は何か硬かたいものを感じる。

（これは？……そうか）

　しばらく前に突つっ込こんでいたものだったが、茂は今までまったくそのことを忘わすれていた。

　茂はそれをぐっと握にぎり締しめると、足を速めた。

（絶ぜつ対たい、助けてやる！　待ってろよ、亜子！）

「あ、ちょっと！」

「茂くん！」

　則恵と健二は慌あわてて後を追った。
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　予想の時間より数分早く、弓塚亜あ希き美みアナを乗せたバンはドーム球場前に到とう着ちやくしていた。

　理子の二年後こう輩はいにあたる亜希美は、バンから下りると真っすぐに理子の所に向かった。

　ちょうど、次のコマーシャルに入るところだ。

「随ずい分ぶんと早い到着ね」

　理子は亜希美を見ると、笑えみを浮うかべた。

「局長にしてみれば、渡わたりに船だったみたいですね」

　弓塚亜希美はうなずく。

　報道に理想を求める理子と、普段から視し聴ちよう率りつ至し上じよう主しゆ義ぎの局長。

　二人がうまくいっていなかったことは、周知の事実だった。

「やっぱりそう？」

　理子は努つとめて陽気な顔でマイクを亜希美に渡した。

　あと三十秒でＣＭ明け。

「私の戦いはここでゲームオーバー。あとは任まかせた」

「お引き受けします」

　亜希美は一礼し、マイクを握にぎるとハンディカメラの前に立った。

「三、二、一……」

　ＡＤから、キューのサインが出る。

「番組の途と中ちゆうですが、ここからは上川に代わりまして弓塚がお送りいたします」

　亜希美はドームをバックに、与あたえられた原げん稿こうを読み始める。

「現げん在ざい、ドーム球場の中ではＳ＆Ｓによるライブが続行されています。先ほどの警けい察さつの発表によると、インクウィジターと思われる爆ばく弾だん犯はんの要求に観客を勝手に外へ出してはならないという条じよう件けんがあるため、観客の救出活動にはまったく取りかかれておりません。仕掛けられた爆弾の威い力りよくも、数も、場所も依い然ぜん不明のままです」

　切り替わったカメラが映うつし出す、家族と警官が激はげしく争う様子。

「関係者一同の見守る中、爆ばく破は予告の時間であるライブの終しゆう了りようまであと一時間を切りました。現げん場ばは観客の安あん否ぴを気き遣づかう家族と警官の揉もみ合いで、パニックに陥おちいって……」

　亜希美の目に、ジャケットを羽は織おって去ってゆく理子の後ろ姿が映うつる。

　亜希美の先輩にして、ライバル。

　報道する機械であることをやめ、人間として許ゆるせない人間を殴なぐった理子。

　家族を思う気持ちを視聴率の犠ぎ牲せいにすることを否ひ定ていし、ドーム前のパニックにカメラを向けさせなかった理子。

「……パニックに陥っています。ドーム……内の観客には……」

　その理子が今、去ってゆく。

　多くのことをやり残したまま。

「観客には、状じよう況きようは知らされて……いない模も様ようで……」

　突とつ然ぜん、亜希美は原げん稿こうを投げ捨すてた。

　白い紙が飛び散って風に舞まう。

「……ここで、元ニュース・ファイルのメイン・キャスター、上川理子さんにコメントをお願いします！　上川さん！」

　亜希美は理子の背に向かって大声で呼び掛けた。

「コメントをお願いします！」

　帰ろうとしていた理子の背せ中なかに向かって、亜希美は大きな声で呼び掛けた。




「あの馬ば鹿か、何をしている！　ＣＭだ！　あの女もクビにしろ！」

　報道局では、局長が顔を真まっ赤かにして怒ど鳴なっていた。

　モニターには、マイクを理子に渡す亜希美の姿すがたが映っている。

「まださっきのＣＭから三十秒です。無理ですよ」

　局長に忠ちゆう実じつな大野も、頭を振ふるしかなかった。




「テレビの前の皆さん」

　理子は再ふたたびマイクを握にぎっていた。

「それに、ここに集まっている観客の家族の皆みなさんも聞いてください」

　亜希美の指し示じで、バンに設せつ置ちされたスピーカーから、外に向けてマイクの声が流れる。

　ドーム前の巨きよ大だいスクリーンにも、理子の姿すがたが映し出される。

「中に閉とじ込められた、五万人以上の観客のご家族の気持ちはお察しします。でも、このままではインクウィジターの思う壺つぼです。あの男の狙ねらいは、百億の身みの代しろ金きんだけじゃありません。人々の命を奪うばうこと、それ自体が彼の喜びなんです。このままパニックが続き、ご家族の皆みなさんや報道関係者がドームに傾なだれ込こめば、インクウィジターに爆破の口実を与あたえることになります」

　理子はいったん言葉を切った。

「皆さん、お願いです。冷静さを取り戻してください。もう少し、もう少しだけ待ってください。現げん在ざい、ドームの中ではＳ＆Ｓの四人がみんなの心をひとつにして、インクウィジターに立ち向かおうとしています。彼らは奇き跡せきを起こせる若わか者ものたちです。彼らを信じてやってください、お願いします」

　理子は静かに頭を下げた。

　すると……。

　警官と揉もみ合っていた男が、腕うでの力を抜いた。

　ヒステリックに泣き叫さけんでいた女が、涙なみだを拭ふいて顔を上げた。

　カメラに映りたくて騒いでいた若者たちは、唇くちびるを嚙かんで立ち尽つくした。

　ドームに潜もぐり込もうと隙すきを狙っていたカメラマンや記者たちが、恥はじ入るように後あと退ずさった。

　罵ば声せいは止やみ、ドームの周囲は潮しおが引くように整然さを取り戻していった。

「……ありがとうございます。上川理子、これで最後の仕事を終えます」

　元ニュース・キャスターは、亜希美にマイクを返した。

　期せずして、周辺に立つ他局の報道関係者の間から拍はく手しゆが沸わき起こる。

　それを規き制せいする立場の警官たちは、直立不動の姿し勢せいで敬けい礼れいを送った。
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「みんな！　ちょっと聞いて！」

　へたばりつつある宏太に代わって、士郎からの連れん絡らくを受けた一心がステージの中央に立った。

（た、助かった～）

　握あく手しゆに疲つかれた宏太が、フラフラと這はうようにしてステージに戻る。

　イッシーンッ！

　イッシンく～ん！

　一心の名を呼ぶ高い声が、観客席のあちこちから上がった。

　観客席の中には、役に立たないからと一心に控え室から追い返された茜の姿もある。

「あんまし、よくない話があるんだ」

　一心は慎しん重ちように言葉を選んだ。

「普ふ通つうなら、そろそろライブが終わりに近いってこと、みんなは分かっていると思う」

　え～っ！

　夢から覚さめたくない少女たちの抗こう議ぎの声。

　一心はステージの端はしに座すわった。

　いつもと違ちがう一心の様子に、会場が次し第だいに静まってゆく。

「落ち着いて聞いて欲ほしいんだけど、ここの会場には強力な爆ばく弾だんが仕し掛かけられているらしい」

　一部で起こる笑い。

　どうやら本気に取られなかったらしい。

「噓うそじゃないんだ」

　一心はもう一度言った。

「爆弾が仕掛けられている。だけど……」

　士郎なら、もっと間かん接せつ的な言い方で、決して観客にはショックを与あたえなかっただろう。

　一心のストレートな性せい格かくと未み熟じゆくさが出た、拙まずい説明の仕方だった。

　そもそも、人を怒おこらせたり、慌あわてさせたりするのが得意の一心に、人を落ち着かせることができる訳わけがなかったのだ。

「嫌いやーっ！」

　会場のどこかで、悲鳴が上がった。

　これをきっかけに観客席は騒そう然ぜんとなった。

「早く逃にげなきゃ！」

「誰だれか助けて！」

　我われ先さきへと出口に向かう少女たち。

　押おし合い、突つき飛ばし合い、倒たおれて踏ふまれる者も出る。

「きゃっ！」

　亜子も人の流れに巻まき込まれて、はね飛ばされた椅い子すに腰こしをぶつけた。

（駄だ目め！）

　祐里はバッグの上に覆おおい被かぶさった。

　このバッグに下へ手たに振しん動どうを与えれば、即そく、時じ限げん装そう置ちが作動するのだ。

（駄目！　爆発しないで、お願い！）

　眼鏡めがねが落ち、誰かに踏まれて割われた。

「祐里ちゃん!?」

　よろよろと立ち上がった亜子が、祐里の方に近づこうとする。

「来ないで！」

　祐里は叫さけんだ。

「来ちゃ駄目！」

「……祐里……ちゃん？」

「早く逃げて！　ここから離はなれるの！」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　亜子は祐里の前まで来ると手を差し出した。

「祐里ちゃんが逃げないなら、私も残るから……」

「亜子……ちゃん？」

「平気だよ」

　恐おそろしさで蒼そう白はくになった顔に、笑えみを浮うかべて見せる亜子。

「絶ぜつ対たいに助かるから」

「……あ、ありがとう」

　祐里は自分でも気づかぬうちに、その手を握っていた。

　一方……。

「落ち着いて！　勝手に逃げないで！」

　ステージ上から、一心は事態を落ち着かせようと何度も呼び掛けていた。

　だが、その声は少女たちの悲鳴にかき消されてしまう。

　こうなると、一心ひとりの力では、収しゆう拾しゆうのつけようがない。

　その時。

「待って、みんな！」

　二ふ美み花かがステージに駆かけ上がり、一心の手からマイクを取った。

「お願い、Ｓ＆Ｓのことが好きなみんな！　私の話を聞いて！　私、彩あや乃の二美花です！」

　よく通る二美花の声。

　だが、それでもパニックは収おさまらない。

「………」

　ドーン！

　二美花は、マイクで宏太のドラムを殴なぐりつけるようにして叩いた。

　凄すさまじい大音おん響きように、逃げ惑まどう観客の三割わり程てい度どがステージ上を振り返った。

「足を止めて、こっちを見て！」

「みんな、あの四人が好きで……大好きだから、ここに集まったんじゃないの？　だったら、最後まで信じて、火ひ之の杜もり亨と、風かざ峰みね士郎と、水谷宏太と、大地一心を！」

「……私はＳ＆Ｓを信じるわ」

　夏なつ紀きが、二美花に寄り添そうようにしてステージに上った。

「この中にも、私が撃うたれたところをテレビで見た人もいるでしょ？　あの時、Ｓ＆Ｓのみんなが私を助けてくれた。今度も、きっと助けてくれるって信じてるから」

「……わたしも信じてます」

　恥はずかしがり屋の美み紗さも、夏紀たちに並ならんだ。

（あ、あたしも上がった方がいいかな？）

　ためらった末に、茜もステージに向かう。

　だが、焦あせったもので、階かい段だんを上りかけたところで足がもつれた。

　ドテッ！

（……ううっ、格かつ好こう悪い）

　見事にコケて転げ落ちた茜は、目立たぬようにスゴスゴと席に戻った。

　しかし、逃げようとしていた少女たちは、その間に落ち着きを取り戻した。

　ステージのまわりに、声を掛け合いながらみんなが集まる。

「大丈夫！」

「絶対助かるって！」

「みんなで助かろうよ！」

「怪け我がした人や、気分の悪くなった人は？」

　会場全体の気持ちが、再ふたたびひとつになりつつあった。

　そこに、警けい備び室にいた士郎と亨が戻もどってくる。

「……あとは任まかせたわよ」

「サンキュ」

　二美花からマイクを受け取った一心は周囲を見み渡わたし、みんなに呼びかけた。

「ゆっくり、落ち着いてここを出ようぜ！　俺やシロー、トオルやコータが絶対にみんなを傷きずつけさせはしないから！」




「……あたし、Ｓ＆Ｓを手伝う。愛美は他のみんなと一いつ緒しよに逃げて」

　ステージ裏うらでは、杏子が親友を説得していた。

「どうして？　杏子が残るのに？」

「言ったでしょ、あたしは関係者なの」

　杏子は答える。

「私が逃げるのは最後。そうパパと決めたの」

「……信しん頼らいしてるんだね、お父さんを」

　愛美は杏子の顔を見上げた。

「どうかな？　でも、あたしに逃げるなって言いながら、泣いてるんだもの。応こたえようって気にもなるでしょ？」

「じゃあ、やっぱり私も手伝う！」

　愛美は杏子の腕うでをつかんだ。

「親友が命を張はろうっていうんだもの。負けられないって気にもなるでしょ!?」







　逃走　ライブ終了前後から深夜







　ライブ終しゆう了りよう予定時間の十五分ほど前……。

　パン・イーストの取引銀行から、百億を積んだ現げん金きん輸ゆ送そう車しやが出発しようとしていた。

　ドーム球場から銀行までは、ほぼ五、六分。

　そのため、警けい戒かいは意外と手て薄うすだ。

　警備員、白バイの警官など、二十数名が見守る中、ジュラルミンの現金ケースと警官二名を積んだ輸送車の後部ドアが厳げん重じゆうにロックされる。

　ドライバーが乗り込み、続いて刑けい事じがひとり、助手席に着いた。

　エンジンがかけられ、白バイ、ホンダＶＦＲ７５０Ｐの先せん導どうで輸送車はスタートする。

　だが……。

「どうした!?」

　見送る所しよ轄かつの刑事が声を上げた。

　現金輸送車は突とつ然ぜんスピードを上げて、左右の白バイを弾はじき飛ばしたのだ。

　強ごう盗とうの襲しゆう撃げきにも耐たえるよう頑がん丈じようにできている輸送車は、警官ごと白バイを轢ひき潰つぶす。

　人間が引き千ち切ぎれる嫌いやな音。

　銀行の駐ちゆう車しや場じよう内ないを走りながら、輸送車は次々と警官や警備員を轢き倒していった。

「やめろ！」

　助手席の刑事が、ドライバーを止めようとする。

　プスッ！

　消音器付きのトカレフの弾だん丸がんが、刑事の額ひたいに小さな穴あなを開けた。

　ドライバーは続いて、後方の小窓に銃口を差し入れ、中にいた警官二人を撃ち倒した。

「我われながら、鮮あざやか」

　アレクセイは最後に残った警官を壁かべと車体の間に挟はさんで潰すと、変へん装そうのための帽ぼう子しと眼鏡めがねを外した。

　本来のドライバーは、すでに銀行のトイレで心しん臓ぞうを撃うち抜ぬかれている。

　インクウィジターと落ち合う場所をめざし、アレクセイはアクセルを踏ふんだ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「警けい視し！」

　結ゆう城き政まさ宗むね警視のもとに輸送車強ごう奪だつの報ほうが入ったのは、強奪発生の十五分後、ちょうどライブが終了する予定の時じ刻こくだった。

「なっ！　非ひ常じよう線は！」

「間に合いませんでした！」

「完かん璧ぺきな計算っスね」

　と、乾いぬい警けい部ぶ補ほ。

「ついていただけだ」

　結城は唸うなる。

「そうスか？　こっちの配備人数や警備体勢、完全に読まれてる気がすんスけど？」

「こっちの避ひ難なんを優ゆう先せんさせましょう」

　玲れいが眉まゆをひそめる。

「これで、インクウィジターには爆ばく破はを待つ必然性はなくなった。いつ、プルトニウムを飛び散らせても、おかしくない」

「一か八か、解かい体たい班はんを突とつ入にゆうさせるしかないっしょ」

　と、乾。

「警察が動くのは危き険けんだ。僕ぼくが行きますよ」

　玲は頭を振ふった。

「ちょい待ち。あんた、推すい理りはともかく、爆弾解体にゃシロートっスよね？」

「力強い友人がいます」

　玲はモバイルを開き、ラショーモンとコンタクトを取った。

　液えき晶しよう画が面めんに彼からのメールが映うつし出される。




　こっちは準じゆん備びいいぜ

　爆弾を見つけたら

　映えい像ぞうを添てん付ぷして送ってくれ




「……なるほどね。けど、中に入る方法は？」

「もう少し待ちましょう。Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリーがきっと何か方法を見つけるはずだ」

　と、玲が言った時。

「おい、あれ！」

　結城が声を上げた。

　ゲートが次々と開き、観客たちが飛び出してきた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「慌あわてんなよ！　走らなくても十分間に合うぜ！」

　亨は退たい避ひする女の子、ひとりひとりの肩かたに手を置いて、誘ゆう導どうしていた。

　女の子と一対一なら完全にアガり切って、顔が真まっ赤かになる亨だが、相手がファンなら結けつ構こう落ち着いて対たい応おうできるのだ。

　亨の左右のゲートでは、それぞれ、茜とジョーが誘導に当たっている。

　夏紀と二美花、美紗も加わり、スタッフも総そう出での脱だつ出しゆつ作戦である。

　その人の流れの中に、地下から上がってきた茂たち三人の姿すがたもあった。




「良かった、ゲートが開けられたみたい」

　則のり恵えが安あん堵どのため息をついた。

「ああ。あとは亜子たちを見つけるだけ……」

　そう言いかけて、茂は言葉を切った。

「どうした、茂くん？」

　健二は足を止めた茂に声をかける。

「いや……」

　茂はいったん頭を振ったが、考え直して告げた。

「あいつ、何かおかしくねえか？」

　彼がアゴで示しめしたのは、祐ゆ里りのところに向かおうとする邑お久くの姿だった。

　邑久は人の流れとは逆ぎやくに、アリーナに向かっている。

「警けい備び員いんでしょう？」

　と、則恵。

「違ちがうぜ。あいつの目は……」

　茂は、今の邑久と同じ目を見たことがあった。

　ストリートで金を脅おどし取れそうな高校生を見つけて、リンチにかけた時。

　数人でそいつを足あし蹴げにしていたら、突とつ然ぜんナイフを取り出して振り回し始めたことがあったのだ。

　一見真ま面じ目めそうな高校生が見せた血走った目。

　あれは、追おい詰つめられた人間が、必死になって反はん撃げきしようとする時の目だった。

（あいつを……放っておくとマズい）

　茂は邑久の方に向かって走り出していた。

「し、茂くん！」

　止めようとする健二と則恵。

「おっさんたち、悪いな。今は俺の勘かんを信じてくれ」

　テロリスト邑久信介を追って、茂たちはアリーナに向かった。




　邑久信介は、怒いかりと絶ぜつ望ぼうで手の震ふるえを止めることができなかった。

　影人かげとと連れん絡らくがつかない。

　避難が始まったということは、身みの代しろ金きんが払はらわれたということ。

　それなのに、影人はコンタクトを取ろうとはしない。

　考えられる結けつ論ろんはひとつ。

　金を持って、逃げたのだ。

　自分の取り分は、十億円のはず。

　それが全くのタダ働きとなったのだ。

「このままアイツを逃がしてたまるか……」

　邑久はつぶやいた。

　あれを作動させてやる。

　あのプルトニウム散開爆弾でここを汚お染せん地帯にしてしまえば、警察は全力を挙げて影人を追うだろう。

　ただ、あのバッグを蹴るだけでいい。

　それで、振しん動どうセンサーが反はん応のうし、爆弾は爆発する。

　すでに自分の命など、惜おしくはなかった。

　影人を捕とらえさせるためならば。




「あんた、ちょっと待てよ！」

　アリーナへの扉とびらの前で茂が声をかけると、警備員の制せい服ふくを着た邑久は振ふり返った。

「何だ？」

「……あんた、警備員じゃないだろ？」

「邪じや魔まだ」

　邑久の手に、登山用のナイフが握にぎられた。

　普ふ段だんなら決してそうした動きを見み逃のがさない茂の注意力は、亜あ子このことを考えるあまり、疎おろそかになっていた。

　ナイフはスッと茂の脇わき腹ばらを貫つらぬいた。

「……え？」

　それほど、痛みは感じなかった。

　だが、腹ふく部ぶから熱いものが流れでると同時に、全身の力が抜け始める。

　茂はガクッと膝ひざから落ちると、仰あお向むけになって喘あえいだ。

「茂くん？」

　後方にいた健二と則恵は、一いつ瞬しゆん何が起きたか理り解かいできなかった。

　だが、鮮せん血けつが床ゆかに広がり始めると、則恵の口から悲鳴が上がった。

「きゃああああっ！」

　その悲鳴を、通路に出ていた一心と亨が聞きつけた。

「どうした！」

　駆かけ寄よる二人。

「そ、そいつが！　茂くんを刺さした！」

　健二は逃とう走そうしようとする邑久の背せ中なかを指さした。

「……！」

　一心はベルトからピックを抜くと、邑久の足首を狙ねらって投げつける。

　ビュッ！

　ピックは正せい確かくに右足首に命中し、邑久は倒たおれた。

「逃がすかよ！」

　起き上がろうとする邑久に亨が飛びかかり、手にしたナイフを蹴けり飛ばす。

　ガッ！

　血ち染ぞめのナイフは、壁かべのポスターのパネルに突つき刺さった。

「こいつ！」

　亨は膝ひざで邑久の頭を床に押しつけ、同時に腕うでを捻ひねり上あげた。




「……ちくしょう、腹はら痛いてえよ」

　茂は寒さに震ふるえていた。

「茂くん」

　健二がその身体からだを抱だき起こす。

「おっさん」

　茂は、ジーンズのポケットからシルバーのリングと写真を取り出した。

　写真は一年前、亜子と一いつ緒しよにこの近くの遊園地で撮とったものだ。

「これ、その写真の子に渡わたしてくれ。狩野かのう亜子っていうんだ」

「しっかりしろ！」

　健二は茂の身体を揺り動かしたが、腹部を真まっ赤かに染めた茂の震えは止まらなかった。

「先週、そいつの誕たん生じよう日びでさ。……けど、すっかり忘れて……渡し損そこねちまった」

「自分で渡すんだ！　その子に会うために、ここに来たんだろう！」

　だが、すでに健二の声は、茂には達していない。

「……格かつ好こうわりいよなあ。……マジ痛くて泣きそうだぜ」

「格好悪くなんかない！　格好悪くなんかない！」

「亜……子……」

　茂の瞳どう孔こうが光を失った。

「……！」

　健二はギュッと目を閉とじ、顔を伏ふせた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「救急車を用意しろ！　いや、それじゃ間に合わん！　テントを設せつ置ちして、救急隊員を配はい備びしろ！」

　観客がゲートから無事に現あらわれるのを見て、結城警視は張はり切っていた。

「国こく際さい的テロは、この結城政宗が防ふせいだ！　警けい視し庁ちようの機動力に、インクウィジターは屈くつしたのだ！」

　ようやく設せつ営えいが終わった臨りん時じ対たい策さく本部のテントの前では、爆発物処しよ理り班はんがミーティングを行なっている。

　あと数分でドームに突とつ入にゆうし、解かい体たいにかかるはずである。

「……馬ば鹿かをつけ上がらせちまったスかね？」

　乾警部補は汗あせと埃ほこりで汚よごれた髪かみをポリポリと搔かくと、ニコルの方を振り返った。

「なんか、ご機き嫌げん斜ななめっスね？」

「玲に置いてきぼりを食ったからよ」

　かおるが笑う。

「一緒に中に行きたかったんでしょう？」
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「……レイの薄はく情じよう者もの」

　ニコルは唇くちびるを尖とがらせた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「一体どういうことなんだ？」

　健二と則恵に向かって、一心は尋たずねた。

「彼は？」

　一心は茂の遺い体たいを視線で示しめす。

　避ひ難なんする女の子を驚おどろかさないよう、通路の隅すみの目立たぬ場所に置かれた亡なき骸がらには毛布がかけられていた。

「友人だよ」

　嗚お咽えつする則恵に代わって、健二が答えた。

「私たちは三人とも、大切な家族や友人を探さがすためにここに来た。茂くんは、その男が気になったらしく声をかけたんだ」

「そうか……」

　一心は邑お久くの方を振ふり返る。

「お前、インクウィジターの一味だな？」

　邑久は無言で答えない。

「……とにかく、あなたたちは友達や家族を探さがしに行ってください」

　遅おくれてやってきた士郎が、健二に言った。

「しかし、茂くんをこのままには……」

「彼のことは任まかせて」

　うなずいた士郎は声をひそめる。

「それに、あの人を死体のそばに置いておくのは良くないでしょう？」

　うちひしがれた様子の則恵が、健二の目に入る。

「そうですね。では、お願いします」

　健二は則恵の肩かたを支ささえながら、その場を去った。

「……で、どうするんです、この人？」

　宏太が腕組みをして邑久を見下ろす。

「警察に引き渡す前に、聞き出せることあるんじゃないか？」

　亨が提てい案あんする。

「あのな、お前は推すい理りアドベンチャー・ゲームのやり過すぎだっての。俺おれたちは一いつ介かいの高校生だぜ。これ以上犯はん罪ざいに首を突っ込むのはごめんだ」

　一心は頭を振った。

「あの、僕ぼくは中学生ですけど」

　と、宏太が口を挟はさむ。

「……君は数に入ってないようだね」

「ううっ」

　士郎の一言で宏太は撃げき沈ちんした。

　その時である……。

「意外に整然と避難は進んでいるじゃないか」

　背はい後ごで声。

「これじゃ外で騒さわいでる大人おとなの方が見苦しいよ」

「どわっ！」

　一心は飛び上がった。

　いつの間にか、そこには玲が立っていた。

「……一心、リアクションが女郎花おみなえし君に似にてきたぞ」

　玲は肩をすくめ、茂の遺体を見る。

「これは？」

「この男が突とつ然ぜん、刺さしたらしい」

　縛しばり上げた邑久を目で示し、士郎が説明した。

「なるほど」

　玲は邑久の顔を見た。

「あなたが、爆ばく弾だんの製せい作さく者ですね」

「……どうしてそう思う？」

　邑久は玲に興きよう味みを抱いだいたようだった。

「あなたのことを、爆弾を運んできただけの人間と考えるのには無理があるからですよ。最初の二回の爆弾事件の現げん場ばは、あなたのような年ねん齢れいの男性が違い和わ感なく歩ける街じゃない。インクウィジターの犯罪傾けい向こうを考えれば、実行犯はおそらく女郎花くんたちと同年代の女の子のはずだ。ただし……」

　玲は続ける。

「今回はそれまでの二件とは爆弾の質しつが違ちがう。あなたは慎しん重ちようを期きし、ギリギリまでセンサーやトラップの調整をするために自らここに乗り込んで来ざるを得なかった。あなたは旧きゆう左さ翼よく系けいの元学生運動家といったところだろう。四半世紀前の連続企き業ぎようテロ犯人と同年代だからね」

「過か去こを清算し損そこねた亡ぼう霊れいさ」

　邑久は自じ嘲ちようした。

「爆弾の場所を教えてくれませんか？」

「聞いてどうする？」

「爆発物処理班を呼よびますよ」

「それをあいつが許ゆるすかな」

　邑久は笑った。

「いいだろう、場所だけは教えてやる。ただし、運んでどこかに捨すてようとするなよ。たちまちドカンだ」

「どこです？」

「アリーナの座ざ席せきの下のバッグの中だ。ちょうどドームの中心だよ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「杏子ちゃん！」

「愛美！」

　則恵と健二は、ようやく二人の姿すがたを見つけ出した。

　杏子たちはＳ＆Ｓやスタッフを手伝って、観客の誘ゆう導どうをしていたのだ。

「……え？」

　父の秘ひ書しよを見た杏子は、戸と惑まどいの色を隠かくせない。

　則恵は、ここに爆弾が仕し掛かけられていることを知っているはずだ。

　命に関わる危き険けんがあることを知っていて、なぜここにいるのだろう？

「……則恵……さん？　どうしてここに？」

「決まってるでしょ！」

　則恵は杏子を抱だき締しめる。

「……決まってるじゃない」

　則恵の声は震ふるえていた。

　それは決して、ご機き嫌げん取りの演えん技ぎではなかった。

「あたしがあなたのこと、嫌きらってるって知ってるくせに」

　杏子は目を丸くしたままだ。

「なんでよ？」

　本当は、答えは分かっていた。

　則恵が打算なく、自分のことを考えてくれている人間だということが。

　ただ、今まではそれを認みとめる勇気がなかっただけ。

　本当に嫌けん悪おしていたのは、そんな則恵を認めようとせず、それでいて甘あまえて利用した自分の醜みにくさだったのだ。

「則恵さん……」

　杏子は母のぬくもりを感じさせる女性の腕うでの中で、涙なみだがあふれかけた目を閉とじた。

　一方……。

　健二と愛美は、一定の距きよ離りをとって向き合っていた。

「来て……、くれたんだ」

「ちゃんと謝あやまろうと思ってな」

　健二は少し、照てれ臭くさそうに言った。

「いいよ」

　愛美は首を振る。

「本当は知ってる。父さんだって、苦しかったんだって」

「お前を苦しめるべきじゃなかった」

「家族だもん。辛つらい時は一いつ緒しよだよ」

「ありがとう」

　健二は約十年ぶりに、娘むすめに手を差し出した。

「さあ、帰ろうか？」

「うん」

　愛美は健二の手を取った。

　その時。

「……それは？」

　健二が左手に握にぎり締しめた写真とリングを、愛美は見た。

「私を……勇気づけてくれた友人のものだよ。これを、渡わたすべき人がいるんだ」

　健二は熱くなる目め頭がしらを押おさえずにはいられなかった。
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「みなさ～ん、落ち着いて。急がないで、走っちゃ駄だ目めだよ～」

　二十一番ゲートのところで誘ゆう導どうに当たっていた美紗は途と方ほうに暮くれていた。

「駄目だって言ってるのに～」

　普ふ段だんから引っ込み思案で、目立つことが苦手な美紗である。

　大きな声を張はり上げて人に命令するのは初めての経けい験けんだ。

　観客の少女たちも、はっきりしない美紗の指し示じに戸惑い、混こん乱らんしていた。

　みんな自分が先に出ようと押おし合い、一部では怒ど鳴なり合う声も聞こえる。

「困こまったなあ～」

　ゲート前で観客が滞とどこおっているのを見て、美紗はため息をついた。

　この二十一番ゲートだけ、ほとんど脱だつ出しゆつが進んでいないのだ。

「……だいぶ、まいってるみたいだな」

　と、そこにやってきたのはクライング・クライストのジョーである。

「ジョーさ～ん」

　美紗はウルウルとした瞳ひとみでジョーを見上げる。

「私、どうすればいいんでしょ～？」

「おいおい、そんな目で俺おれを見るなよ」

　ジョーはギターを持つと、静かにつま弾びいた。

　流れ出したのは『奇き跡せきのレジェンド』のメロディ。

　バラード風にアレンジしたＳ＆Ｓの曲だ。

　アンプにつながってもいないセミ・アコースティックのギターの音は、騒さわがしいロビーに静かに浸しん透とうしてゆく。

「あれ？」

「この曲……」

　ギターの音に気がついた少女たちは、焦あせって逃げようとするのを止めて耳を傾かたむけた。

　イラついて険けわしかった少女たちの顔が穏おだやかになり、隣となりの人間に道を譲ゆずる余よ裕ゆうも生まれる。

「慌あわてちゃ駄目だよね？」

「うん、ゆっくりいこう」

　顔を見合わせた少女たちは整然と行動し始め、滞っていた流れが再ふたたび動き始めた。

「……噓うそ？」

　美紗は目を丸くした。

「みんな、落ちつきゃこんなもんだぜ」

　ジョーはくわえ煙草たばこでニッと笑った。

「すごい説得力ですね、ジョーさんのギター」

　美紗は心から感かん嘆たんした。

「まあ、長いことやってるからな」

　ジョーは照れたように鼻の頭にしわを寄せる。

「……あの、失礼なことを聞いていいですか？」

　美紗は怖おず怖ずと尋たずねた。

「どうして、まだこんなに弾けるのにイッシンくんたちのバックバンドを？」

「そりゃあな、お嬢じようちゃん」

　ジョーは目を細め、弾き続ける。

「あいつらなら、俺たちがやり残したことをやってくれそうな気がするからだよ。俺や仲間は、俺たちがガキの頃ころに一番嫌きらっていたタイプの腐くさった惨みじめな大人おとなになっちまった。だがな、あいつらなら、違う大人になってくれるような、そんな予感をビンビン感じるんだ」

「……それ、分かるような気がします」

　美紗は微笑ほほえみ、小さくうなずいた。

「結局、俺たちはあいつらと同じ夢ゆめを見たいんだよ」

　そう言ったジョーの横顔は、くたびれた中年のものではなく、トップスターだった頃の若わか々わかしい野や性せいの輝かがやきを取り戻していた。
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「はいはい、駆かけ出さないで！　大だい丈じよう夫ぶ、みんな逃にげられるから！」

　ゲートに向かって走りだしそうな女の子たちに向かって、茜は怒ど鳴なり続けていた。

　すでに五万人の半分ぐらいは脱出しているはずだが、まだまだ人の流れは途と絶だえそうにない。

（こ、こいつら、Ｓ＆Ｓに言われれば素す直なおに動くくせに、あたしの言うことなんか聞いちゃいない！）

　ストレスで胃がキリキリと痛いたむ。

（ううっ、少し休みたい）

　茜は壁かべに寄より掛かかった。

　すると……。

「……ふがっ！」

　彼女の口を、何者かの手が覆おおった。
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「近寄らないで！」

　すでにアリーナには、観客はほとんど残っていなかった。

　祐里と亜子だけが、ポツンとその中心にいた。

　だが……。

「近寄らないで！　ここにあるのは爆ばく弾だんよ！」

　祐里は叫さけんだ。

　その足元には、邑久が言った通りのカンバス地のバッグがある。

「知ってるって！」

　亨が慎しん重ちように距きよ離りを詰つめながら、うなずく。

「だから、君らも早く逃げろって！」

　一方、士郎は静かに祐里の背はい後ごに回り込む。

　下へ手たに興こう奮ふんさせて、バッグを蹴けるようなことがあれば、Ｓ＆Ｓの死し亡ぼう記事が明日の紙面を飾かざることは間ま違ちがいない。

「放っておいてったら！　私はここで死ぬんだから！」

「あのなっ！」

　一心は怒ど鳴なった。

「お前、自分のやってることが、どれだけ迷めい惑わくか分かってんだろうな！」

「……祐里ちゃん、ねえ、行こうよ」

　亜子も、そっと肩に手を置き、この場を動こうとしない少女を説得する。

「駄だ目めなの！」

　祐里は激はげしく頭を振ると、しゃくり上げた。

「私は、ここまで爆弾を運ばされたの！　人殺しの共きよう犯はん者しやなのよ！　原宿のも、その前の爆弾も、私が置いたんだから！」

「マジかよ」

　つぶやく亨。

「祐里ちゃん？」

　寄り添そっていた亜子も啞あ然ぜんとなった。

「……だが、それは君の意志に沿そったものではない」

　玲が優やさしく語りかける。

「君は中身を知らずに運んだ。そうだろう？」

「そうよ！　でも、そんなこと、誰だれも信じてくれない！」

「信じるさ。それがインクウィジターのいつものやり口だ」

「……もう手て遅おくれよ」

　祐里は亜子の身体からだを押おした。

「ここから離はなれて。死ぬのは私だけでいいんだから」

　その時だった。

「……ふ、ふざけんなよ！」

「ちょっと待て！」

　士郎が止める間もなく、一心が飛び出していた。

「あわわっ先せん輩ぱいがキレたーっ！」

　宏太が顔を覆う。

「俺はな！」

　一気に近寄った一心は、祐里の腕うでをつかんだ。

「男だろうと、女だろうと、てめえみたいに自分を哀あわれんでグズグズしてるヤツが大っ嫌いなんだよ！」

「あの、イッシン……くん？」

　その剣けん幕まくに、亨までが引く。

「死にたいだって？　結けつ構こう！　ここで跡あと形かたもなくふっ飛んじまえ！　その代わり、他のヤツを巻まき込こむんじゃないぞ！」

　一心は乱らん暴ぼうに腕を引っ張り、祐里の顔を爆弾の方に向けた。

「ここにいる全員が出てったら、この俺がその爆弾、蹴っ飛ばしてやる！　道連れにすんなら、俺ひとりで満足しろ！」

「……なぜ？」

　祐里は、信じられないという表ひよう情じようで一心の瞳ひとみを見た。

　怒いかりと同居する、優やさしい色。

　祐里は一心の言葉がハッタリでないことを理り解かいする。

「あなたは……死ぬの恐こわくないの？」

「そりゃお前だって同じだろうが？……それにひとりで死ぬのって、やっぱ淋さびしいだろうしな」

　一心は大きく息をつき、手を弛ゆるめた。

「付き合ってやるよ、俺ひとりでいいんなら。だから、みんなを巻き込むなよ」

「……！」

（そうか。この人、知ってるんだ。私が毎日毎日、感じていたのと同じ淋しさを）

　違ちがうのは、一心が一いつ瞬しゆん一瞬を燃ねん焼しようし尽つくして生きていること。

　自分が殻からに閉とじこもり、嫌なもの、嫌いなものから顔を背そむけている間に。

　そう気づいた瞬間、祐里の身体からだから緊きん張ちようが抜ぬけた。

「………ごめんなさい」

　祐里は、一心の胸むねに崩くずれ落ちる。

「本当にごめんなさい」

「……死ぬの、やめたのか？」

　一心は祐里の頭をポンと叩たたく。

「もういいの。ちゃんと自分のやったことに向き合うから」

　祐里はもう泣かなかった。

　その肩かたを亜子が抱だき締しめる。

「君、この子を連れていってくれないか？」

　士郎が亜子にささやく。

「ええ」

　亜子はうなずき、祐里を立たせた。




「よし、あとは爆発物処理班を待つだけだな」

　祐里の背中を見送ると、一心は宣せん言げんした。

　だが……。

「何が待つだけだ！　このドアホ！」

「死ぬかと思ったじゃないか！」

「先せん輩ぱいと一いつ緒しよだと、命が幾いくつあっても足りませんよ！」

　当然のことながら、一心は他のメンバーの集中放火を浴びた。
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「さて、ここまでは計画通り」

　影人こと、インクウィジターはホテルの駐ちゆう車しや場じように戻ると、地味な色の四よん駆くに乗り込んだ。

　部へ屋やに置いてあったパソコンは、ほとんどが後部座ざ席せきに移うつしてある。

　メスを突つきつけられ、ここまで一緒に歩いてきた茜は、助手席に押おし込まれる。

「少しでも騒さわげば、顔を切り刻きざむ。最初は鼻を落とし、次は耳だ。目ま蓋ぶたと唇くちびるは一緒に切り取り、その口に押し込んでやろう」

　メスの先せん端たんが、茜のこめかみに小さな傷きずをつけた。

　鮮あざやかな赤色の血が、ひとすじ流れる。

「そうなれば、大地一心さえ二度とお前の顔は見たがらないだろうよ。言う通りにするだろう？」

　茜は小さくうなずいた。

「いい子だ」

　インクウィジターは素す早ばやくパソコンを操そう作さした。

「ラウンド２、スタート！」




　その瞬しゆん間かん。

　ドームのゲートが再ふたたびロックされ、時じ限げん装そう置ちのカウントダウンが始まった。
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「今度は何だ！」

　結城警視は髪かみを搔かきむしった。

　整然と避ひ難なんが続いていたドームが、また騒さわがしくなり始めた。

　警官が走り回り、特とく殊しゆ車両がゲートに急行する。

　飛びかう罵ば声せいと鳴り響ひびくサイレン。

　情じよう報ほうが錯さく綜そうし、なかなか結城のところまで上がってこない。

「ゲートがまた閉とじちゃって、中にかなりの人間が取り残されちゃったみたいっス」

　ようやく、報告を受けた乾警部補が告げた。

「なんか、ヤバい感じっスよ」

「ば、爆ばく発はつ物ぶつ処しよ理り班はんは？」

「まだ入っていないっス」

　乾の声が緊きん張ちようを帯びる。

「今、爆破装置が作動したら……一万人がプルトニウムを浴あびて」

「レイとイッシンはまだ中よ！」

　ニコルが蒼そう白はくになった。

「二人が！　二人が死んじゃう！」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　かおるはその肩かたを抱だきしめた。

「あの二人は……きっと切り抜けるから」

「でも！」

「しぶといのよ、あいつら」

　かおるはニコルをあやすように金きん髪ぱつの頭を撫なでる。

「知っているでしょう？」
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「……作動し始めたな」

　カウンターが動きだすのを見て、玲は静かに告げた。

「僕ぼくを確かく実じつに招まねき入れるため。なるほど、考えたものだ」

「おい！」

　一心は邑久の胸むな倉ぐらをつかんだ。

「こいつの解かい体たい方法を吐はけよ！」

　邑久は無言で顔をそらす。

「てめえ！」

「無む駄だだ、一心」

　玲は言った。

「彼は自分が死し刑けいに値する罪つみを犯おかしたことを自覚している。今ここで死んでも構かまわないと思っているんだよ」

「……人間の屑くずだな」

　一心は邑久を突つき飛ばした。

「解体班は外。逃げ遅おくれたＳ＆Ｓファンはまだ一万人以上残っている。僕が解体するしかないな」

　玲は工具セットを取り出した。

「んなもん、持ち歩いてるのか？」

「まさか。今日だけだよ」

　玲はモバイルで、ラショーモンと連れん絡らくを取る。

　ドームの中は電波の状じよう態たいがよくない。

　リダイヤルまでの時間を最短に設せつ定ていする。

「とはいえ、一度切れたら終わりか」

　白い手てぶ袋くろをしながら、玲はつぶやいた。

「一心、みんなを遠ざけてくれ」

「お前だけを置いて行けって言うのかよ!?」

「……知ってるだろう？」

　玲は一心を振ふり返った。

「僕はもう、一度浴びているんだ」

「玲……」

　一心はうなずいた。

「コータ、トオル、シロー！　お前ら、下がって片かたっ端ぱしから防ぼう火か扉とびらを閉しめろ！　プルトニウムが散乱する範はん囲いを、最さい小しよう限げんに食い止めるんだ」

「お前は？」

　と、亨が尋たずねる。

「俺おれもすぐに行く！」

　一心は手を振って、仲間を追い払はらう。

「じゃ、夏紀たちを頼たのんだぞ。……アカネは？」

「そういえば、姿すがたが見えないな」

　士郎があたりを見み渡わたす。

「もう球場から出たんじゃないですか。あの先せん輩ぱい、ツイてますね～」

「途と中ちゆうに引っ掛かかってたら……、アイツも頼むぜ」

「……分かったよ」

　士郎は一心の肩を叩たたき、他ほかの誰だれにも聞こえないようにささやいた。

「死ぬなよ」

「ああ」

　一心を除くＳ＆Ｓのメンバーと仲間たちは、邑久を連れて散っていった。

「……ここを去る気はないのか？」

　カンバス地をカッターで慎しん重ちように切り裂さきながら、玲は一心に話し掛けた。

　振しん動どうを与あたえないように布ぬのを取り去ると、プレステよりやや大きいぐらいの金きん属ぞく性せいの箱が見える。

　玲は光学センサーが存そん在ざいしないことを確かく認にんすると、ドライバーで上うわ蓋ぶたのネジを均きん等とうに緩ゆるめてゆく。

「十年前の再さい現げんは嫌いやだ」

　玲の隣となりに座すわって、一心は頭を振った。

「あん時、俺を助けたお前だけが事じ故こに巻まき込こまれ、二度と太陽のもとに出られなくなった。オヤジとかおるは、お互たがいに自分を責せめて離り婚こん。家族はバラバラだ」

「僕のせいだよ」

　玲は爆破装置の上蓋を一ミリずつ上げてゆく。

　案の定、トラップのコードが蓋の裏に見える。

　ラショーモンの指し示じに従い、玲はそれを切せつ断だんする。

「お前まで自分を責めるなって。やっと俺は、あの時の悪夢を見なくなったんだぜ」

　一心はデジカメで爆弾の内部構こう造ぞうを撮さつ影えいした。

　内ない蔵ぞうされたタイマーは、あと四分十一秒を示している。

「強いな、一心は」

　微笑ほほえむ玲。

　デジカメの映えい像ぞうが、ラショーモンに送られる。




　なかなか古風な仕掛けだが

　破壊力はオクラホマ連れん邦ぽう政府ビルのヤツに匹ひつ敵てきするぜ

　もし、そのプルトニウムが本物なら

　臨りん界かいを起こす可か能のう性せいはかなり高い




　ラショーモンからメールが返ってくる。

「なんて言ってる？」

　一心が尋ねた。

「これはちょっとした核かく爆ばく弾だんだってさ」

　と、玲はこともなげに告げる。

「やれやれ」

　一心は横になった。

「終わったら、起こしてくれ」

「ああ」

　玲は慎重、かつ速すみやかに、ラショーモンの指し示じ通りにトラップを解かい除じよしてゆく。

　パチ。

　コードが切断される。

　ラショーモンによると数十本が絡からみ合うように配線されたコードには、かなりの確かく率りつでトラップが含ふくまれている。

　間ま違ちがえてそれを切断すれば、その瞬しゆん間かんに爆弾が炸さく裂れつする。

　その際さい、青い閃せん光こうが見えれば、臨界の始まり。

　多量の放ほう射しや能のうが周囲数キロを確かく実じつに汚お染せんするのだ。

　パチ。

　また一本、無事にコードが切られる。

　これですべてのセンサーが解除された。

　中心に見えるソフトボール大の球体がプルトニウムの容よう器き。

　まずはそれを切り離はなすことだ。

　ラショーモンのメールが伝える。

　赤いデジタルの数字が、あと二分三十秒を切った。

　球体を固定している止め具のネジを、落とさぬように静かに外し、さらに三本のコードを切る。

　さらに四十二秒が経けい過か。

　玲の手にプルトニウムの容器が握にぎられる。

「一心」

　玲は声をかけた。

「終わったのか？」

「まだだ。これをなるべく遠ざけてくれ。爆発の影えい響きようを受けない場所まで」

「分かった。……刺し激げきは与あたえない方がいいよな？」

「できるだけ」

「じゃあ、ベンチの陰かげかな」

　一心はプルトニウムをそっと受け取ると、小走りで離れた。

「あとは時限装置か……」

　残るコードは五本である。




　普ふ通つう、こういう場合は赤と青の二本が残って

　二者択たく一いつとなるんだが

　作った野や郎ろうはよっぽどのひねくれモノだ

　正せい解かいは一本

　残りはトラップ

　どれがビンゴか

　映像じゃ分からん

　幸運を祈いのる




　ラショーモンは告げた。

「……僕ぼくは運には頼たよらないよ」

　よく見ると、コードの基き部ぶには一文字ずつ小さなアルファベットが打ってある。

　それぞれ、Ｇ、Ｈ、Ｏ、Ｓ、Ｔ。

「ゴースト、亡ぼう霊れいか……」

　玲は、邑久の顔を思い浮うかべる。

　丁てい寧ねいな各部の作りから見て、彼は慎しん重ちような爆弾の製せい作さく者しやだ。

　トラップのコードも、自分だけは決して間違えないよう、文字を刻きざんだのだろう。

　だが、どの文字が正解だろう？

　あと一分。

　過か去こを清算し損そこねた亡霊。

　そう邑久は名乗った。

　あと四十五秒。

　過去の、何だろう？

　あと三十秒。

「過去の……罪つみか!?」

　罪はシン。

　ＳＩＮだ。

　あと十五秒。
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　玲はニッパーでＳのコードを挟はさむ。

　本当に間違いはないだろうか？

　もう一度、コードをよく見る。

　根こん拠きよは邑久の言葉だけ。

　あとは邑久という人間を、玲が信じるかどうかだ。

「……そうだね。あなたは本当は誰だれかに罪を止めてほしかったんだ」

　パチリ。

　Ｓのコードが切断された。

　タイマーのデジタル数字は、あと二秒を残して停止した。
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「やあ、初めまして」

　インクウィジターに引きずられる茜を見て、アレクセイは冷たい笑えみを浮うかべた。

「察するに、君がアカネ・オミナエシだね？」

「あなたは？」

　茜は、自分の手にキスをする東とう欧おう系けいの美青年に向かって尋たずねた。

「インクウィジターのサポーター。そう思ってくれて構かまわないよ。……それとも、ビジネスのパートナーかな？」

「我われ々われの収しゆう穫かく物ぶつは？」

　アレクセイの言葉をつまらないジョークと思ったのか、インクウィジターは軽く聞き流した。

「そっちのニッサンに移うつしておきましたよ」

　アレクセイは視し線せんで黒い国産のバンを示した。

「それから、組織の取り分はもう受け取りましたから」

「早いね。……約束の祝しゆく杯はいは？」

「モスクワに最高のシャンパンを用意しておきます。お互たがい、生きて乗り切れたら、あっちで会いましょう」

「そっけない別離わかれだね」

「愁しゆう嘆たん場ばを演えんじる必要はないでしょう」

　アレクセイは別に用意したジャガーＥタイプに乗り込むと、軽く手を振ふって去っていった。

「随ずい分ぶんと車に差があるな」

　インクウィジターは後部座ざ席せきにジュラルミンケースがあることを確かく認にんすると、茜を助手席に押おし込こんだ。

「ど、どこにいくんでしょうか？」

　茜は自分の膝ひざがガクガクと震ふるえるのを感じながら聞いた。

「俺おれの目的地は教えられないが……」

　インクウィジターは頭を振り、バンを出した。

「ただ、君に関しては教えて上げよう」

「……急に知りたくなくなっちゃったんですけど？」

　茜はインクウィジターの手が自分の頰ほおを撫なで上げるのを見て、身を縮ちぢませた。

「君のゴールは」

　インクウィジターの唇くちびるが、首くび筋すじに触ふれる。

「死の世界さ」
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　その頃ころ……。

　警けい察さつはやっとゲートの突とつ破ぱに成功、プルトニウムは爆発物処理班によって回収された。

　Ｓ＆Ｓの面々もようやく、ドームの外に出ることができた。

　記者やテレビカメラが彼らを囲もうとするが、結城が彼らの前に立ちふさがって、自分が誇ほこらしげにインタビューに答える。

「そう、すべては解決した。問題はない！」

　いつの間にか、結城はネクタイを換かえてきていた。

「……あの～、私たち、Ｓ＆Ｓのコメントを取りたいんで、あなた、邪じや魔まなんですけど？」

　女性記者が手を挙あげた。

「機動捜そう査さの勝利だよ！　ん、私かね？　私は警視庁捜そう査さ一いつ課かのホープ！　結城政宗警視だ！」

　結城は人の話を聞かない男だった。

「レイ！」

　玲が無事に出てきたのを見て、ニコルが飛びついた。

「大だい丈じよう夫ぶなの？」

「もちろん」

　玲は微笑ほほえみ、少女の頭に手を置いた。

「前に約束しただろう？　僕ぼくはいつだって無事に帰ってくるよ」

　その時……。

「おい、あの馬ば鹿かは？」

　一心はあたりを見み渡わたした。

「そういえば……」

　みんなは茜が忽こつ然ぜんと消えていることに気がついた。

「迷まい子ごって訳わけじゃないみたいね」

　不安を隠かくせない様子の夏紀。

「私たちに黙だまってどこかに行っちゃう子じゃないよ、アカネちゃんは」

　二美花も心配そうだ。

「くそっ！　いると邪じや魔まだし、いなきゃいないで面めん倒どうなヤツ！」

　一心は不ふ機き嫌げんそうな表ひよう情じようを作って言った。

「面倒臭くせえけど、あのアホを探さがしてやるか！」

「結けつ構こう、心配なくせに」

　美紗はクスリと笑った。

　だが、その五分後。

「おい！」

　元クライング・クライストのジョーが、駆かけ足でＳ＆Ｓのところにやってきた。

「アカネちゃんの顔を覚えてたお前らの熱心なファンが、アカネちゃんが男と出ていくのを見たってよ！」

「男？」

　一心が首を傾かしげる。

「あいつが？」

「……ある意味、すっごい失礼よ、イッシン」

　かおるがにらんだ。

「あれ、かおる？　いつの間に来たんだ？」

　一心はとぼけた顔で、母親に憎にくまれ口を叩たたく。

「……さっきからいるわよ」

　と、かおる。

「全然、気がつかなかった」

「こんなヤツ、心配しないで残業しとくんだった」

「次にイッシンが爆弾と心中する気になった時には、そうした方がいいわね」

　隣となりでニコルがうなずいた。

　だが……。

「やられたな」

　玲がアゴの先せん端たんに手をやった。

「インクウィジターだ。女郎花君はおそらく、逃とう走そうのための人ひと質じちだよ」

「……！」

　一同は顔を見合わせた。




　その時。

　一心の携けい帯たいが振動した。

「アカネか！」

　急いで出ようとすると、玲が唇に指を当てた。

「………」

　一心は黙だまったまま、電話に出る。

　聞こえてくる会話に神しん経けいを集中しながら、一心は玲を見てうなずく。

「乾さん、通話中の携帯の位置、トレースできますよね？」

　玲は警部補に尋たずねる。

「んまあ、大体は」

「これ、茜のナンバー」

　ニコルがメモして電話番号を渡した。

「ほいほい」

　乾は上司をこき使おうと、仮か設せつ対たい策さく本部に向かった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　不思議なことに、インクウィジターは茜から携帯を奪うばわなかった。

　助手席に乗せられている茜は、登録されている一心の番号に、左手でこっそりとかけていた。

「今、渡ったの多摩川？」

　現在位置を報しらせるべく、茜はインクウィジターに話しかける。

「そのようだね。現在位置は川崎」

　うなずくインクウィジターはカーラジオのスイッチを切る。

「どうやら、玲は爆弾の解体に成功したようだな」

　アクセルが踏ふみ込まれ、バンはスピードを上げた。

「目的地に着くまで、まだ多少時間がある。ひとつ、お伽とぎ話ばなしを聞かせて上げようか？」

「そんなもの、聞く気になると思うの？」

　茜はさっと携帯を背せ中なかに隠かくした。

「昔……」

　インクウィジターは微笑ほほえみ、茜の意向を無む視しして語り始めた。

「ロンドンの下町に二人の日につ系けい人じんの少年がいました。幼おさない頃に身み寄よりを失ったもの同士、二人は親友でしたが、ひとりは澄すんだ心を持った善人、もうひとりは心の拗ねじけた小こ悪あく党とうでした」

「分かった。小悪党の方があなたでしょ？」

「あたり」

　インクウィジターは続ける。

「二人が十五の時に、善人の方の少年が交通事じ故こで死にました。悪党の方の少年は、自分の親友には長年会ったことのない資し産さん家かの祖そ母ぼが日本にいることを知っていました。

　少年は親友に成りすまし、その老婦人の資産家から財ざい産さんを騙だまし取ろうと思いました」

「……最っ低」

「老婦人は一人暮ぐらしで、大きな家に住んでいました。日本に渡った少年は、孫まごとして老婦人の家に入り込むことに成功しました。

　しかし、ここで幾いくつか少年の計画に誤ご算さんが生じ始めました。ひとつは老婦人の財産が思ったほどでもなく、むしろかなりの負ふ債さいがあること。

　もうひとつは、少年がこの人のいい老婦人を本当の祖母のように感じ始めたことでした」

　インクウィジターは自じ嘲ちようした。

「罪の意い識しきにとらわれた少年は、本当のことを老婦人に告白することにしました。

　だが、深しん刻こくな顔で自分の前に現あらわれた少年に向かって、老婦人は微笑ほほえんで言いました。

　最初から、すべて分かっていたと。

　それでも、あなたのことを本当の孫のように可愛かわいく思っていると。

　そうして老婦人は、古い指輪を少年に渡しました。倹つましい生活を送りながら貯ためたお金で買った、決して高くはないものでした。

　だが、そのケースには孫として自分につくした少年に対する感かん謝しやの言葉が書かれていました。

　少年は指輪を残して、老婦人の家を出ました。老婦人の負債を返し、その指輪に相応ふさわしい人間になるために。

　しかし一年後、生まれてはじめてまっとうな手段で稼かせいだ金を持って帰った少年は、愕がく然ぜんとしました。老婦人の家は、借金の抵当に別の人間の手に渡っていました。そして、老婦人もすでにこの世の人ではなかったのです。

　ある政治家が老婦人を騙し、ただ同然で屋や敷しきを奪ったのです。屋敷にあったものもすべて、それも合法的にその政治家のものになっていました。少年のものになるはずだった指輪もです。

　少年は思いました。

　こんな腐くさったルールで成り立っている国が法治国家を名乗れるなら、法など無む価か値ちだ。

　自分の命運が尽つきるまで、俺おれは俺のルールでゲームを続ける、と」

「……ねえ、もしかして、その政治家って？」

　茜は、藤とう堂どう誠せい治じという代議士を思い出した。

　以前、その藤堂の遺産をめぐる事件にインクウィジターが関わっていたのだ。

「その政治家は……」

　インクウィジターは直ちよく接せつ、茜の問いには答えなかった。

「少年の手にかかって苦しみながら死にました。そしてその親族もみな、醜みにくい遺い産さん争いから命を落としたのです」

「………」

　茜は何も言えなかった。

　どうして自分だけにこんな話をしたのか、その理由が分からなかった。

「さて、お話の時間は終わりだ。美しい夜景を見にいこうじゃないか？」

　インクウィジターはバンのパワーウインドウを開けて、夜風を入れた。
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「アカネちゃんって子は、横浜に向かって移い動どう中っスね！」

　本庁からの連れん絡らくを受けた乾警けい部ぶ補ほは一心たちに報ほう告こくした。

「おい、上でグルグル回ってるヘリ貸かせよ！」

　亨が空を指さした。

「警視庁のヘリは越えつ境きようできないっスよ！」

　神奈川県警と警視庁の仲の悪さはかなり有名だ。

　許きよ可かを取るのに、かなりの時間がかかるだろう。

「東京ヘリポートまでなら、飛べますよね？」

　士郎が携帯をかけながら尋ねる。

「ヘリポート？」

「そこで僕ぼくがチャーターしたヘリに乗り換える。民間のヘリなら問題ないでしょう？」

「民間人を運べっていうんスか？」

「女郎花君の命がかかっている。場合によっては、あなたを脅おどして、ヘリを乗っ取ることも考えますよ」

　玲の瞳ひとみが氷のような冷たさをたたえて、乾を見る。

「……巽玲流のやり方で、決着をつける気っスか？」

「裁さばくのは僕じゃない。彼自身の罪が彼を裁く」

「自分に、それを認みとめろと？」

「認める心算つもりがなければ、あなたは最初から僕に接触してこなかっただろう」

「……乾だ。民間人を輸送する命令が出た」

　乾警部補は無線でヘリのパイロットにそう連れん絡らくすると、玲に告げた。

「三十分だけ。神奈川県警への連絡、引き延のばします」

「よし！　俺たちと玲は、ヘリポートに向かう！」

　一心が、こぶしを手のひらに打ちつけて気合いを入れる。

「二美花、集まってるマスコミの相手、頼たのむぜ！」

「私に記者の相手させる気？……まあ、事じ情じようが事情だけに仕方ないわね」

　二美花は、やれやれというように腕うで組ぐみをした。

　一方……。

「レイが行くなら、私も行くの！」

　ニコルは強ごう引いんについていこうと、玲にしがみつく。

「イッシンなんかより、絶ぜつ対たいワタシの方が役に立つんだから」

「ほらほら、あまりゴネないでね。玲さんに嫌きらわれてもいい？」

「むう……ヤだ」

　夏紀はニコルを引き離はなすと、一心たちに向かって言った。

「……必ず助けてやってよ」

「お願いしますね」

　美紗も胸むねに手を当てる。

　乾警部補の無線の指し示じで、警察のヘリがＳ＆Ｓの前に下か降こうしてくる。

「普ふ段だんうちが使っているものより、乗り心地ごこちは悪そうだな」

　真っ先に乗り込む士郎。

「お前というヤツは……少しは俺のゲームに投とう資ししろよ」

「墜つい落らくしませんように～」

　亨と宏太が後に続く。

「こっちはまかせなさい」

　ヘリの巻まきおこす風に髪かみをなびかせ、かおるが二人の息むす子この顔を交こう互ごに見た。

「茜ちゃんに怪け我がでもさせたら、勘かん当どうだからね」

「ああ、絶ぜつ対たいに連れ帰ってやる！」

　一心はヘリの扉とびらに手をかけたところで振り返ると、大きくうなずく。

「……じゃあ」

　玲も軽く会え釈しやくすると、扉をロックした。
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　ハンドルを左に切ってしばらく進み、周囲を歩く人ひと影かげが消えた頃ころ……。

「もう、そろそろ携帯を切ってもいい頃じゃないか？」

　運転席の黒いシルエットが茜に言った。

「気がついていたの？」

「無む論ろんだ」

　車内灯を点つけて、インクウィジターは微笑ほほえむ。

「巽玲がこの餌えさに食いついてくれないことには、ゲームのファイナル・ステージを飾かざれないじゃないか？」

　タイヤが軋きしみ、車が停てい止しした。

　本ほん牧もく埠ふ頭とう。

　人気のないコンテナ置場である。

　正面は、暗くよどんだ東京湾わん。

　海から吹ふき寄よせる風は、この季節にしては冷たい。

　インクウィジターは茜を連れてバンを出た。

「……やはりそうきたか」

　空を見上げ、彼は笑みを浮うかべる。

　ローターが回転する音。

　士郎がチャーターした民間ヘリが、インクウィジターの前に姿すがたを現あらわした。

　ヘリはバンから少し距きよ離りを取った位置に着陸し、その中から一心たちが飛び出してくる。

「その位置で止まれ！」

　茜の首筋にメスを当て、インクウィジターはＳ＆Ｓと玲に命じた。

「ここをスッと切り裂さくと、どんな音を立ててくれるかな？」

「その馬ば鹿かから手を離はなせよ」

　一心は、怒いかりに燃もえる目をインクウィジターに向ける。

（な、何よ！　こんな時まで馬鹿はないでしょ、馬鹿は！）

　茜は抗こう議ぎしたいところだが、声が出ない。

「いいだろう。だが、その前にベルトに隠かくしたピックを捨てろ」

「………お前たち、手を出すなよ」

　一心は玲や士郎たちに釘くぎを刺さしてからベルトに手をやり、挟はさんであったピックを抜ぬいた。

「これでいいんだろう？」

　特注のピックが投げ捨すてられる。

「俺を甘あまく見るな。あと三枚まい、持っているはずだ」

　インクウィジターはさらに促うながした。

「よく知ってるな」

　一心は残りの三枚を抜き、一枚ずつアスファルトの上に捨ててゆく。

「タレント本に出てたさ」

　インクウィジターは肩かたをすくめた。

　最後の一枚が、一心の手から足元に落ちる。

　インクウィジターの顔に会心の笑えみが浮うかび、ほんの一いつ瞬しゆん、油ゆ断だんが生まれた。

「……シュート！」

　ピックが地面に落ちる寸すん前ぜん、一心の足が動く。

　ピシッ！

　振ふり切った爪つま先さきがピックを蹴けり、ピックは回転しながらカーブを描えがいて飛んだ。

　それが、インクウィジターのメスをはね上げる。

　茜はインクウィジターの手を振り切り、バンの陰かげに逃のがれた。

　同時に、一心が肩からインクウィジターにぶつかってゆく。

「てめえは！」

　一心はよろけるインクウィジターの胸むなぐらをつかんだ。

「夏紀に怪け我がさせ、美紗を苦しめ、二美花を泣かせ、アカネを恐こわがらせた！　ともかく、てめえはぶん殴なぐる！」

　ガッ！

　一心のこぶしがアゴをとらえた。

　そしてもう一発。

　インクウィジターは仰のけ反ぞり、バンにぶつかってそのまま倒たおれ込こんだ。

「立て！」

　一心はインクウィジターを見下ろす。

「待ってやるよ。立て！」

「……甘あまいな」

　インクウィジターは、倒れた時に拾い上げていたメスを投げつけた。

　ビュッ！

　一心は、頸けい動どう脈みやくを狙ねらったメスを間かん一いつ髪ぱつかわす。

　インクウィジターはその間に素す早ばやく起き上がると、一心に背せを向けて走りだした。

「しまった！」

　一心はインクウィジターの目的を悟さとった。

　インクウィジターが目指す先には、茜がいるのだ。

「イッシン、お前の弱点は知っている！」

　バンの裏うらに回り込んだインクウィジターは、ジャケットの内側に手を入れると、ホルスターからトカレフを抜いた。

「動くな！」

　背を向けて逃げようとした茜の後頭部に、鈍にぶい光を放つ銃じゆう口こうが向けられる。

「動けば撃うつ！」

　茜は足を止めた。

　というより、すくんで動けなかった。

「こちらも得え物ものはひとつじゃないんだよ。分かっていると思うが、俺はこの距きよ離りなら絶対に外さない。この女の頭部を西瓜すいかのように吹き飛ばすことができるぞ」

　茜とインクウィジターの距離は五メートルほど。

　微び妙みような距離である。

　玲と一心たちも、インクウィジターが銃弾を外す確信が持てない。

「女郎花君、動いちゃ駄だ目めだ」

　玲が声をかける。

「……言われなくても、動けませ～ん」

　茜は涙なみだ声ごえだ。

「手を上げてゆっくりとこちらに来い、女郎花茜」

　インクウィジターは命じる。

　茜は両手を高く上げ、一歩一歩後ろに下がった。

「まあたトカレフだと？　あいつはロシア直輸入店か？」

　亨が吐はき捨てる。

「当たらずとも遠からずだね」

　玲がうなずいた。

「プルトニウムや爆ばく薬やくの入手経けい路ろから推すい察さつすると、彼がロシアか東とう欧おうと強いコネクションを持っていることは確たしかだ」

「正解だが、たいした推理ではないな」

　インクウィジターはあまり感かん銘めいを受けなかったようだ。

「ここまでは俺おれが数ポイント、リードしている。さて、どうしようか、この女？」

　インクウィジターは茜の襟えり首くびをつかむと、彼女の身体からだをバンの横に押しつけた。

　銃口が脇わき腹ばらに突つきつけられる。

「やめろ！」

　一心は叫さけんだ。

「俺の負けだ！　殺すんなら、俺を殺せばいい！　だから、茜を放せ！　……頼たのむ」

「……イッシン、こっちへ来い。他のヤツは動くな」

「分かった」

　インクウィジターの命令に、一心は従う。

　ゆっくりと進んだ一心は、インクウィジターのすぐ前に立った。

「さっき、自分の負けだと言ったな？」

　インクウィジターはジャケットの袖そでで口元の血を拭ふくと、茜に銃を突きつけたまま左手で一心の衿えりをつかんだ。

「つけあがるなよ！」

　一心のみぞおちに、膝ひざが二発、打ち込まれる。

「ぐっ！」

「貴き様さまなど最初から眼がん中ちゆうにないんだよ、ゴミが！」

　崩くずれ落ちる一心に、インクウィジターはさらに蹴けりを入れる。

「大地くん！」

　悲ひ痛つうな声を上げ、駆かけ寄よろうとする茜。

「やめておけ」

　インクウィジターは振ふり返りもせずに、銃口をピタリと茜に向ける。

「先に死にたいか？」

　だが……。

　茜は怯ひるまずにインクウィジターの腕うでにしがみついた。

「大地くんから離はなれろ！　卑ひ怯きよう者もの！」

「……ちっ！」

　自分の身の危き険けんを顧かえりみない茜の行動に、インクウィジターは一いつ瞬しゆん、焦あせりを覚える。

　引き金にかかった指に、力がこもる。

「やめろ！　アカネ！」

　地面に転がったまま、一心は叫んだ。

「俺、お前を無事に帰すって、みんなと約束したんだ！　だから……無茶するな」

「大地くん……」

　茜は抵てい抗こうを止めた。

「撃てよ、インクウィジター」

　一心は起き上がり、両手を上げた。

「……簡かん単たんには殺さん。まずは貴様の手で、この俺の勝利の証あかしを運んでもらおうか」

　インクウィジターはアゴでバンを示した。

「金をヘリに移うつせ」

　グッと唇くちびるを嚙かみ締しめた一心は、フラフラとした足取りでバンに向かう。

「さて、君たちにも手伝ってもらおうか？」

　インクウィジターはＳ＆Ｓの面々を見た。

「ふざけんなよ！」

「よせ」

　飛び掛かろうとする亨を、士郎が制せいする。

「……バンの中のジュラルミンケースを、ヘリに移うつせばいいんだな？」

「さすがは大財ざい閥ばつ風峰グループの次期当主。聞き分けがいい」

　インクウィジターは笑った。

「たかが金だ。アカネくんの命と引き替かえなら安いものさ」

　士郎は一心に続いてバンに乗り込み、ジュラルミンケースをつかむ。

「トオル、コータ？」

「……ちっ。分かったよ、リーダー」

　亨も渋しぶ々しぶ、これに従った。

「見せ場がないまま、あいつの言いなりかよ」

「ぼ、僕ぼくたちが弁べん償しようする、なんてことにはならないですよね？」

　ビクビクする宏太。

「僕、郵ゆう便びん貯金で五万二千円ちょっとしかありませんよ」

「どうせ保ほ険けんがかかっているよ。まあ、稼かせごうと思えば、稼げない額がくじゃないし」

　士郎は重いケースを運びながら、肩かたをすくめる。

「そりゃお前だけだ、お前だけ！」

　亨が突っ込むが、その目は茜を救い出すチャンスをうかがっていた。

　しかし、同じ失敗を繰くり返す心算つもりのないインクウィジターは、まったく隙すきを見せようとはしない。

「急がないと、君たちの付き人は首なしで帰宅することになるぞ」

　インクウィジターはからかうように声をかける。

「分かった、小細工はしない」

　最初のケースをヘリに運び入れたところで、一心は誓ちかった。

　こうして十分ほどの間に、アレクセイの組そ織しきに支し払はらった分を除のぞいた八十億が、ヘリに積み込まれた。

「では、お別れだ」

　インクウィジターは茜に突きつけていたトカレフをホルスターに戻もどすと、玲に笑えみを見せる。

「今回はお互たがいに決め手を欠いた。決着は次に持ち越こしだな」

「大地くん！」

　茜は一心のもとに走り、胸むねに飛び込む。

「怪け我がは？」

　一心はその頭を、子こ供どもをあやすように抱だいてやる。

「……たいしたことないよ」

　茜の声は震ふるえていた。

「そうか……良かった」

　一心は笑おうとして、傷きずの痛いたみに顔をしかめた。

「君の犯はん罪ざいは自分で思っているほど独どく創そう的でもなければ、芸げい術じゆ的つでもない。自分の罪つみに裁さばかれる時は遠くはないな」

　玲はインクウィジターに声をかける。

「理り解かいしてもらえずに残念だよ。どうやら我われ々われの間には深い溝みぞがあるようだ」

　インクウィジターはヘリに乗り込むと、パイロットを追い出して操そう縦じゆう席せきに座すわった。

「便利な逃とう走そう手段を用意してくれたことには、感かん謝しやするよ」

「操縦はできるのかな？」

　玲は尋たずねる。

「まあね。ロシアでひと通りは覚えてきた」

　ヘリのローターが回転を始め、機体が浮き上がる。

「今回、イッシンとアカネを殺さなかったのは、君へのボーナス・ポイントだ！　慈じ悲ひを見せるのは、これが最後だぞ！」

　コックピットで哄こう笑しようするインクウィジター。

「……ああ、次はないだろうね」

　海に向かって飛ぶヘリを見送りながら、玲はうなずいた。




　その頃ころ……。

「ない！　ないぞ！　どこにもな～い！」

「ど～したんスか、警けい視し？」

　無線を持ったまま対たい策さく本部を走り回る結城警視を見て、乾警けい部ぶ補ほは尋ねた。

「ば、ば、爆ばく弾だんだ！　プルトニウムは回かい収しゆうされたが、時じ限げん装そう置ちとプラスチック爆弾が見当たらない！」

「……こりゃ始し末まつ書しよモンですね、警視」

　乾はニヤリと笑った。




「スリー、トゥー、ワン……」

　玲は時と計けいを見ていた。

「ジ・エンド」

　その瞬しゆん間かん。

　ジュラルミンケースの間に隠かくされていた時限装置のカウンターにゼロが並ならんだ。

　ドウッという爆音とともに、ヘリコプターからオレンジの火柱が上がった。

　爆ばく風ふうと閃せん光こうに、顔を背そむけるＳ＆Ｓの面々と茜。

「……言っただろう？　裁くのは自分の罪だ、インクウィジター」

　玲はつぶやいた。

　機体後部の三分の一を失ったヘリの機体は回転しながら、まるでスローモーションの映えい像ぞうのようにゆっくりと海に落ちてゆく。

　幾いくつかのジュラルミンケースが衝しよう撃げきで弾はじけ、億単位の金が機体の穴あなからローターの起こす風で吸すい出され、海に舞まい散っていった。

　やがて、ヘリは小さざ波なみに夜景が揺ゆれる海面に激げき突とつした。

　真っ白な飛沫しぶきが上がり、大きくうねる波がヘリを吞のみ込こんでゆく。

「ヤツは？」

　つぶやくイッシン。

　ちょうどその時。

　割われたヘリの風ふう防ぼうガラスから、紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれた人間が飛び出した。

　海に飛び込んだその人ひと影かげは、炎を消そうと死に物狂ぐるいで身を捩よじり、水面を叩たたいた。

　浮うき沈みを繰くり返しながらの、ぎこちない死の舞ぶ踏とう。

　生きながら焼かれて苦く悶もんするその悪あく夢むのような光景に、茜は目を逸そらして一心の胸に顔を埋うずめた。

　そして、身体からだを覆おおう火が消えてゆくに連れ、次し第だいにインクウィジターの動きは緩かん慢まんになり、やがてあがくのを止めた。

　半なかば炭たん化かした遺い体たいを、舞い散る紙し幣へいがまるで季節外れの雪のように覆おおってゆく。

　数千、数万枚の高こう価かな雪が、海を白く染そめ上げる。

　インクウィジターを名乗った青年は、紙幣に包まれて静かに沈しずんでゆき、やがて見えなくなっていった。
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　ラスト・ソング







　真夜中を過すぎていた。

　金村健二はようやく、写真と名前だけを頼たよりに狩野かのう亜あ子こを見つけ出した。

　亜子は、仮か設せつテントで点てん滴てきを受けて眠ねむっている祐ゆ里りを見守っているところだった。

「亜子さん、ですね」

　娘むすめの愛めぐ美みとともにベッドの横に立った健二は尋たずねた。

「……はい」

　亜子は振ふり返った。

　亜子自身は怪け我がはない。

　単に軽いショックが残っているだけだ。

「これを……」

　健二は、茂しげるの持ち物だったリングと写真を差し出した。

「仲沢茂くんから預あずかりました」

「……あの、茂は？」

　亜子の心しん臓ぞうが不安に押おし潰つぶされそうになる。

　だが、健二は包み隠かくさずに伝えることにした。

「茂くんは亡なくなりました。犯はん人にんのひとりに刺さされたんです」

「犯人って……じゃあ、茂はドームに？」

　茂は今いま頃ごろ、渋しぶ谷やにいるはず。

　茂がそんな近くにいた訳わけがない。

　亜子はそう自分を納なつ得とくさせようとした。

「あなたを救たすけるために、ドームに私たちと入ったんです」

　健二は続けた。

「茂くんが犯人を見つけていなければ、爆ばく弾だんの場所は分かりませんでした。私たちはみな、彼に命を救われたんです」

「茂が……」

　リングを握にぎり締しめた亜子の目から、涙なみだがあふれ出た。

「あなたに、会いたがっていました」

「……！」

　亜子は健二の胸むねにすがると、声を上げて泣いた。




　同じ頃、リムジンが球場前に乗りつけ、森本睦むつ夫お常じよう務むが降りてきた。

「杏きよう子こ！」

　睦夫は則のり恵えに支ささえられて近づいてくる娘の姿を見ると、年がいもなく駆かけ出した。

「パパ！」

　杏子は父の胸に飛び込んだ。

「頑がん張ばってくれたな。すまなかった」

「ううん」

　杏子はちょっと恥はずかしそうに涙を拭ふいた。

「則恵さんが来てくれたから」

「君は、どうして？」

　常務はとっくに帰宅しているはずの秘ひ書しよを見た。

「勝手なことをして申し訳わけありません」

　則恵は頭を下げる。

「朝一番で進しん退たい伺うかがいを出しますので」

「何を言っている！」

　常務は秘書の肩かたを抱だく。

「これから少し、三人で話そう。その……将来のことをな」

「うん」

　杏子はうなずいた。

「あの、それから友達のことで、ていうか、そのお父さんのことで、ちょっとお願いがあるんだけど」

　杏子はそう言うと、則恵と顔を見合わせて笑った。




　翌よく朝あさ……。

「これで、一段だん落らくしたわね」

　ニュースが終わり、ＴＶのスイッチを切った社長は、ため息をついた。

　徹てつ夜やのせいで、今け朝さは化け粧しようの乗りもよくないようだ。

　マネージャーはソファーに寝ねそべり、一心たちも椅い子すで仮か眠みんを取った。

　取材攻こう勢せいを避さけるため、あれから全員で事じ務む所しよに籠ろう城じようである。

「……あとは……あんたたちの身の振り方よね」

　社長は胸に手を置いてＳ＆Ｓのメンバーを見た。

「なるべく、悪いようにはしないから」

「ちょっと！　なに言ってるのよ！」

　マネージャーがソファーから飛び起きた。

「残念だけどさ」

　社長は頭を振る。

「Ｓ＆Ｓは解かい散さんするしかないわ」

「どうして!?」

「じょ、冗じよう談だんですよね？」

　茜あかねも信じられない。

「分かってるでしょ？　あれだけの騒さわぎを起こしたのよ。もうどこの局も、スポンサーも使ってくれないわ、きっと」

「ちょっと！　やったのはインクなんとかってヤツで、うちのメンバーは被ひ害がい者じゃないの！」

　マネージャーは社長の首を締め上げて抗こう議ぎする。

「イ、イメージの問題よ！　実じつ際さい、みんなの出ている番組、片かたっ端ぱしから放送延えん期きの報ほう告こくが来てるの」

「……そんなのって」

　茜は顔を覆おおった。

「そんなのってないよ。せっかくみんな頑がん張ばったのに」

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ。才さい能のうのある子たちだもの」

　社長はうなだれる茜の肩かたに手を置く。

「たぶん、四人一いつ緒しよじゃなかったら、芸げい能のう界かいには残れるわ。あたしだってそれ位くらいのコネはあるのよ」

「でも！」

「いいさ、アカネ」

　亨とおるが背せ伸のびしながら立ち上がった。

「別に芸能界に未練はねえよ。俺おれたちが要いらないっていうなら、消えてやるさ」

　女嫌いの亨とおるが、初めて茜に笑えみを向ける。

「もともと俺やシローはストリートでやってたんだ。どこでも唄うたえるし、踊おどることはできる。……だろ、シロー？」

「まあ、ミニライブの会場ぐらい、俺が費用を出すよ」

　士郎も苦く笑しようした。

「また、そこから始めるさ」

「僕ぼくはもともと先せん輩ぱいに憧あこがれて入った世界ですから」

　宏こう太たは一心の顔を見る。

「先輩にどこまでもついていきますよ」

「そうだな」

　一心は事務所に置きっ放しにしていたサッカーボールを蹴けり、ゴミ箱を倒たおす。

「偉えらそうな顔した、うっとーしい連中に頭を下げる必要もないし、やめた方が気が楽だよな。おしっ！　これからは唄うたって踊おどれるＪリーガーだぜ！」

「本当に、みんなそれでいいの？」

　茜は四人の顔を見み比くらべる。

　四人は微笑ほほえみ、うなずいた。

「……さて」

　社長はハンカチで目を拭ぬぐった。

「この事務所も、Ｓ＆Ｓあっての事務所だものね。閉しめるしかないか」

「……あたしの退たい職しよく金きん、忘わすれないでよ」

　マネージャーが油ゆ断だんなく確かく認にんする。

「そうそう、あんたの再さい就しゆう職しよく先さきも、考えてあげないとね」

　社長はうなずいた。

「あたしは優ゆう秀しゆうなマネージャーですもの！　他のプロダクションから引く手数多あまたよ！　くそガキどもから解かい放ほうされて、せいせいするわ！」

　マネージャーは身体からだを仰のけ反ぞらせて高笑いした。

　だが、その笑い声もすぐに途と切ぎれる。

「みんな！」

　突とつ然ぜん、マネージャーは四人を抱き締めた。

「……こんなの、淋さびしいよ。あたし、あんたらを本当の弟みたいに思ってたんだから」

「わあってるって」

「知ってますよ」

「強がっちゃいるけど、俺たちだって同じだ」

「ううっ、マネ～ジャ～！」

「あたしのこと、忘わすれないでよね。連れん絡らく……するからさ」

　マネージャーは無理矢理笑顔を作ると、四人から離はなれた。

「それじゃ、今日はみんなでパアッとやりましょうか？」

　社長が提てい案あんした。

「スケジュールはみ～んなキャンセル！　午後イチに記者会見をセッティングして、あとは無ぶ礼れい講こうよ！」

「やった～！」

　受け付けやバイトも含ふくめた事務所の全員が歓かん声せいを上げた。

　と、その時……。

　リリリリリッ！

　事務所の電話が、一いつ斉せいに鳴りだした。

　バイトの子や社長が、急いで電話に出る。

「はい、こちら……えっ？　はい、そうですか？　いいえ」

「はいはい！」

　応おう対たいに追われる社長たち。

「ほら、アカネちゃんも手伝って！」

「そ、そうでした～！」

　自分が事務所に雇やとわれた身分であることをすっかり忘れていた茜も、電話に出る。

「はいはい、こちら……」

「あの！　Ｓ＆Ｓが解散するって本当ですか！」

　茜が何か言おうとする前に、電話の相手は聞いてきた。

「ど、どこでそんな噂うわさを」

　とぼける茜。

　本人たちより、ファンの方が情じよう報ほうが早い。

　侮あなどり難がたい存そん在ざいである。

「噓うそですよね！　あたしたち、そんなの嫌いやですから！　あたしたち、あの会場にいたんです！　Ｓ＆Ｓのみんなに感かん謝しやしてます！　みんなのおかげで生きてるんだから！　それなのに、大人おとなたちが事件をＳ＆Ｓのせいにしようとしてるって聞いて、どうしても許ゆるせなくって！」

「それは……あたしも同じだよ」

　茜は答えた。

「あの時、何もできなかった人たちが、後になって責せめてる。あたしだって悔くやしいよ」

「あたしたち、一緒に戦うから！　Ｓ＆Ｓのみんなにそう伝えといてください！」

「……うん。分かった」

　茜は受話器を置いた。

　次の電話も、同じような内ない容ようだった。

　その次の電話も。

　電話は引っきりなしに鳴り続けた。

　ある少女は、入院中の病院から。

　ある子は、拙つたない日本語で台たい湾わんから。

　また、最初の爆ばく発はつ事じ件けんで死んだ娘むすめの親からも。

「社長、メールがこんなに！」

　目を真まっ赤かに腫はらしたマネージャーが、パソコンのモニターを指さし示しめした。

　スクロールする画面上には、全国各地、そして海外からのメッセージが次々と映うつし出されている。

「ちょっと聞いて！」

　社長が左右の耳に受話器を当てたまま立ち上がって叫さけんだ。

「Ｓ＆Ｓの番組を放送延えん期きにした局がね、抗こう議ぎの電話で回線がパンクしたって！　編へん成せい局長からの直じき々じきの謝しや罪ざいよ！」

　社長は右手の受話器を振ふった。

「それとこっちは」

　と、今度は左の受話器を振る。

「別の局のプロデューサー！　新しい番組をゴールデンタイムにやらないかって！」

「……やれやれ」

　士郎は首を振った。

「どうやら俺おれたち」

「まだ休めそうにありませんね」

　亨と宏太が顔を見合わせる。

「残念だな。暇ひまになったら、お前をデートに誘さそおうと思ったのに」

　一心がポンと茜の頭を叩たたく。

「えっ、噓うそ！」

　一瞬、ドキッとする茜。

「うん、噓だ」

　一心はあっさりと認みとめる。

「大地くん、あんたって人間は～！」

　茜は一心をにらんだが、堪こらえ切れずに噴ふき出した。

　つられて笑う、Ｓ＆Ｓの面々。

　こうして、すべては元通りになった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　お茶の時間になり、玲れいはいつもの書しよ斎さいから居い間まに移うつっていた。

「ようやく、終わったね」

　ニコルはティーポットから、ダンディライオンのお茶を注ぐ。

「結局、インクウィジターの正体は分からずじまいだった」

　玲はファイルを閉とじた。

　茜はインクウィジターから聞いた過か去この話を誰だれにも告げていなかった。

　結局、あの話は自分ひとりの胸むねにしまっておくことにしたのだ。

「すべてが解決、と言えないのが残念だよ」

　玲は頭の後ろで腕を組む。

「レイは頑がん張ばったもの」

　ニコルはメイプルシロップをひと匙さじお茶に入れた。

「頑張ったのは、僕ぼくじゃない」

　玲は微笑ほほえんだ。

「気がついたかい、爆ばく弾だんのことを知った時、Ｓ＆Ｓもスタッフも誰だれひとり自分だけ逃にげようとはしなかった。たったのひとりもね」

「そう言えば……」

　ニコルは人差し指をこめかみに当てて思い出す。

「確たしかにそうね」

「みんながあのライブを愛し、誇ほこりに思い、守ろうとした。素す晴ばらしいことじゃないか」

「……ところで、あの祐里って子はどうなるのかしら？」

「どうって？」

「あの子はインクウィジターの共きよう犯はん者しやよ」

「最初の二回は知らずにやったこと。ドームの事じ件けんも強きよう要ようされたものだ」

「……ちょっと聞くけど、あの子のこと、乾警けい部ぶ補ほには話したんでしょうね？」

　玲は肩をすくめただけだった。

「レイ！」

「爆弾製作者の邑久も、彼女のことに関しては口を閉ざしている。僕がわざわざ警察に教えて、これ以上彼女を苦しめることはないよ」

「もう！……でも、どうして邑久は黙だまっているのかしら？」

「……あの男、心の隅すみでは誰かに止めて欲ほしかったんだろうね。黙っているのは、彼なりの贖しよく罪ざいだよ」

「ふうん」

「さあ、お茶が冷めるよ」

　玲はカップを取り、ニコルのカップと打ち鳴らす。

　軽かろやかな澄すんだ音。

　久しぶりの静かな午後を、玲は迎えていた。







　あとがき







　とうとうここまでやってきましたねえ。

『ハード・デイズ・ナイツ』第三巻にして、インクウィジター三部作のラスト。

　快かい楽らく殺人者インクウィジターとの戦いの決けつ着ちやくがようやくつきます。

　今回は、Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリーのライブが進行中のドーム球場を舞ぶ台たいに、犯はん罪ざいのスケールも大幅アップ。

　ライブ・シーンがあるから、曲数もいつもの三倍です。

　だけど……。

『ドラゴンマガジン』の前後編の中編と、『ドラゴンマガジン増刊　ミステリー特集号』用の短編（アカネ大活躍？）もあったし、結けつ構こう今回は大変だったなあ。

（と、思い出したけど、『フリッカー・エンジェルズ』の最新巻『私の愛したギャング』もあったっけ。こちらも絶賛？　発売中なので、よろしくね）

　プルトニウム関連の資料をあさったり、大昔の日本赤軍テロの記録をあたるのは当然として、リアリティ追求のため、早朝、深夜と某ぼうドーム球場に足を運ぶこと数十回。

　お巡りさんに職しよく質しつもされました。

（周囲を走ってストップウォッチで時間を計はかったり、入場整理のバイトの台詞せりふをメモったり、スタッフ・オンリーの扉の奥をのぞこうとしたり、駐車場をうろついたり、確かに挙きよ動どう不ふ審しんでした～）

　もう、やれることは全部やったって感じ。

　今まであんまり、こういうこと言ったことはないんだけど、今回は自信作です。

　本屋であとがきを立ち読みしてる人、絶対読んで損はないよ。（……作者は）




　さて次巻からは、アレクセイ編がスタート。

　ユーロ・マフィアの組織犯罪に対し、Ｓ＆Ｓメンバーと玲れいが戦いを挑いどみます。

　いよいよ夏なつ紀きも、アイドルデビュー。

　美少年、美少女の新キャラもぞくぞく登場。

　今年中のリリースを目指し、現在必死で調査中なのでよろしくね。

　……って、まだ調査の段階か～？




　付記１

『トリシア先生』シリーズ、年度内に出します。

　これからできれば、『トリシア』を年二冊、『フリッカー・エンジェルズ』を二冊、『ハード・デイズ・ナイツ』は年三冊ぐらいで出していきたいなあ、なんて考えてるけど、そ～すると新担当のＨさんの寿じゆ命みようが縮ちぢむなあ……。




　付記２

　今回舞台となってるドーム球場は、あくまでも一般的なドーム球場で、〇〇エッグに似ているところが多数あってもそこは偶ぐう然ぜんということで、どうかよろしく。
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